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第一章　お客さんが来たらしい







　蓮れん弥やが都市を造るに当たって、真っ先に招しよう集しゆうをかけた組織が二つある。

　一つは冒ぼう険けん者しやギルドであった。

　これはギルドの流りゆう通つう網もうもさることながら、冒険者が集まることで周辺の魔ま物ものの討とう伐ばつやら調査やらが捗はかどるといった利点を考えたということが理由の一つ。

　さらに蓮弥自身がいまだ冒険者として登録されたままであるというのも理由として挙げられる。

　あればなにかと便利に使えなくも無いのだから、さっさと設置してしまえという蓮弥の鶴つるの一声と、場所的に仕事の種には事欠かないだろうという冒険者ギルド側の思おも惑わくが上う手まく一いつ致ちした上に、ギルドの建物も蓮弥が用意したものだからかなり手て際ぎわよく冒険者ギルドの支部が設置された。

　二つ目は冒険者育成学校だ。

　こちらの設置を急いだ理由は二つあり、一つは上手くいけばリアリスとアズを教師として自分の都市に招集できるのではないかと考えたからだ。

　ただ、これについてはリアリスがトライデン公国内部でも重く用いられる竜りゆう騎き兵へいであり、ただでさえ戦力過多なのではないかという印象をもたれている蓮弥の所へその竜騎兵を行かせるということに貴族の中から反対の声が上がっており、その時点においては思惑が外れたような感じになっている。

　二つ目の理由は転送門だ。

　転送門自体は色々な設備に設置されるものなのだが、面めん倒どうな申しん請せいや許可が必要であったり、設置できたとしても飛ぶ先を制限されたりとあまり便利に使える設備ではない。

　だが、冒険者育成の学校だけは例外であり、かなり自由の利きく設定での転送門の設置が可能だったのだ。

　蓮弥からしてみれば、エルフの国からクロワールの為ために送られてくる物資を受け取る為にも都合のいい転送門が必要であり、またこの世界に渡わたる前に見せられた地図から、世界全体がとんでもない広さであることを知らされている身としては、かなり遠くの地点であっても接続さえしてしまえば一いつ瞬しゆんで行き来できる転送門の存在は絶対に必要な設備として考えていたので、学校の誘ゆう致ちと建造に関してはそれこそ金に糸目をつけないくらいの勢いで資金を流し込こんだのだ。

　その結果、人族の大陸全土を見み渡わたしても他に類するものが無いくらいの豪ごう華かな建物と設備を備えることとなった学校は、優すぐれた教きよう師し陣じんを揃そろえ、その教育レベルの高さ故ゆえにトライデン公国内部だけではなく、わざわざ遠方の他国からも貴族の子女が留学に訪おとずれるようなものとなった。

　ただ、蓮弥にとってはそちらはオマケでしかなく、本来の目的である転送門の設置のことしか頭に無かったのだが。

　その転送門から、とある客が蓮弥の元を訪問したのは都市が形となり、人が入り始めて流通やら経済やらが動き始めてからさらにしばらく経たってからのことであった。

　この世界に来てから蓮弥が気がついたことの一つに、人族の大陸に限ってという前提条件の下で言えば、気候の変動がほとんど無いということがある。

　多少雨が降ふりやすい時期や雨の少ない時期といったものは存在していたが、元の世界で言う四季のようなものがこの世界には無いのだ。

　世界自体がお盆ぼんの上にあるせいなのか、それとも管理者が設定をケチったのかは不明だったが、これでは作物の生育に問題が出るのではないかと、初期の頃ころの蓮弥は思っていた。

　しかし、これがまた大おお雑ざつ把ぱな設定にあわせられているのか、年中いつどの作物の種を撒まいてもそれなりに育つという極きわめていい加減な現実が待ち構えていた。

　ただこれは、作物を作る側からすれば非常にありがたい話と言える。

　なにせ、種まきの時期を考える必要がないのだから。

　作りたいものを作りたい分だけ、生育期間を見み越こして欲ほしい時期に合わせて種をまくだけでいいのだから、非常に楽で助かる話だ。

「そんなわけで、この都市の至る所に木々が生おい茂しげり、米はちょっと無理があるので、空いたスペースでエルフ豆等などを大量に栽さい培ばいしているわけなんだな」

　腰こしの後ろで両手を組み、立たち尽つくすようにしている蓮弥が誰だれに言うともなく言った。

　その言葉に対する答えは、うめき声と荒あらい息いき遣づかいだけだ。

　場所は冒険者育成学校の闘とう技ぎ場じよう。

　その中央にぽつねんと立ち尽くしている蓮弥の周囲には、それぞれ得意とする武器を手にしたまま、倒たおれ伏ふしている生徒達たちの姿が多数、転がっていた。

　基本的に蓮弥は、ある程度街が形になってからは暇ひまを持て余している。

　冒険者稼か業ぎようを続けることも考えてはいたのだが、どうしてもギルドの職員等らから領主本人がギルドの依い頼らいを受けて魔物の討伐やら素材の収しゆう集しゆうやらに赴おもむくのはいかがなものかという苦言をもらっており、あまり頻ひん繁ぱんにそちらに手をかけられずにいた。

　貴族の仕事の内の事務的なことについては、フラウ特製の栄養ドリンクを片手にメイリアが必死になって処理し続けているので、蓮弥はそちらにはほとんど関かん与よしていない。

「私が乗っ取りを企たくらんだら、この領地はすぐ私のものになりますよ？」

「欲しいのか？　どうぞどうぞ」

　疲つかれ果はてた表情で、恨うらみの篭こもった声を上げて脅おどしをかけてみたメイリアであるが、蓮弥のあっさりとした返答の前にあえなく撃げき沈ちんされてしまっている。

　無言で机の上に突つっ伏ぷすメイリアを見るたびに、なんとか助手のような文官をつけてやれればいいんだがと思う蓮弥ではあったが、この世界において武官は簡単に見つけるか作るかすることができるが、ある程度以上の教養を持った文官というものはなかなか見つけづらく作りづらい存在だった。

　そもそも蓮弥には文官を教育するためのノウハウがない。

　できることと言えば、他の貴族達の所の文官の給料を調べ上げ、それよりも高い賃金を払はらうからと募ぼ集しゆうをかけることくらいだ。

　できないことはできないと諦あきらめた上で、暇な蓮弥はかなりの頻度でもって冒険者育成学校の実技の時間にお邪じや魔まして生徒達の相手をするという暇つぶしを実行していた。

　最初のうちは、色々と曰いわく付きの伯はく爵しやく本人が相手をしてくれるということで、かなり緊きん張ちようしていた生徒達であったが、すぐに緊張している余よ裕ゆうなど自分達には残されていないのだということを自覚させられる。

　流石さすがに以前同じようなことをした時のように、意識と心を根本から微み塵じんに粉ふん砕さいするような真ま似ねは蓮弥もしなかったが、それでも実技と名の付くものに遠えん慮りよをするような蓮弥ではない。

　結果、一度でも蓮弥の実技の訓練を体験した生徒達は、ローブやスカートといったひらひらした服装の着用をすぐに諦め、つなぎやズボンといった絶対にめくれ上がらない服装をするようになった。

　これは訓練中の蓮弥の戦い方が原因である。

　訓練中、蓮弥は自分から打ち込むようなことはしない。

　ひたすら相手に打ち込ませ、それをひらひらと回かい避ひし続けるのだが、少しでも打ち込んだ側の体勢が崩くずれたり、無理な体勢から打ち込もうとしたりした途と端たんにその手を掴つかみ、軽く足あし払ばらいをかけてその身体からだを転がしまくり始めるのだ。

　この攻こう撃げきを受けたとある女子生徒が、徹てつ底てい的てきに転がされまくった挙句に闘技場の壁かべに逆さになった状態で意識を失い、ずり下がったシャツとスカートのせいで下着を全開にしてしまったという事例が生じたのが生徒達の服装を変化させた原因である。

　ただこれは、蓮弥に言わせると訓練に適した服装をしてこない方が悪い、ということになるらしい。

「この惨さん状じようと……街の中で豆を育ててるという言葉との……関係性が分かりません」

　蓮弥の足元でうつぶせに倒れていた男子生徒が、途と切ぎれ途切れに呟つぶやく。

　それを耳にした蓮弥は、きょとんとした表情で足元を見下ろした。

「確かにその通りだな。なんで豆の話になったんだっけ？」

「知りません……よ」

　最後の力を振ふり絞しぼり、なんとか突っ込みを入れた男子生徒はどこか満足げな表情を浮うかべつつ、糸が切れた操あやつり人にん形ぎようのように完全に動かなくなった。

　他の学校のように、この闘技場にもきちんと模も擬ぎ戦せん用ようの結界が張られている。

　だから、死ぬようなことはほぼ無いと言い切れるはずなのだが、その男子生徒があまりに綺き麗れいに意識を手放してしまったように見えたので、やや心配になる蓮弥だった。

　とりあえず、怪け我がの治ち療りようや体力の回復を行ってくれる施せ術じゆつ院いんへと生徒達を送るために、蓮弥は一人で生徒達の回収を始める。

　闘技場の外では、いつものことのように生徒達を乗せる担たん架かがずらりと並べられており、施術院の回収担当のスタッフが待機しているはずであった。

　闘技場の外で待機しているくらいだったら、生徒の回収を手伝えよと思う蓮弥なのだが、施術院のスタッフ達がかたくなにこの作業を手伝おうとしないのには理由がある。

　蓮弥は知らないことなのだが、この回収作業は密ひそかに生徒達の間で大人気なのだ。

　それは蓮弥が生徒達を一人ずつ、きちんとお姫ひめ様さま抱だっこ状態で担架まで運ぶせいであった。

　生徒達からしてみれば、自分達よりも肉体的にも技量的にも遥はるか高みにある者の身体に直じかに触ふれることができる貴重な時間であり、さらにその相手は伯爵閣下であり、極め付つけに聖王国との戦争における最大の功労者であり、英えい雄ゆうと称しようしてもどこからも反対の声が上がらない人物である。

　この辺の話は、蓮弥はあまり広まっていないものと思っているが、それなりの立場の貴族の間にはそれとなくこっそりと大公経由で情報が流されていたりする。

　そうでなければ、一いつ介かいの冒険者がいきなり爵しやく位いをもらうような事態に、一つや二つは反乱の火の手があがっていてもおかしくはない。

　そんなわけで実技訓練の参加希望者は数倍から十数倍の競争率を勝かち抜ぬかなくては参加することもままならないといった状態なのである。

　恐おそろしいことにこの人気は女子生徒だけに留とどまらず、男子生徒の中にもかなり浸しん透とうしていた。

　彼かれらは短いながらも甘かん美びなこの時間を堪たん能のうする為に、最低限必要な実力として訓練終しゆう了りようまで意識を保ち続けることが求められていたが、参加を希望する生徒達はとてもあっさりとこの基準をクリアしてしまっている。

　つまりは現在蓮弥の足元に転がって動かない生徒たちは、一人の例外も無く意識を保っているということなのだが、これについては蓮弥も察していた。

　ただ、おそらくは意識があっても動けないくらいに疲れてるか、或あるいはこれ以上は勘かん弁べんしてくださいという意思表示のようなものなのだろうと思っている。

　本当の理由を蓮弥が知った場合どのような反応をするのか。

　それは想像に難かたくないことだったので、この件については最重要機密として生徒達の間で絶対に口外しないようにときつく言いい含ふくめあっている。

　それはともかくとして、いつものように蓮弥は倒れたまま動かない生徒達を一人ずつ丁てい寧ねいに闘技場の外へと運び、そっと担架の上に寝ねかせてやる。

　何人かの生徒の顔がだらしなくにやけているのがなんとなく気にはなっていたのだが、それでも無造作に扱あつかうことなく、全すべての生徒を運び終えた時であった。

　何かの気配を感じ取って、無意識のうちに身体を緊張させた蓮弥の目の前で、蓮弥が生徒達を運び出だした出入り口とは別の出入り口が轟ごう音おんを立てて吹ふき飛とんだ。

　破は壊かいされた扉とびらが勢い良く蓮弥がいる場所へと吹き飛ばされ、蓮弥の目の前で瞬しゆん時じに切り刻まれて細かな破は片へんへと姿を変えて地面に落ちる。

　その手には、いつの間にか刀が抜き身みの状態で握にぎられており、鞘さやは蓮弥の腰に収まっていた。

「たのもーっ！　レンヤ＝クヌギ伯爵がいるのはここかっ！」

　もうもうとあがる煙けむりの中からのっそりと姿を現しつつ大声を張り上げた人物を目にして、蓮弥が少しだけ目を細める。

　それは身の丈たけが蓮弥よりも頭二つ三つ分程高く、がっしりとした体形の男だった。

　上半身は裸はだかで鍛きたえ上あげられた筋肉を晒さらしており、下は厚手の布でこしらえたズボンだけ。

　両手には金色に輝かがやく手てつ甲こうをはめており、足にも同じく金色の金属の装そう甲こうをあつらえたブーツを履はいている。

　肌はだの色は浅黒く、顔立ちは野性的と表現するのが一番正しいと思わせる感じ。

　ぼさぼさの黒くろ髪かみの下から際きわ立だって鋭するどい眼光が蓮弥に向けられているが、蓮弥の注意を引いたのはそれらの外見ではなく、その男の髪かみの毛けの間からひょっこりと顔を出している獣けものの耳と、ズボンに開けられた穴から背後へと伸のびている一本の尻尾しつぽであった。

　その形と毛並みから、蓮弥はそれらが元の世界で言えば豹ひようのものっぽいと判断する。

「獣じゆう人じん……？」

「おうよ！　俺おれぁ獣人族の勇者レパード・パンターってもんだ！」

　腰に手を当てて、ふんぞり返りつつ大声で笑う獣人の男。

　名乗られた名前に聞き覚えなど無い蓮弥であったが、一つの単語を聞きとがめて尋たずねる。

「勇者だと？」

「そうだ！　人族の勇者の召しよう喚かんに合わせて、他種族からも一人ずつ勇者が選定される！　獣人族の勇者はこの俺おれってことになった！」

　右手の親指で自分を指し示してにっと笑ってみせると、その口くちの端はしからは人族のものよりはかなり大きい、牙きばと形容しても遜そん色しよくの無い犬歯が顔を覗のぞかせる。

　いちいち大きな身み振ぶりと声に辟へき易えきとしながら、蓮弥は抜いていた刀を鞘へ収めつつ尋ねた。

「そのユウシャサマとやらが、人の街の建造物の一部を破壊しつつ何か俺に用事かね？　というかどこから現れた？　脈みやく絡らくが無さ過ぎる」

「さっき転移門からこっちに来たばっかりだ！」

　聞く者が聞けば、かなりご機き嫌げん斜ななめであることが分かるくらいに冷たい声こわ音ねで話しかけた蓮弥だったのだが、レパードと名乗った獣人族の男にはまるで通じなかったらしい。

　この学校に備え付けられている転移門は、他の街にあるものに比べて使用制限をとてもゆるいものにしてあった。

　それは、手続きばかり面倒だと物や人の流れが悪くなるからという蓮弥の考えからだったのだが、こういった手合いが転移門を使用して来るのであれば、少し考え直す必要があるのかもしれないと思う蓮弥である。

「用事っつーのはだな！　俺と勝負しろ！」

「お断りする」

　びしっと蓮弥を指差して勝負を求めるレパードに対して、蓮弥の返答は短く冷れい淡たんなものだった。

　思わず固まるレパードに、さらに蓮弥は言葉を重ねる。

「壊こわした扉の修しゆう繕ぜん費用を払って、早々にお引き取り願う。これはトライデン公国クヌギ伯爵としての正式な要よう請せい……いや、命令か？　どっちでもいいが背そむくならば賊ぞくとして処理する」

「き、汚きたねぇ……権力を振りかざすかよ!?」

「使えるものは使う。至し極ごく当然の論理だ。大体人の街にいきなり来て、建物を壊した挙句に勝負しろだと？　寝ね言ごとは永えい眠みんしてからほざけ」

「永眠したらしゃべれねーよっ！」

「おや、そのくらいは理解するのか。頭の中まで筋肉かと思ったのだが、五分くらいは脳みそが存在していたか」

「せめて一割くらいは認めやがれ！」

　一割でいいのかよと思ってしまった蓮弥であるが、次の瞬しゆん間かんにレパードが闘技場の地面の上へ行った震しん脚きやくが起こした衝しよう撃げきに、ほんの少しだけ顔が緊張の色を帯びる。

　模擬戦を行うために念入りに固めて整地されているはずの地面が、レパードの脚あしの一撃を受けて大きく陥かん没ぼつし、その一撃が引き起こした振しん動どうが建物全体を揺ゆらしたのだ。

　尋じん常じようではない力の片へん鱗りんを見せ付けて、レパードがにやりと笑う。

「ネタは挙がってんだクヌギ伯爵様よ。今回の人族の勇者が倒されたと聞いた。やったのはてめーだろうが？」

「……知らないな」

「しらばっくれるならそれでもいい。だが無理やりにでも勝負は受けてもらうぜっ！」

　獲え物ものを狙ねらう大型の肉にく食しよく獣じゆうのように、ぐっと身体を屈かがめた前ぜん傾けい姿勢から、鋭い眼光で蓮弥を睨にらみつけてレパードはそう言い放った。

　闘技場の床ゆかに小さな爆ばく発はつのようなものがいくつも起きる。

　それがレパードが地面を蹴けった跡あとだと蓮弥が悟さとった時にはもう目の前にレパードの姿があった。

　無骨な手甲を嵌はめている右みぎ腕うでを振りかぶり、力任せの右ストレートを蓮弥の顔面目め掛がけて打ち込んだレパードの手は何の手ごたえも無いままに空から振ぶりし、勢い余ってレパードの身体が前へとつんのめる。

　そのがら空きになった背中へ、いつの間にかそちらへ回り込んでいた蓮弥が無造作な前まえ蹴げりを放つと、突っ込んだ勢いと蹴りの勢いとでレパードが闘技場の壁の方へと突っ込んでいった。

　再び起こる轟音と共に、レパードが突っ込んだ壁に大穴が空いて建物全体が揺れる。

　このままだと建物自体に建たて替かえが必要なくらいのダメージが入りかねないなと蓮弥は顔をしかめた。

　壁に突っ込んでいったレパード本人にはまるでダメージが無いらしく、すぐさま起き上がって、壁を破壊した時にかぶってしまったホコリ等を頭から払い落としている。

「チッ！　器用に動きやがるな！　もう一回だ、もう一回！」

　再び力を溜ためるかのように身を屈めるレパード。

　その速度はかなりのものではあった。

　しかし、動きが直線的すぎるので、回避することは蓮弥にとってはたやすい。

　たやすい作業ではあるのだけれども、回避すればまた壁に激げき突とつして建物が壊される。

　あの突とつ撃げきを正面から受け止めることができるだろうかと自問して、すぐに蓮弥は無理だろうと結論付けた。

　体格の差がかなりある上に、速度が尋常ではない。

　真しん偽ぎの程は別として、一応勇者を名乗るからにはそれなりの力を持っているはずであり、仮に正面から受け止めたとしても一瞬で押おし切きられるだろうと蓮弥は思ったのだ。

　ならばどうすればいいのか。

　最も簡単な方法は腰の刀で斬きり捨すてるという方法であったが、今蓮弥がいるのは模擬戦を行うための闘技場の死者が出ないように設計された結界の中であり、刀による攻撃がレパードにとって致ち死しダメージであるとなった時点でその身体は結界の外にはじき出されるだけだ。

　突とつ進しんを止める方法にはなるが、相手にダメージが入らないのでまたすぐに戻もどってくるだろう。

　解決策とはならないまでも突進を止めることはできる。

　なんらかの解決策を見つけるまで弾はじき飛ばし続けるしかないかと蓮弥が腰の刀に手を掛かけた時、闘技場の上を囲んでいる観客席にどっと人ひと影かげがなだれ込んできた。

　どこから聞きつけてきたのかは不明だが、それは学校の生徒達や学校近きん隣りんの住民達であり、かなりの人数を収容できるようになっている観客席は、あっという間に満席になる。

　レパードが呆ぼう然ぜんと、蓮弥が目を点にして見守る中、次々と横断幕が張られ、人々の間を弁当やら飲み物やらを満まん載さいした籠かごを担かついだ売り子が歩き出す。

「なにこれ？」

　他に言うべき言葉も見つからず蓮弥が呟くが、それに対する答えが返ってくるわけもない。

　横断幕にはわざわざ刺し繍しゆうで縫ぬい取とられた大きな文字が書かれており、「領主様がんばれ」とか「必勝祈き願がん」といった文字が躍おどっている。

　その下に小さく「フラウ様を愛めでる会」とか「クロワール様親衛隊」「メイリア様に罵ののしられ隊」という不ふ穏おん当とうな文字が書かれているのも蓮弥の目はしっかりと捉とらえていたのだが。

　一体この街の住民はどういった基準で選ばれたんだろうかと、自分の街ながらその選定基準に多大な疑問を抱いだいてしまう蓮弥である。

「ローナ様に包まれ隊」という少数のエルフの一団まで交じっているところを見ると、どこかでローナ以外に住民の移住申請処理を行った者がいるらしい。

　文官の募集に希望はあまり来ていないはずだったので、ローナ以外となるとメイリアくらいしかいないはずだが。

「エミル様に抱かれ隊」はもうワケが分からないし、「シオンちゃんを励はげまし隊第十六番隊」という肩かた書がきに至っては、住民にまで残念な子として認にん識しきされているシオンが哀あわれになるやら、十六番隊ということは少なくとも一番隊から十六番隊まであるくらいに隊員がいるのは一体どういうことなのだと問とい詰つめたくなるやらで、蓮弥は本当に深い溜ため息いきをつくしかなかった。

　対するレパードはと言えば、蓮弥よりも素す早ばやく立ち直った上に、蓮弥よりも先に周囲の状じよう況きように順応していた。

　その鍛え上げられた肉体を誇こ示じするかのようにポージングを決めるたびに、観客席から黄色い声せい援えんが飛んでいる。

　一応そいつは領主にいきなり襲しゆう撃げきをかけた、所いわ謂ゆる犯罪者のはずなんだけどなと蓮弥は思うのだが、レパード本人と観客席の盛り上がりの前に言い出すことができない。

「盛り上がってきたぜぇっ！」

　浴びせられる歓かん声せいに気を良くしたのか、獰どう猛もうな笑えみを浮かべて蓮弥へと向き合うレパードであるが、その時点で蓮弥のやる気はマイナス方向へ振り切ってしまっている。

　ひたすら自分の部屋に帰りたい気分で一いつ杯ぱいの蓮弥であるが、周囲の状況からして、やめて帰りますとも言い出しづらい。

　結果として非常にいやいやながら戦せん闘とうを継けい続ぞくさせる以外になく、蓮弥がレパードに対して構えると、観客席が一いつ斉せいに沸わいた。

　気持ちは分からないこともない、と蓮弥は油断無くレパードの動きへ目をやりながら頭の中では別なことを考えている。

　できたばかりの蓮弥の都市は娯ご楽らく施し設せつがほとんどなく、住民は娯楽に飢うえていた。

　これは、ある程度は住民に任せる部分があってもいいだろうという蓮弥の意見から、予定地だけは確保されていたのだが、そこへの入居は移住申しん請せい者しやの希望に任せており、他の地区のようにあらかじめ何かを作っておくようなことをしていないせいであった。

　ちらほらと、それらしきものは出来始めていたのだが、まるで足りないというレベルでしかない。

　そんな娯楽に飢えたクリンゲの住民達にとって、遠い異国の地から来た獣人対領主という対戦カードはとても魅み力りよく的てきな見世物に思えたのだろう。

　疑問が残るとすれば、突とつ発ぱつ的てきな出来事であるはずなのに観客の集まりが良すぎることくらいだった。

　学校の生徒達ばかりが見に来ているのであれば、まだ話としては納なつ得とくできないこともない。

　だが、近隣住民まで集まってきているとなれば、誰かが意図的に情報をリークしていなければおかしい。

　そんなことを考えていたせいなのか、レパードがなんとなくアウェー感を覚えてなのか不満げな顔をしつつ突進してきたのに、ほんの少しだけ反応が遅おくれてしまう。

　それでも回避するだけならわけもないことだろうと動き始めた蓮弥の目の前で、その足を地面にめり込ませながらレパードの身体が急停止した。

「突進じゃない？」

　バカ正直にまた真まっ直すぐ突っ込んでくるものだとばかり思っていた蓮弥の目の前で、レパードが笑みを浮かべる。

　突進する速度で突っ込んできた彼は、蓮弥の目の前で無む理り矢や理りその脚きやく力りよくで力任せに制動をかけると、その場で両の拳こぶしを構えたのだ。

　動作の大きい攻撃は軌き道どうを読まれて簡単にかわされてしまう。

　それを最初の突進で理解したのか、続いて繰くり出されたレパードの攻撃は小刻みなジャブだ。

　威い力りよくが抑おさえられる代わりに一発一発が非常に速い。

　風を切って繰り出されるそれを蓮弥は身体を捻ひねり、掌てのひらで捌さばいて回避するが、捌ききれなかった一発を胸むな板いたにもらってしまう。

　レパードからすれば、速度重視で本当に軽く打っているのであろうその一撃が蓮弥の胸板にヒットすると、蓮弥が小さく苦鳴を漏もらした。

　重い手甲のせいなのか、それともレパードの地力が高いせいなのか、肺の中から空気が絞しぼり出されるような衝撃を受けつつ、一瞬とはいえ動きが止まった蓮弥目め掛がけてレパードの追つい撃げきが襲おそい掛かる。

　観客席に沸き起おこる悲鳴。

　立ち止まっていれば間ま違ちがいなくもう数発もらいかねないと判断した蓮弥は、大きく後ろへと跳とぶ。

　しかしこれが悪あく手しゆとなった。

　まるでそれを待ちかねていたかのように、素早く踏ふみ込んで間合いを詰めるレパードは、まだ蓮弥の足が地面についていないタイミングで渾こん身しんの右ストレートを放つ。

　自分よりも背が高く体重も重そうな上に金属の篭こ手てとブーツを装備しているレパードが追いついてくることはないだろうと踏んでいたのだが、レパードの瞬しゆん発ぱつ力りよくを甘あまく見積もっていた、と後こう悔かいしても既すでに遅おそい。

　なんとか身体の前で両りよう腕うでをクロスさせ防ぼう御ぎよ体勢を取った蓮弥に、レパードの一撃が突き刺ささる。

　間合いを詰めた突進力に加えて、蓮弥よりもずっと重い体重と鍛え上げられた筋力。

　それらを束ねて放たれた一撃は、易やす々やすと蓮弥の身体を吹き飛ばし闘技場の壁に叩たたきつけた。

　防御したとはいえ生身の腕うでの上に叩きつけられた金属の篭手の衝撃と、背中から壁に叩きつけられた衝撃に挟はさまれて、肺の中に残っていた空気を残らず吐はき出してしまう蓮弥に、さらにレパードが追おい討うちをかける。

「完全に落ちるまで殴なぐり続けるのが獣人の流りゆう儀ぎだぜっ！」

　唸うなりを上げて繰り出される拳。

　衝撃と痛みで呼吸もままならない蓮弥のその状態では、回避しようにも足が動かない。

　勝利を確信しかけたレパードであったが、次の瞬間には何な故ぜだか顔を引ひき攣つらせて蓮弥の目の前から間合いをとる。

　その身体を追いかけるようにして、無数の雷らい撃げきがレパードへと襲い掛かった。

「無むえ詠いし唱ようかよ!?」
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　なんらかの魔ま術じゆつがかけられた物品なのか、レパードが装備している篭手をかざすとその篭手に触れる直前で雷撃がかき消される。

　これが一発や二発なのであれば、その篭手で雷撃をかき消しつつ再度蓮弥へ詰め寄よることもできたのであろうが、壁にもたれかかったまま蓮弥が発動させた雷撃の数は数十条にも及およんだ。

　いくらこれらをかき消せるといっても、その際に受ける衝撃まで完全に消せるものでもないらしく、じりじりとレパードの身体が押されていく。

　ありあまる魔ま力りよくを雷撃に代えて、間断なく叩きつけながら蓮弥は痛む両腕をさすり、乱れた呼吸を少しずつゆっくりと整えていった。

　思えばこちらの世界に渡ってきてから、初めてまともな威力のダメージを受けた気がする、と蓮弥は腕をさすりつつ考える。

　小さかったり細かかったりするような傷はかなりの数受けてきたように思うが、今回のようにまともに攻撃を入れられた挙句に、身体が動かなくなるようなダメージは多分初めてだろうと思う。

　実際、たった二発しかもらっていないのに、ダメージは足に来ていていつもの機動力は殺されてしまっていたし、無骨な金属の塊かたまりのような篭手の一撃を防御した両腕は攻撃された部分できっちり折れてしまっていた。

　だがそれらのダメージは超ちよう回かい復ふくの技能によって、ゆっくりと回復していく。

　すぐに回復しないのは、ダメージの深さを物語っているらしかった。

「くっ、こ、このっ！　消しても消しても次から次へと！　お前どんだけ魔力保持してやがんだ!?」

　次から次へと打ち込まれてくる雷撃を、重い金属の篭手をつけているとは信じられないような速度で防御し続けるレパード。

　並の魔ま術じゆつ師しならば卒そつ倒とうしているくらいに打ち続けられている蓮弥の魔術は、たったの一発すらレパードの身体に届いていない。

　それでも足止めの意味にはなるのだからと蓮弥は打ち続けることを止やめない。

「こんな小細工なんざしねーで、堂々と俺と打ち合いやがれっ！」

「堂々と、ね……全く……」

　好むと好まざるとに拘かかわらず、勇者と関わるとロクなことがないと蓮弥は渋しぶい顔をして溜息をつく。

　じくじくと痛む両腕は刀を十全に振るえるところまで回復するのにはだいぶ時間がかかりそうだった。

「お前、あの人族の勇者を倒したんだろ!?　こんなセコい時間稼かせぎなんかすんじゃねーよっ！」

「だから、知らないと言ってるだろうが」

「トボケんな！　聖王国が召喚した勇者を倒して、その力を継ついだ奴やつがトライデンにいるってちゃんと調べたんだからな！」

「だからそれは俺ではない、と言ってるんだが……」

　嘘うそを言っているわけではない。

　実際、勇者にトドメを刺したのは自分ではないのだから、蓮弥は自信を持って堂々とレパードの言葉を否定した。

　あまりにはっきりと否定されて、レパードの表情が曇くもる。

「……マジ？　人ひと違ちがい？」

「そのようだな。後でその勇者の力を継いだ奴に会わせてやってもいい。会わせてやってもいいんだが……」

　蓮弥は両手を軽く握って具合を確かめる。

　鈍にぶく小さな痛みが残ってはいたが、かなり回復が進んだようで力を込めてしっかりと握り締しめることができた。

「まぁ、その前に……人の腕を二本とも圧へし折おってくれた上に、久しぶりにこんな痛い目を見せてくれたんだ」

　レパードの動きを封ふうじていた雷撃が止やむ。

　雷撃をかき消し続けていた両腕を、蓮弥に向けて構え直したレパード。

　そのレパードの視線の先で、蓮弥の両腕がまるで陽炎かげろうのようなものを纏まとい始めるのを見て、レパードの顔が驚おどろきに歪ゆがんだ。

「本来、俺は剣けん士しだから剣で相手してやるのが筋と言えば筋なんだが……拳でボコってくれたのだから、拳でお返しをしないと失礼だよな？」

「お前それ……」

「生あい憎にく、篭手の装備の持ち合わせがないからな。魔力で代用してる」

　いうなれば、防御用の結界のようなものを拳に纏わせて強度を上げている状態らしい。

　そこに注ぎ込まれている魔力の量が甚じん大だいな為に、陽炎のような揺らぎを拳が纏っているように見えるのだ。

「無手の技はいくつかあるが、拳けん闘とうの方はよく知らん。……出力任せの雑な攻撃になるが、御ご容よう赦しや願いたいね。何、心配するな。最悪施術院送りになっても、勇者の力を継いだ奴はちゃんとお前のベッドの傍かたわらまで面会に行かせるから」

「面おも白しれぇ。やれるもんならやってみやがれ！」

　構えるレパード目掛けて、蓮弥は大きく振りかぶってから物もの凄すごく適当な右ストレートを放つ。

　動作が大きすぎて回避するのがたやすいテレフォンパンチであり、レパードはそれをぎりぎりの間合いで回避して即そく座ざに反はん撃げきに移ろうとする。

　その身体が、蓮弥の拳にかすりもしなかったというのに、勢い良く跳はね飛ばされて宙を舞まった。

　同時に空振りに終わった蓮弥の拳の先で、闘技場の壁が粉々に砕くだけ散ちるのをレパードは目にする。

「え!?」

　観客席から退たい避ひしろと叫さけぶ声が聞こえた。

　慌あわてて観客席の観客達が闘技場の外へと退避していく姿には目もくれず、蓮弥は地面に叩きつけられはしたものの、すぐに立ち上がって構えを取ったレパードの方を向く。

　レパードは一体何が起こったのか理解できずにいた。

　確かに蓮弥の攻撃はかわしたはずだったのに、自分は跳ね飛ばされ、さらに攻撃が届くはずもない距きよ離りにある壁が完かん膚ぷなきまでに破壊されている。

　仮にこれらの被ひ害がいが、蓮弥が拳を振りぬいた動作が引き起こした衝撃によってもたらされたものなのだとしたら。

　拳本体の攻こう撃げき力りよくはどれほどのものとなるのだろうか。

　その考えに至り、レパードの顔色がみるみるうちに青くなる。

　蓮弥はそれまでのように素早く動くことはしなかった。

　ただ顔に笑えみを貼はり付けて、ゆっくりゆっくり一歩ずつ踏みしめるようにしてレパードへと近づいてくる。

　その両の拳が先ほどからさらに濃のう密みつな揺らぎを纏っているのを見て、レパードは思った。

　もしかして、俺はここで死ぬのかもしれない、と。







第二章　続　お客さんが来たらしい







　結論から言うと、蓮れん弥やはレパードを儚はかなくすることはできなかった。

　学校の闘技場に張られている結界のせい、というわけではない。

　ヤる気であるならば、結界の外へは簡単に出られるのだから攻撃を装よそおってレパードの身体を結界の外へと出してから、そこでゆっくりと仕留めればいい。

　戦っている内にというよりは、最初からそうではないだろうかと薄うす々うす勘かん付づいていたのだが、このレパードと名乗る獣人族の勇者は、何かしら考えがあったり含むものがあったりして人族の大陸へ渡わたってきたわけではなく、単に勇者を倒した強い奴がいるという情報から、そいつと戦いたいという一部特とく殊しゆな趣しゆ向こうの持ち主が陥おちいる短たん絡らく的てきな考えに突き動うごかされてきたのだろうことが丸分かりだったからだ。

　さらに、両腕を折られた痛みでキレかかっていた蓮弥ではあったが、観客席で見ている観客は全てが退避したわけではなく、肝きもが太いというのか考えが浅いというのか、とにかく結構な数の住民が観戦を止めていなかったという事情もある。

　この多数の人目がある所で、思う存分獣人の勇者をぶちのめせば、蓮弥としては気分がすっきりするのだが、見ていた住民に自分らの伯爵様はとても怖こわい人なのだという印象を植え付けかねない。

　このことに蓮弥が気がついたのは、ようやく自分が何を相手にしているのかを理解したのか、顔色が青あお褪ざめて動きが悪くなったレパードをぶん殴ってから飛んでいく体の手甲に〈操作〉をかけて引き寄せて、地面に仰あお向むけの状態で叩きつけて上から踏みつけた後だった。

　少しばかり手て遅おくれとも言う。

　踏みつけた足の裏でぽきぽきと折れていく骨の感かん触しよくを感じつつ、これは失敗したかもしれないと焦あせる蓮弥であった。

　しかし獣人族の肉体の頑がん強きようさは蓮弥の予想の上を行く。

　殴られ叩きつけられて、踏まれた状態で体中の骨が相当な本数イカレてしまったはずのレパードだったが、蓮弥が足をどけるとのろのろとではあるが立ち上がろうと動き出したのである。

　これには蓮弥も驚いた。

　結界に弾はじかれていなかったので致死ダメージが入っていないことはわかっていたのだが、人族ならば死んでいてもおかしくない、もしくは八割程死んでいるはずのダメージと見ていたというのに、意識も失わず自力で立ち上がろうとするとは思いもしていなかったからだ。

　その驚きのあまり、立ち上がろうとしたレパードの顔面を蓮弥が靴くつ底ぞこで蹴りつけたくらいである。

　その一撃が決め手となってレパードはようやく意識を失って倒たおれた。

　対戦相手が動かなくなったのをきちんと確かく認にんしてから、やっと闘とう技ぎ場じようの回収班が闘技場の中へと入ってくる。

　学校の生徒達たちに関しては、彼らが回収すると色々とクレームがつくのでやっていないだけで、本来は闘技場で倒れた人の回収も彼らの仕事の一つだ。

　今回倒れた獣人の勇者に関しては、まさか蓮弥にお姫様抱っこをされたいと願うような願望もあるまいと判断して入ってきた彼らは、完全に動かなくなったレパードをロープと包帯で完全に梱こん包ぽうすると、それを担架に乗せる。

　そのまま施術院へと運ぼうとしたのであるが、ここで一つ問題が持ち上がった。

　身長が蓮弥よりもずっと高い大おお柄がらなレパードは、さらにその無骨な手甲とブーツの重量によって、とてもではないが人族の回収班メンバー二人くらいでは全く運べないくらいに重かったのである。

　仕方なくえっちらおっちらと、四人の回収班によって運ばれていくレパード。

　それを見送る蓮弥の所にも回収班が来たのだが、こちらは蓮弥が断った。

　蓮弥がもらったダメージも本来ならば施術院に送られて数日以上入院させられるくらいのものだったのは間違いない。

　それはもらった蓮弥本人が一番良く分かっていたのだが、超回復の技能というものはおそろしいもので、完全に折れていた両腕の骨は既にきちんと完治した状態になっており、内出血を起こして青黒く染まっていた負傷箇か所しよも、わずかに痣あざっぽいものが残るだけになっていた。

　自分の身体からだながら、少々不気味に感じてしまう蓮弥である。

　その辺に関しては利点もあることであるし、元いた世界では確実に化け物呼ばわりされるような現象も、こちらでは治ち癒ゆ法術というものがあるせいなのかほとんど気にされることがないので、蓮弥も気にせず傷のことは忘れることにした。

　どこから沸いてきたのか分からない観客席の観客達を退席させ、戦闘でホコリだらけになってしまった衣服を払はらいながら蓮弥は自宅へと戻る。

　蓮弥の自宅は、ククリカでは普ふ通つうの屋や敷しきであったのだがクリンゲにおいては屋敷とも城ともなんとも言えないデザインの建物に住んでいた。

　一応、都市の中心部にあって周囲には堀ほりと塀へいがある。

　そこそこ広い敷しき地ちに建てられているのは石造りの建物で、城のように塔とうが立っていたりするようなことはないが、屋敷と呼ぶにはちょっと広く高すぎる建物。

　どっちつかずの中ちゆ途うと半はん端ぱな建物だったのだが、一応蓮弥の居城という呼ばれ方をしていた。

　蓮弥からしてみると、砦とりでにちょっと贅ぜい沢たくさが加わった程度のものという認識だったのであるが。

　広さはククリカの屋敷と比ひ較かくすれば数倍に膨ふくれ上がっている。

　庭もそれに比例して広くなっており、フラウがククリカから持ち込こんだ種やら苗なえやらが植えられ、妙みようにすくすくと生長していた。

　それらの植物や、庭に生息しているらしい生物の安全性に関しては、念には念を入れてしつこいくらいに確認していた蓮弥である。

　それというのも、敷地の広さが広くなれば当然その管理はフラウ一人ではまかないきれるものではなくなる。

　まかないきれないのであれば、フラウ以外の人の手を入れて分担して管理してもらわなければならない。

　貴族の体てい裁さいみたいなものはどうでもいいと蓮弥は思うが、やはり自宅はそれなりにキレイで整っていて欲ほしいと思ってしまう。

　その願望を、フラウ一人に任せっきりにするのは心苦しいからと、フラウの配下として働いてくれるメイドの募ぼ集しゆうも蓮弥は行っている。

　文官の募集にほとんど応おう募ぼが無いのに比べて、何故だかメイドの募集には応募が山のように殺さつ到とうした。

　ある程度若くて働き者の女性というだけの条件が緩ゆるかったのかなと蓮弥は思っていたのだが、実は蓮弥の知らないところでエミルがメイドの募集を出していた就労案内所のようなところへ行って、一言余計なことを言ったのが原因であった。

　その余計な一言とは、エミルはローナとシオンの二人を就労案内所へと連れて行き、案内所の担当員に言った言葉だ。

「うちのマスターは、この二人が夜よ這ばいをしかけても手をお出しにならなかったくらい、身持ちのしっかりとした方です」

　年ねん齢れいに関係なく、貴族がメイドを募集する場合はどうしてもそっち方面の問題がある。

　これは応募する側もある程度ならば仕方のないこととして受け止めている節がある話なのではあるが、やはり気持ちの良い話ではない。

　見み初そめられて求められれば、諦あきらめざるを得ないか、くらいの認識なのだ。

　しかしエミルのこの一言がメイドという職につきたい女性達の間に広がると、クリンゲのクヌギ伯はく爵しやくは相当身持ちのしっかりした方だという認識が広まる。

　なにせシオンとローナは、見た目だけで考えてもかなりレベルの高い美女だ。

　この二人に夜這いを仕し掛かけられて、拒こばむことができる男性貴族という存在はにわかには信じられないくらい希少であり、もしそれが本当なのであれば、そうそう簡単に見初められることもないだろうし、他の貴族のようにだらしのない求められ方をすることもなく、仮にそんなことになった場合も手切れ金だけで追い出だされるようなことにはならないだろうと彼かの女じよ達たちは思ったのである。

　さらに蓮弥は、人手が集まらないとフラウにかける負担が大きくなってしまうだろうと給料をやや高めに設定していた。

　その上で、住み込み可能で衣食住の面めん倒どうを見るという条件と、交代制ではあるが休日を確実にとらせるといった条件も付け加えている。

　これは相当な優良案件である、と情報が広まった途と端たんに応募が殺到。

　フラウとクロワールが書類選考を行いつつ、メイドの補ほ充じゆうを始めていた。

　ちなみに、ほとんど晒さらし者ものにされたシオンとローナによってエミルは施せ術じゆつ院いん送りにされてしまった。

　どこで何をどれくらいぼこぼこにしたのかということについては、聞くのが怖いので蓮弥は知らないふりをしている。

　もっともエミルは一泊ぱく入院しただけで、翌日にはけろりとした表情で帰宅してきたのであるが。

　そんなわけで蓮弥の居城の内部には既にかなりの人数のメイドが配置されている。

　その中には庭の掃そう除じ等などを担当する者もおり、蓮弥がフラウに庭の安全性に関して何度も確認をとったのはこの為ためだ。

　蓮弥の居城に入る道は一本しかなく、そこにしつらえられている門には門番が立っている。

　本来はクリンゲに派は遣けんされている国軍の兵士か、蓮弥が集めた私兵のどちらかがそこで門番をするはずだったのだが、蓮弥はククリカの街にいた国軍の中から自分で訓練を行ったキースの部隊を借り受けており、さらにクリンゲにて集めた私兵達をキースに訓練させている状態であるので、今のところ自分の居城にまで兵を回す余よ裕ゆうがなかった。

　それで蓮弥は二十四時間休まずそこに立たせておいても問題のない、あの鎧よろいを門番として起用している。

　古今東西、自律して動く鎧に門番を任せるような貴族はほとんど存在していないだろうが、その鎧が勇者の力を持っているとなればそんな真ま似ねをする貴族は絶無と言い切ってしまっていいはずだった。

　だが、休み無く立っていても問題ない上に勇者並みの戦闘能力を持っているこの鎧は、フラウと蓮弥の命令を絶対遵じゆん守しゆする存在であり、これ以上門番に適している存在も他に中々無く、蓮弥は非常に鎧を重宝していた。

　その鎧に軽く挨あい拶さつをし、庭では掃除や洗せん濯たくをしているメイド達からの会え釈しやくを受け、自室に戻って上着を脱ぬぎ捨てた蓮弥に、フラウが蓮弥が帰ってくる前に蓮弥を訪たずねてきた客の存在を告げる。

「客？」

「そうなの。ちゃんと正門から訪問した、きちんとしたお客様なの」

　この条件だけは、フラウが相手をお客様として認識する為に最低限必要な条件として譲ゆずれない部分であるらしい。

「どこの誰だれだ？　約束とかしてないよな？」

　貴族ともなると、色々と面会を求めてくる者が出てくる。

　それはどこかの商会の責任者であったり、他の貴族の代理人であったり、大公からの使いの者であったりと多た岐きにわたる。

　それらの面会希望者は、大体礼れい儀ぎとして面会を求める大分前からアポイントを取って、それから訪問する流れになっていたのだが、たまにアポイント無しの飛び込みで面会を求める者がいないわけでもない。

　この場合、会うか会わないかの判断は蓮弥に一任される。

　約束をしていない以上は、会わないという選せん択たくをしてもなんら問題とはならない。

「約束はしていないの。女性の方なの。すっごい美人さんなの。マスターが帰るまで待つって言うから応接室で待ってもらってるの」

「別に顔の造形で会うか会わないかを決める気はないんだが。どこの誰なんだ？」

　自室の椅い子すに腰こし掛かけて、フラウが用意してくれた紅茶をすすりつつ蓮弥が尋たずねると、フラウはメイド服のポケットから紙し片へんを取り出して目を通す。

「南の大陸からの獣じゆう人じん族ぞくのお客様なの。転送門経由で来られたの」

「……なんかついさっき、そんな話を聞いたような気がする」

　それっぽいものを施術院送りにしてからそれほど時間は経過していない。

　あれ関連の話題で誰かが来るにしても、あまりにも反応が早すぎる。

　かといって、全くの無関係だと判断するにしてはピンポイントに関連性が高過ぎる所からの来客であった。

「ちなみにお土産みやげは、南方名産の餡あん子こ入りお饅まん頭じゆうだったの。緑茶との相あい性しようがばっちりすぎて怖いの」

　言外に、お土産をもらったのだから会うだけは会って下さいというフラウの言葉が聞こえたような気がする蓮弥である。

　ついでに南方には餡子があるのか、と新たに得た情報に驚きもする。

　味み噌そや醤しよう油ゆの原料となるエルフ豆が普通に存在しているのだから、小豆あずきが存在していてもおかしくはない。

　きっと偉い大だいな迷い人の先人のうち、南の大陸に流れ着いた人が餡子の存在と作製方法を伝えたのだろうなと蓮弥は名も知れぬその先人に感謝を捧ささげた。

「そういえば、なんで緑茶との相性がいいって知ってるんだ、フラウ？」

「……メイドの長として、マスターのお口に入る物のチェックは怠おこたらないの」

「つまみ食いしたな？」

「毒見と言って欲しいの」

　たらりと冷ひや汗あせ等流しつつ蓮弥からそっと目をそらすフラウを見ながら、蓮弥は肩かたをすくめた。







　お土産だけもらって帰れと言うのはあまりにも人情が無さ過ぎるということで、会うだけは会おうと決めた蓮弥が応接室へ入ると、先にそこに通されていたらしい人影が立ち上がって蓮弥を迎むかえる。

　失礼にならない程度にさっと視線を頭から足へと流した蓮弥は、ちょっとした驚きを覚えていた。

　服装は白と紅あかを基調とした、シオンが着ているものよりもずっと、蓮弥が元いた世界での巫み女こと呼ばれる職業の女性が着ているものに近い。

　シオンが着ているのはどちらかというと、巫女服と道着の中間のようなものだったが、こちらは頑がん丈じようさよりも優美さを重要視しているような薄うす絹ぎぬで作られており、ほんのわずかな身じろぎにあわせてさらりと揺ゆれている。

　蓮弥が驚いたのは服装もそうであったが、その容よう貌ぼうであった。

　着ている巫女服の白さに負けぬほど白い肌はだ。

　細く整った面には、この世界に来てから初めて見るような化け粧しようが施ほどこされている。

　目元にはわずかに影かげが入れられ、唇くちびるに鮮あざやかな紅を差しているくらいであったが、たったそれだけのことでどこか妖よう艶えんさを感じさせるのだから化粧とは不思議なものだと蓮弥は思う。

　髪かみはさらさらの金きん髪ぱつで肩にかかる程度の長さであったが、蓮弥を驚かせた二つ目の要因はその上にぴこんと立っている三角の獣けものの耳と、背後でふわりと揺れている尻尾しつぽの存在だ。

　その二つを見て蓮弥は思った。

　狐きつねがいる、と。

「お初にお目もじ致いたしまする。獣人族が巫女カエデと申します」

「楓かえで？」

　名前にも驚かされる蓮弥だった。

　こちらの世界ではあまり聞かない響ひびきの名前ではあるが、あちらの世界ではたまにある名前であり、偶ぐう然ぜんの話なのだろうかと思う蓮弥にカエデが説明をする。

「この名は代々、獣人族の巫女のうち、もっとも位の高い者が継けい承しようする名でございます。遡さかのぼれば十何代か前の巫女に迷い人が名づけた名だとか」

「その迷い人は勇者か何かだったのかね？」

「さて、そこまでは口伝されておりませんので」

　にこりと笑ってみせるカエデに、蓮弥は向かい合う席に座すわりながら着席を促うながす。
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　促されて座るカエデを、今度はやや無ぶ遠えん慮りよなくらいに蓮弥は眺ながめた。

　年の頃ころは、たぶん自分よりもそこそこ上。

　折り目正しい態度から、それなりに礼儀作法については身につけている人物だと蓮弥は判断する。

　身につけている服装から身体の線は全く分からないが、首筋や手の感じからして荒あら事ごとに向いている体つきには見えない。

「それで、本日ご来訪の用向きは？」

　二人が席に着くのを待っていたかのようなタイミングで、応接室に入ってきたフラウが二人の間にあるテーブルに淹いれたての紅茶を並べる。

　お茶ちや請うけはメイドさん特製のクッキーで、木き苺いちごのジャムが添そえられていた。

「はい、まずはお詫わびをと思いまして」

　ぺこりと頭を下げたカエデに、紅茶の入ったティーカップを手に取ろうとしていた蓮弥の動きが止まる。

　しばらく頭を下げた姿勢のままでいたカエデは、やがてゆっくりと時間を掛かけて頭をあげ、自分の方を見つめている蓮弥と視線を合わせた。

　凝ぎよう視しされている理由が分からずに小首を傾かしげてみせるカエデに、蓮弥は紅茶を勧すすめてから自分のティーカップを口へと運ぶ。

　香かおりを楽しんでから口をつければ、いつも通りに上手な淹れ方かたをされた紅茶が蓮弥の喉のどへと滑すべり落おちた。

「お詫び、とは？」

　獣人族にお詫びと言われれば、心当たりはいきなり襲しゆう撃げきしてきた勇者くらいしかない。

　だが、それにしてはタイミングがおかしかった。

　レパード本人は施術院送りにしてあるので、獣人族の国に情報が伝わるはずがない。

　わざわざ包帯とロープで身動きできない状態にした上で放ほうり込んでいるので、勇者本人が自国に連れん絡らくを入れた可能性はほとんど無い。

　伝わるはずがないのに、お詫びをしにきたというこの巫女が来たタイミングは、間かん髪はつ容いれずに即そくやってきましたというタイミングだ。

　あらかじめ、こうなることを示し合わせていたようなタイミングである。

　だがもし、これらの行動が全すべて予定されていたものなのだとすれば、そこにどんな意図があるのか蓮弥にはさっぱり分からない。

　腹の探さぐりあいは苦手なんだけどなと思いつつ尋ねた蓮弥に、カエデはこう答えた。

「それは、勇者の弟君であるレナード・パンター様のことです」

「……誰それ？」

　似たような名前を先ほど聞いた記き憶おくのある蓮弥だが、明らかに違ちがう名前でもある。

　そして蓮弥はそのレナードなる人物に会った記憶は無い。

　紅茶の用意を終えてから蓮弥の背後に控ひかえていたフラウにちらりと視線を向けるが、フラウはそっと首を左右に振ふって自分も知らないということを蓮弥に伝えている。

「レナード様は獣人族の勇者レパード様の双ふた子ごの弟でして、このたび人族の勇者様がこちらにいらっしゃるとの情報を聞きつけ、レパード様とお引き合わせするべくその下調べとして、私と共にこちらにお邪じや魔ましていた方でございます」

　どこからその情報が漏れたとか、人様の領地に下調べに無断で来るなよとか突っ込みたい気持ちになる蓮弥だが、なんだか話が進まない気がしたので、黙だまって先を促す。

「レナード様は勇者の弟君ということもございまして、武勇においては優すぐれた方なのですが……少々性格に難がございまして、武勇に優れた方を目にすると周囲が気にならなくなると言いますか、思い込んでしまうとひたすらわき目も振らなくなると言いますか……」

　言葉を濁にごしながら、非常に言いづらそうに表情を曇らせつつしゃべるカエデ。

　なんだか妙な雲行きになってきたなと思う蓮弥であるが、とりあえずは全て相手にしゃべらせないことには話の全容が見えてこない。

「聞けばこちらにいらっしゃる人族の勇者様は、元々聖王国に召しよう喚かんされた勇者様を倒しその資格を受け取った方とか。その武勇を聞きき及びましてレナード様はいてもたってもいられなくなりましたようで」

「首に縄なわとかつけとけよ」

「検討するべきでございました」

　ジト目で睨にらみつける蓮弥。

　目を伏ふせて即そく答とうするカエデ。

　それもどうなんだろうと蓮弥は思うが、事は獣人族の話であるので深くは突っ込まない。

「なんとなく話が見えてきた。確かに俺おれは先ほど、獣人族の勇者を名乗る人物に襲撃を受け、それを撃げき退たいしてきたばかりだが……奴ははっきりと勇者レパードだと名乗ったぞ？」

　聞き違いでないことは、自信を持って言える。

　勇者の名前とはそんな簡単に騙かたれるものかと問とい詰つめたい蓮弥に、カエデは目を伏せたまま答えた。

「いかに弟君とはいえ、勇者を詐さ称しようすることは許されぬ重罪であると心得ております」

「うちの領地は他の国からの転送門を使った来訪を、ほとんど制限せずに緩くしている。だから下調べ目的で入国したことについては特に問題としないが、その弟とやらはトライデン公国の人間を襲撃し、怪け我がを負わせている。これは見み逃のがすことができない犯罪だ」

「要人襲撃は罪が重いの」

　ぼそりとフラウが口を挟む。

　襲撃した相手が一いつ般ぱん人じんなのであれば、それでも問題ではあるがある程度は無理を利きかせてうやむやにできないこともない。

　だが、相手が国に属する要人ともなればこれは国家間の問題となり、事が大きくなる。

　フラウはその辺りから追及したいようであり、それを言われたカエデの顔がわずかに引き攣るが、蓮弥の口から出た言葉は二人の予想していないものだった。

「要人が襲撃された、という情報は聞いていない」

「マスター？」

　少し意外そうな声をフラウが上げるが、蓮弥はこれをとりあえずは流して言葉を続ける。

「そもそも要人が護衛も連れずに、その辺をうろうろして他国の人間に襲撃されやすい状態にあるとは、今のところ考えにくい」

　どの口がそんなことを言うのかと思ってしまうフラウであるが、蓮弥は平然と言ってのける。

　確かに本来、貴族が移動する時には都市の中であろうが護衛がつくのが当然であった。

　しかし蓮弥の場合、護衛につく兵士と蓮弥の間に越こえられない壁かべが存在するほどの実力差があり、兵士達に言わせれば、むしろ自分達が護衛してもらいたいくらいだし、蓮弥からすれば周囲に人がいない方が被害が少ないだろうと言い切ってしまう始末だった。

　身分や形式を重視するこの世界において、どちらの言い分も常識外れも甚はなはだしいものだったのだが、本来咎とがめる側である蓮弥が、まぁそんなもんだよねと気にしていないので、蓮弥の領地内に限ってという条件の下で成り立っている話だ。

「勇者の詐称についてはそちらの法に照らして裁けばいい。だが、こちらで起こした犯罪についてはこちらの法に従ってもらう。もし本当に『貴族』が襲撃されたとなれば、国の問題になるので大公陛下の裁断を仰あおぐことになるが、一般人ならば領内の問題なのだから俺の裁量でどうとでもする。それを踏ふまえた上で、だ」

　眼がん光こう鋭するどく蓮弥がカエデを睨みつければ、椅子の上でカエデが身体をびくりと震ふるわせる。

　その様子を見ていたフラウが、小さく頭を振った。

　あの目つきで睨まれて、とぼけられる人はそうそういないとフラウは思う。

　先ほどもお土産の饅頭をつまみ食いしたことを吐はかされたばかりであった。

「建前は建前として聞いてやるから、本当のところを正直に話せ」

「めっちゃ謝あやまりますので、なんとかあの馬ば鹿かの身み柄がらを引き取らせて頂くわけには参りませんでしょうか？」

　溜ためも躊躇ためらいも逡しゆん巡じゆんもなく即答してきたカエデの答えに、フラウがコケる。

　砕けそうになる膝ひざになんとか力を込めて、体勢を立て直したフラウが見たものは、なんとなくは予想していたことだったのかいつもと変わらない表情で紅茶を口に運ぶ蓮弥の姿と、耳も尻尾もしゅんと垂れ下がってしまい、全身で気落ちという言葉を表現しているかのようなカエデの姿であった。

「引き止めたのです。それはもう部族の戦士も総動員して引き止めたんです。……それを物理的に振り切きってあの馬鹿は……。こちらが転送門の使用制限を甘あまくされていたのも災わざわいしました。そのせいだ、等と申し上げる気持ちは毛の先さき程ほども無いことはご理解頂きたいのです」

「怪け我が人にんが出たか？」

　部族の戦士が総動員された、という言葉が本当ならば、結構な数の戦士があの勇者を止めるべく動いたことになる。

　それだけの数を相手にして、あの勇者があの性格からしてするりと抜ぬけてきたわけがないことは明白だった。

　ほぼ確実に、力でもって押おし通しているはずである。

「治癒法術で治るレベルですが……。ついでに追っ手がかかるまでの時間を稼ぐ為なのか、転送門用にストックしてあった魔ま石せきも根こそぎ持っていかれまして、こちらに来るのが少し遅おくれてしまいました」

「フラウ、あの馬鹿たぶんズボンのポケットか何かに魔石詰つめ込んでるはずだから、剥はぎ取っておけ」

「了りよう解かいなの、マスター」

　一応、国の財産なのですがと恨うらみがましい視線を向けてくるカエデを、蓮弥は迷めい惑わく料りようの一部取り立てだと突つっぱねる。

「あんまりうるさいとあの手てつ甲こうとブーツも押おう収しゆうするぞ」

　ぴかぴかだったし、獣人族の装備ともなれば、売ればそれなりの金額で購こう入にゆうしようとする好こう事ず家かがいるだろうと蓮弥が言うと。

「どうかそれだけはご勘かん弁べんを。あれは獣人族の勇者の装備なんです。あれを喪そう失しつしてしまったら、ご先祖様とこれからの子孫達に顔向けができません」

　慌ててテーブルに額をこすりつけ始めたカエデを見下ろす蓮弥の視線は、冷たいというよりはなんだか哀あわれみを多分に含ふくんだものだった。

　苦労してるんだろうなということは、言われなくても察してしまう蓮弥だ。

　無罪放ほう免めんというわけにはいかない。

　蓮弥が受けた怪我に関しては蓮弥が目を瞑つぶればいい話なので痛い思いをした分、損をした気持ちになるが、目の前の苦労人の苦労に免めんじてやってもいいかなと蓮弥は思う。

　しかしながら、壊こわした設備に関しては弁べん償しようしてくれなくては困るわけで、こちらは公共物を壊されているという現実からしてもそれなりのものを請せい求きゆうしなくては、今度は蓮弥の顔が立たなくなる。

「弁償と賠ばい償しようで、実際にかかったコストの一割増しを支し払はらう気があるなら、その弟とやらの身柄をそちらへ引ひき渡してもいい。それと襲撃を受けた者への示談に使うので餡子の材料の豆と砂糖をよこせるだけよこせ」

　壊された物は闘技場の扉と壁くらいで、安いものではなかったが目の玉が飛び出るほど高価なものでもない。

　一割程ほど上乗せしたところでたいした金額にはならないはずだったが、蓮弥からしてみれば本命は言葉の後半の餡子の材料の入手である。

　出来合いの餡子というものはそれほど日持ちがしないので、大量にもらったところで使い道が無い。

　だが、一から自分で作ってすぐに魔ま術じゆつで凍こおらせて保存すれば、結構長持ちするものなのだ。

　蓮弥は氷結系の魔術を未いまだに使えないが、街にいる魔術師達にいくらか握にぎらせればその程度の作業はやってくれるだろうと思っている。

「そ、そんな程度で宜よろしいのでしょうか？」

　カエデからしてみると、信じられないほど条件が軽かったらしい。

　唖あ然ぜんとした表情で蓮弥を見上げてくるので、蓮弥は正直に答えることにした。

「正直に言うと、勇者なんか要いらん。使い道が無い。被害が全く無ければ早々に送り返してもなんら問題が無い。というか邪魔」

　一いつ瞬しゆんだけ、門番をやっているあの鎧に食わせてみるという考えも抱いだいた蓮弥だったのだが、勇者の力を重ねて保持した存在等おそらくはこの世界が始まって以来一人として存在していないはずであり、それを実現してしまった場合にどのような副作用が起きるのか想像がつかなかったので止めている。

　そうするとあの獣人族の勇者は、全く使い道が無く、ひたすら邪魔な存在でしかなかったのだ。

　これが壊したものの弁償と、ちょっとのお金に加えて餡子の入手に繋つながるのであれば、両りよう腕うでを折られたという事実も忘れてやろうかと思う次し第だいである。

「では、すぐに国くに許もとに帰って手配いたしますので！」

「あのバカの回収を忘れるなよ？」

「は、はいっ！　それで、ですね……」

　まだ何かあるのかとうんざりした視線を蓮弥が向ければ、とても言いづらそうな表情でカエデがもじもじし始める。

「とりあえず聞くだけ聞くからさっさと言え」

「魔ま王おう討とう伐ばつに関しては、いまだ魔族の動向を調査中というところなのですが、勇者とは古来より各大陸より選ばれ、人族の勇者の下に集つどいて魔王を討うつしきたりになっておりまして……いずれきちんとした場を設けて人族の勇者様とうちの馬鹿を引き合わせたいと思っているのですが……」

「正式な使者を立てて、まずそいつを遣つかわせ。事務方で日付とか段取りとかを決めた後ならば、会わせなくもない」

「ありがとうございますっ！　クヌギ伯はく爵しやく殿どの、どうぞよしなに」

　ぱっと表情が晴れて、何度も頭を下げるカエデに、蓮弥はさてあの鎧をどのようにして説明した上で紹しよう介かいしたものかなと考えるのであった。







　人族勇者の説明については、全く良い案が思おもい浮うかばず蓮弥はエミルの部屋を訪ねる。

　蓮弥の居城には蓮弥のパーティメンバーの部屋がそれぞれにきちんと割り当てられており、エミルの部屋はククリカにあった屋敷同様、地下部分にかなり広いスペースをとって設けられていた。

　暗い通路にあまり十分とはいえない光量で備え付けられた蝋ろう燭そくの明かりを頼たよりに歩いていかなければいけないその部屋は、メイド達の間でもあまり評判が良くない。

　ひたすら不気味であるというのがその理由の大半だった。

　蓮弥としても自分の居城の中にある設備でありながら、あまり近寄りたい雰ふん囲い気きの場所ではない。

　薄うす暗ぐらい通路を抜けた先にあるのは分厚い金属の扉とびらだ。

　つるりとした表面には無骨なノッカーとノブが付けられているだけで、装そう飾しよくの類たぐいはひとつもない。

　そのノッカーを叩たたいて蓮弥は声を掛ける。

「エミル、いるか？　ちょっと相談がある」

　周囲は厚い石の壁と金属の扉である。

　到とう底てい中へは声が届かないのではないかと思う蓮弥であったが、しばらく待っているとノブが回り扉がほんの少しだけ開かれる。

　中からそっと顔を出してきたのは、やはり本日もサイドテールに髪をまとめたエミルだった。

「珍めずらしいねぇ、レンヤが私に相談なんて」

「自分でもそう思うが。中に入ってもいいか？　それとも場所を変えようか？」

「どうぞ中へ。ちょっと散らかってるけどねぇ」

　扉を開いてエミルが蓮弥を部屋の中へ招き入れる。

　部屋の中は通路に比べれば明るかったが、やはり地下にあるせいなのか妙な圧あつ迫ぱく感かんを覚える蓮弥だった。

　窓が一つも無いというのもそれに拍はく車しやをかけている。

　使用されている明かりは魔術によるもので、十分な光量ではあるがどうしても太陽の光に比べると冷たい印象を受ける。

　部屋の調度はベッドと衣装箱がある他、全てなんらかの実験機材のようなもので埋うめ尽つくされたテーブルが並べられており、確かに散らかっているなと蓮弥は思った。

「まぁ座って、と言っても座る所も無いけどねぇ。ベッドにでも腰掛けてくれるかねぇ？」

　自分用にとテーブルのしたから椅子を引きずり出しながら、勧めてくるエミル。

　その勧めに応じて蓮弥はベッドの縁ふちに腰掛けた。

　途端にエミルが舌なめずりしながら涎よだれを拭ぬぐうような仕草をし始める。

「何してる？」

　意味が分からずなんとなく尋ねる蓮弥に、慌あわてて両手を振るエミル。

「あ、いや、なんでもないよぉ。それで私に相談って何かねぇ？」

「実はな。この城の門番をやらせてるあの鎧についてなんだが……」

　言った途端にエミルの表情が固まった。

　その表情のあまりに唐とう突とつな変化に、切り出した蓮弥の方が驚おどろく。

　首の辺りからきしむ音が立ちそうなくらいぎこちない動きで、エミルは蓮弥から視線を外すと明後日あさつての方向を向いて。

「わ、私に相談されても困る案件かなぁそれは」

　エミルの声がほんの少しだけではあるが震えるのを耳にして、蓮弥の顔が険しくなる。

「本気で言ってるか？」

　本気だとすればかなり問題であると蓮弥は思う。

　エミルはその飄ひよう々ひようとした言動から蓮弥もたまに忘れそうになるのだが、結構な実力を持った魔族であり、しかもその中でも研究者を自じ称しようする者だ。

　偏へん見けんであることは重々承知の上だが、蓮弥の認にん識しきからすると研究者と名前のつくものは対象がいかに危険なものであろうが、好こう奇き心しんの名の下にちょっかいを出さずにはいられない生き物だ。

　その研究者が、相談の内容も聞かないうちからお手上げだと言っているのだ。

「まぁ、レンヤやシオン達たちは私から見ればそっち方面には疎うといようだから理解できないのも無理は無いとは思うんだがねぇ」

　視線をそらしたままエミルが言う。

　その額には僅わずかにではあるが汗が浮き出ていた。

「エミル、この手の話でお前の右に出るものは、少なくともこの街にはいないだろう？」

「本来その話はフラウ本人にするべきものじゃないかねぇ？」

「確かにそうなんだが……」

　ぽりぽりと頭をかく蓮弥。

　確かにそれが一番確実かつ近道だと蓮弥にも分かってはいたのである。

「なんだか、問題ないの！　とか言ってはぐらかされそうなんだよな」

「あー……かもしれないねぇ」

　納なつ得とくがいったように頷うなずきつつ、エミルは視線を目の前の蓮弥へと戻もどした。
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「このテの話は理解しているのも、口に出しそうなのも確かに私くらいしかいないんだろうとは思うんだけどねぇ」

「どういうことだ？」

「あの鎧の中身はね、レンヤ。キミが思っているものよりもずっと危険な代しろ物ものだ」

　エミルの声が真しん剣けん味みを帯びた。

　人体実験くらいならば、それが命に関かかわるような代物であったとしても鼻歌交じりに実行に移しそうなエミルが、わざわざ声こわ音ねに真剣さを滲にじませるほどの話らしい。

　自然とそれを聞く蓮弥にも緊きん張ちようが走る。

「基本はアンデッドみたいだよあれは。なんで妖よう精せいのフラウがあんなもの創つくれるのか不思議でしょうがなくはあるんだけどねぇ。ただ、普ふ通つうのアンデッドとは製法がおそらくまるで違う」

　アンデッドの製法というか成り立ちというものには、大きく分けて二つの種類があるとエミルは言う。

　一つは自然発生的なもの。

　良く言われるのは人やそれに準ずるものが、死ぬ間ま際ぎわに強い感情を抱いたまま死んだ場合に、その感情を基き礎そとして存在が変化しアンデッドになるパターンだ。

「大たい概がいは恨みとか憎にくしみ、悲しみといった負の感情の場合が多いみたいだねぇ」

「そりゃ喜びの感情を抱いた状態でアンデッドに成る奴やつはいないだろうからな」

　所いわ謂ゆるヘブン状態で死亡したのであれば、そのまま素す直なおに天国に召めされるだろうと蓮弥が言うと、エミルが首を振ってそれを否定する。

「ゼロじゃないよ。極きわめて稀まれにだけどたまーにいるねぇ」

　肝かん心じんなのはこの世にしがみつけるだけの拠より所どころとなれるくらいに強い感情であるという一点のみで、正負は全く関係が無いらしい。

　ただ、大概の生き物は喜びや楽しみといった正の感情よりも憎しみや恨みといった負の感情の方がより強く発現する傾けい向こうにあるので、自然とそちらの感情を残したアンデッドの割合が多くなる。

　二つ目はなんらかの魔術によって強制的にアンデッドになる、あるいはされたもの。

　レイスや吸きゆう血けつ鬼きになる〈不死転生〉の魔術は、人族の間では遺失魔術として既すでに伝えるものが存在しなくなって久しいものであったが、魔族の大陸においてはそれなりに魔術を修めた者であれば、知っていても不思議ではないくらいのものでしかなく、エミルも実際使えるのだという。

　魔族の寿じゆ命みようはそれなりに長いが、不死者となれば滅ほろびるまでは永遠の時間、存在し続けることが出来る。

　それだけに、それが使えるくらいに魔術を修めた者が不死者になるというのは魔族の大陸においてはそれほど珍しい話ではない。

　さらにもっと簡単な〈屍し者しや作成〉の魔術に至っては、魔族ならば大概は知っていて使えるらしかった。

　こちらは低級なゾンビ、或あるいは死体の腐ふ敗はいが進んでいればスケルトンといった自じ我がの無い、或いは無いと言っても過言ではないくらいに薄うすいアンデッドしか作れない。

「鎧はそのどちらの方法でもない、と？」

「そうだねぇ。アレを言い表す言葉は……魂たましいのパッチワークとでも言うのかねぇ？」

　言われた言葉の意味が分からずに目をぱちくりさせる蓮弥に、エミルは言葉を考えつつ言う。

「全く同じだとは言わないけれども、あの鎧君はその昔に魔族の研究者の中で行われた魂の完成形を作るという技術に似ているんだ。生き物の魂が不完全で穴だらけな代物だという話は知ってるかねぇ？」

　聞かれた蓮弥は首を左右に振る。

　この世界に来てから、そんな話が耳に入るわけもなく、元いた世界においてはそもそも魂って何？　という状態を出ない。

「人だろうがエルフだろうが獣人だろうが、もちろん魔族であろうが、それらの持つ魂というものは不完全なもので穴が多い。その不完全さを補い穴を埋めていくことが可能であれば、この世界にある無数の魂を切り貼はりすればいつか完全な魂を作成できるのではないか、そしてその完全な魂は神という存在に通じるのではないか、というくっだらないことを切々と研究してた人達が昔いたんだよ」

　エミルの言った言葉を蓮弥は頭の中で考える。

　パッチワークという言い方をしたということは、その不完全で穴だらけであるという魂を沢たく山さん用意した上で、切ったり貼ったりを繰くり返かえしてとにかく足りない部分やら穴やらを埋めていこうという話なのだろう。

　そんなことが本当にできるのかという疑問は残るのだが、蓮弥はとりあえずエミルに先を促した。

「研究はもちろん失敗したよ。大体、魂の加工なんて無理が多すぎるし、魂の不完全な所を補うっていったって、一体どれだけの要素が一つの魂にあると思ってたんだろうねぇ？　さらにそれらの要素がどの水準に達していれば完全で、達していなければ不完全だというのかという定義すら曖あい昧まいで、私から言わせれば研究するに値あたいしないと思う話だったんだけどねぇ」

「それを知っている、ということは少しは関かん与よしてたんだろ？」

「う……」

　蓮弥の突っ込こみに、エミルが少したじろいだ。

　どうやら図星だったらしいと蓮弥が意地の悪い笑いを浮かべると、エミルはわずかに頬ほおの辺りを染めてそっぽを向く。

「話、止やめてもいいんだけどねぇ？」

「すまなかった。続けてくれ」

　気分を悪くされて話を切り上げられても困るので、蓮弥は頭を下げた。

　それを見ながら口の中で何事かぶつぶつと呟つぶやいていたエミルは、暫しばらくしてから一つ息を吐いて話を続ける。

「神の座に到とう達たつ云うん々ぬんなんて与よ太たば話なしは脇わきにどけておくけど、あの鎧よろい君の中身はおそらくそれに良く似た代物だ。つまりは、無数の人族の魂を一つに束ねて練り上げることで、存在として高みに上らせるようなもの。そんなものが多分詰まってる」

　鎧という封ふう印いんから少しでも解き放たれてしまうと、手て当あたり次第に人を喰くらい出すのにも理由があるのだとエミルは付け加えた。

「たぶん、自らの穴や不完全さを補う為ために手当たり次第に魂を捕ほ食しよくしようとする自己補完によるものだと思うんだよねぇ。これはレイスのエナジードレインとか、吸血鬼の吸血行こう為いも同じ理由だと言われてる」

　吸血鬼の吸血行為については、他に吸血鬼にとっての生せい殖しよく行動であるという見方も云々と話が脱だつ線せんしかけたエミルの注意を、手を挙げることで自分の方へ戻させてから蓮弥は尋たずねた。

「聞くだけだと……非常に危険な存在に聞こえるんだが」

　今はきちんとフラウや蓮弥の制せい御ぎよ下かにあるからまだ良いとしても、なんらかの拍ひよう子しにその制御が外れてしまえば次々に人を喰らい続けかねない存在だと言われれば、危険物扱あつかいをしてもまだ足りない気すらする。

　しかも、その魂の補完技術の研究が失敗しているということは、鎧の中身がどれだけ人を喰っても、その捕ほ食しよく行こう為いに終わりが来ることは無い。

「そうだねぇ。だから私は手を出だしたくない。レンヤはあの鎧君をどうしたいわけ？」

「実は、獣じゆう人じん族ぞくの勇者がこの街に来てな。行動があまりにばかげてたので、一度追い返したんだが、次はちゃんと使者を立てて段取りを決めて会いに来ると言われてしまって……」

「立場上断れないよねぇそれは」

「あぁ、だがあの鎧をそのまま提出して、これが勇者ですと言って相手が納得するとは思えなくてな」

　少なくとも中身を見せろと言われることは間ま違ちがいなかった。

　だからといって中身を見せれば、あの黒い煙けむりのような塊かたまりが入っているだけであり、これが勇者ですと言われて納得してくれるとは到底思えない。

「つまりは、見せられる何かが欲ほしいわけだ？」

「そうだ。理想的には人っぽいものが中に入っていればいいと思ってる」

　極きよく端たんな話、兜かぶとの中に会話が出来る生首が入っているだけでもいいと蓮弥は思っている。

　兜を外して頭だけ見せて、会話をして相手がこれが勇者かと納得さえしてくれれば、首から下が無くても蓮弥には何の問題も無い。

「うわー……神の器うつわの作成かー……面めん倒どうだねぇ」

「神の器？」

　聞きなれない単語を鸚おう鵡む返しに蓮弥が言う。

「さっきの魂の補完って話の続きなんだけどねぇ。神の魂は、それにふさわしい器に入れるべきっていう思想の下に完かん璧ぺきな比率で作られた身体からだのこと。魂は肉体に引きずられる傾向があるから、魂が完璧でも身体が不完全では意味が無いっていうんで研究されたんだけどねぇ」

　あまりにすらすらと情報が出てくるものだから、お前一枚以上その話に噛かんでいただろうと思う蓮弥である。

　だが、思っていても顔にも口にも出さない。

　出せばエミルの機き嫌げんを損そこねるのが分かりきっているからだ。

「今回はそれほど厳密なものを作らなくてもいいんだろうけど、その辺りは一度フラウと相談してみる必要があるねぇ」

「その話、頼たのめるか？　それも出来る限り早く」

　獣人族の巫み女こと勇者がいつまた来るのか分からないのが現状ではあったが、いつ来られても困らないようにしておくという準備は絶対に必要だった。

「なんならフラウには俺から話を通しておくから」

「そうだねぇ、それはお願いしたいねぇ。……下手に手出しして、私までぱっくりいかれても困るからねぇ」

　にへらっと笑ってみせるエミルだが、口にしている言葉は笑って流せるようなものではない。

　蓮弥は険しい視線をエミルに向ける。

「その可能性がある、と？」

「無いとは言い切れないねぇ。何せアレを制御しているのはレンヤとフラウだけなんだしねぇ」

　自分で制御していないものに手を出すというのは、普通自殺行為なんだけどねぇとエミルが笑う。

「危険だと思うならば、この話は断ってもらっても……」

「レンヤがフラウに話を通してくれるなら大だい丈じよう夫ぶじゃないかねぇ。それに必要なんだろう？」

「それはまぁ……」

　あまりにエミルが警けい戒かいするようであれば、無む理り強じいするよりもいっそ開き直って鎧をそのままこれが勇者ですと紹介してしまった方がいいように思えてくる。

　それをやってしまった場合の影えい響きようが全く予想できない話ではあったのだが。

「一番の心配は、急ぎの仕事っぽいので私の睡すい眠みん時間が削けずられることかねぇ」

「それは……すまん……」

　おどけたように言うエミルに他になんと言っていいやら分からず、蓮弥はただ頭を下げるのみであった。







幕間その１　それはどこかのことらしい







　ここではないどこかのお話。

　何もない空間の中に、ぽつんと一つだけ設けられた円えん卓たくに四人の男が座すわっている。

「人族の管理者がやられたようだな」

　口火を切ったのは、金きん髪ぱつをオールバックにまとめた男だ。

「奴は我ら五柱の中でも最弱……」

　応じたのは真っ赤でぼさぼさな髪かみをした男。

　紫むらさき色いろの髪の毛を長く伸のばした男がとても嫌いやそうな表情をするが、他の男達は気に留める様子が無い。

「ククク……奴は我ら五柱の面つら汚よごしよ」

　最後に引き取ったのは、長く青い髪をうなじの辺りで一度まとめている男だった。

　含み笑わらいと共に口にされた台詞せりふに、紫の髪の男が本当に嫌そうな顔をして口を挟はさんだ。

「止めて欲しいねぇ君ら。一体なんのフラグを立てようとしているのかねぇ？　馬鹿なの？　死ぬの？　死にたいの？」

「冗じよう談だんはさておき」

　一つ咳せき払ばらいをしてから、金髪の男がぐるりと全員を見回した。

「人族の管理者が、主ぬし様さまからの介かい入にゆうを受けて再起不能になったのは事実だ」

「現状、人族の管理は誰だれが？」

　青い髪の男が尋ねる。

　整った顔立ちの中で異い彩さいを放つ縦長の瞳ひとみが紫の髪の男を見つめる。

　視線を受けた紫の髪の男は肩かたを竦すくめて頭を振った。

「さてねぇ。何せ主様の干かん渉しようを感じてからすぐに、あっちとこっちのパスを閉ざしたからねぇ」

「賢けん明めいな判断だな。俺らとて単体で戦せん闘とうに持ち込まれたらたぶん負ける」

　その場のノリと勢いだけで冒ぼう頭とうのやりとりをしていた彼かれらではあるが、実際は人族管理者を加えた五人の間に多少の差異はあっても総合的な能力の差はほとんどない。

　同じ世界を管理している存在の間に実力差をつけてどうするのよというあの幼女神様の方針からであったが、設定がそうなっている以上は残った四人が人族管理者を倒たおしてのけた何かに一人で対たい抗こうする術すべは無いと判断して間違いは無かった。

「もし戦いになるのであれば、できるだけ全員で当たりたいものだな」

「全員で戦っても勝てるのかねぇ？」

　何気ない様子を装よそおって口にした紫の髪の男の言葉に、その場に居合わせた全員の視線が集中する。

　ともすれば威い圧あつを伴ともないかねないほど強い視線に晒さらされても、彼の様子に変化はない。

「どういうことだ？」

　尋ねる金髪の男に、紫の髪の男はぱっと両手を広げて。

「だって考えてもみなよ。主様が我々の討とう伐ばつのために送り込んだのかもしれない誰かだよ？　単体で一人を制圧できるのは当たり前としたって、全員を一度に相手にすることすら想定の範はん囲いに入っているかもしれないじゃないか」

「言えているな。私が主様の立場ならば必ず想定する事象だ」

　顎あごに手を当てて考え込む青色の髪の男。

「そうかぁ？」

　疑問を提示したのは赤髪の男だ。

　他の男達の視線が今度は自分に向いたのを感じながら、赤髪の男は続ける。

「俺おれ達たちとてそれなりに力を持たされた管理者だ。主様がこれ以上の力を持たせた管理者なんて創るか？　仮に創ったとしても俺達の五倍以上の力なんてものを持たせてしまったら、今度はその管理者が手に負えなくなるだけじゃねぇのか？」

「それは……しかし、主様がその気になれば、我々など瞬またたく間まに消しよう滅めつさせられるだろう。我々がこんなゲームに興じていられるのは、ひとえに主様がこの世界を壊すことを躊躇ためらっているという事実を盾たてにしているだけにすぎない」

「つまり、俺達の五倍以上の力を持った管理者とて、主様にとっちゃ俺達を始末するのと手間としてはそう変わりねぇってことか。それもありえるな」

　青髪の男の言葉に、赤髪の男が頷く。

　無限に近い力を持つ彼らの主にとって、彼らの言う一と五の差は確かに誤差とすら言えないほどの些さ細さいな違ちがいでしかない。

「可能性を論じたところで意味はないだろうにねぇ。今は分かっていることに対する対応を考えるのが先じゃないかなぁ？」

　紫の髪の男の言葉に、青髪も赤髪も口を噤つぐむ。

　考え始めればキリがなく、しかも前提条件にほとんど制限がない。

　どんな条件でも満たす気になれば満たしてしまえるのが主である。

「主様が人族の管理区域に遣わした存在の情報が欲しいところだな」

　金髪の言葉に紫の髪が答える。

「それはとても難しいねぇ。さっきも言ったようにあちらとこちらを今閉ざしているんだけど、人族管理者が再起不能になってからずっと、あちらからこちらへ侵しん入にゆうを試みられているからねぇ。情報取得の為に一瞬でもパスを開いたら、あっという間にこっちに侵入されるよ。そしたら、我々は速そつ攻こうで終わるねぇ」

「パスの閉へい鎖さの解除確率は？」

　青髪に問われて、紫の髪がしばらく中空を眺ながめつつ考えた後で。

「今のところはほぼゼロ。でも時間経過と共に少しずつ上がってきてるねぇ」

「パスが通った瞬しゆん間かんに侵入されるだろうから、余よ裕ゆうを見て場所を移動して、古いパスをまとめて消さねぇと駄だ目めだな」

「それも一時の時間稼かせぎにしかならないだろうねぇ」

　赤髪の男がテーブルの上に人差し指で何かの図形をかなりの速度で描かき上げた。

　ただ、テーブルの表面を指でなぞっただけであるのに、なぞられた線は淡あわい光を放ちつつ線を残して図形となっている。

　それを覗のぞき込んだ紫の髪の男が小さく溜ため息いきをついた。

「相手に掘ほり抜かれる前に場所を移動して、またパスを閉じる鬼おにごっこかねぇ。でもいずれそれは捕つかまるねぇ」

「相手の情報が分かれば手の打ち様もあるのかもしれないが、現状では相手に対する情報が少なすぎる。拠きよ点てんを移動する度たびに虫を仕し掛かけて少しずつ情報を抜くしかないと思うのだが」

　青髪が言った虫というのは、実際に現実世界にいる虫とは別の存在で、見聞きした情報を溜め込んで移動する、管理者達が創り出した創造物だ。

　身体がとても小さいので、見つかりにくく、しかも空間を移動する際に開くパスの大きさも最小限に抑おさえられるために稼か動どうコストが低く抑えられ、その身体の小ささからか発見が非常に困難であり、隠おん密みつ行動に適している。

　拠点を廃はい棄きする度に、その虫をその廃棄した拠点に散布して、後から占せん領りように来た者達の情報を集めさせようというのだ。

「一つ間違えば人族管理者の二にの舞まいか……ぞっとしないな」

「これもゲームの一部と考えるしかないねぇ。制限が多いほどゲームというのは難しくて楽しいものだろ？」

　ぶるりと身を震ふるわせた青髪の男に、紫の髪の男がにやりと笑いつつ言った。

　一方、その人族管理者となったギリエルであったが。

「しまったー……やっぱり断れば良かった……」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちなど言いながら自分の領域の中でぐったりとしているところだった。

　その意識の片かた隅すみでは、他の管理者達の領域へ侵入するべく、閉ざされてしまったパスをこじ開ける作業が継けい続ぞくされていたのだが、進しん捗ちよく率りつはほとんど上がっていない。

　何な故ぜならば、他の管理者達が念入りにパスを閉ざして行ったというのも理由の一つではあったが、大半はギリエル自身の処理能力のほとんどが人族の大陸における管理の方へ使用されていたからである。

　それなりの能力を主から与あたえられていたギリエルではあったが、世界の管理等などという作業においては絶対的に経験が不足していた。

　勝手の分からない作業に無む駄だに処理能力を取られて、目下、人族の大陸を平常に保つというだけで精せい一いつ杯ぱいな状態が続いていたのである。

　作業を手伝わせる天使のようなものを創ることも検討してはみたのだが、無む尽じん蔵ぞうの力を持っている主のような存在ならばいざ知らず、有限の能力の持ち合わせしかないギリエルが天使等を創ってしまえば、自らの力を分わけ与えるしかなく、当然自分が弱体化する。

　人族の大陸の管理というものも重要な任務ではあったが、ギリエルの主目的は他の大陸の管理者を討伐することであった。

　その為の力を分散してしまうことは、任務の遂すい行こうに重大な問題を生じかねない。

「私、たぶんこういうの向いてないんだと思うんですよ……」

　ちまちまと、無数に有るパラメーターを調整しては刻々と変化していく状じよう況きようと時間経過とを睨にらみつつ、逐ちく次じ結果の確かく認にんと次の調整を決めていく。

　そんな作業が延々と、いつまでも終わることなく続くのだ。

　ギリエルが来る前の人族の管理者ならば、長きにわたる作業の経験から、大体これくらいの調整でこうなるであろうという予測ができ、そこから必要な調整をすぐに導き出すことができたので苦労することなく管理を続けて来られたのだが、ギリエルではそうはいかない。

　ひたすら経験の蓄ちく積せきを続けていく以外に方法が無く、なんとなくといった感じで調整ができるようになる為には、流石さすがに一いつ朝ちよう一いつ夕せきの間にというわけにはいかなかった。

　さらにギリエルは元々、管理者達の討伐を目的とした能力調整を行われていたので、情報の処理能力よりも戦闘能力の方に比重が置かれている。

　他の管理者達にとっては幸運なことに、このことがギリエルの他の管理者の領域への侵入を遅おくらせていたのだ。

　それでももしギリエルが、世界の管理等放っておいて侵入作業に没ぼつ頭とうしていたのであれば、他の管理者達も呑のん気きに会議等開いている場合ではなかったのだが。

「うぅ……交代して欲しい……」

　切実な思いを込めて呟くギリエルではあるのだが、それをおそらくは察しているであろう幼女神様も頭を抱かかえている問題である。

　なにせ、ギリエル一人を送り込むのがやっとであったので、ギリエルの代わりに世界の管理ができるような存在を送り込む余地が無かったのだ。

　かといって、ギリエルを引っ込めて別の管理能力に特化した管理者を送り込むのも意味が無い。

　その管理者とて、経験を積む時間が必要となる上に、戦闘においてはギリエルと比べてはるかに劣おとるはずなので、他の管理者に攻せめ込まれた場合にあっさりと領域を明あけ渡してしまう恐おそれがあるからだ。

「手は抜ぬけない……抜いたら蓮れん弥やさん達が困る……」

　一気にとんでもないことになる、というのは考えにくいことではあった。

　ギリエルが力ずくで管理者を交代するまでに、前の管理者が行ってきた調整によってある程度は惰だ性せいで落ち着いた状態が保てるはずだからだ。

　例えるならば、エンジンが止まった状態で滑かつ空くうしている飛行機のようなものである。

　いきなり墜つい落らくすることはないが、そのままにしておけばいずれ必ず墜落する。

　そんな状態なのだ。

　だが、一度崩くずれ始めてしまえば加速度的に状況が悪化していくはずであり、そうならない為にもエンジンを回し直して推進力を得なくてはならない。

「現状維い持じが最優先……仕方のないことだと理解はできるのですが、歯がゆいですね」

　きりっと歯は噛がみしつつ呟くギリエルではあったが、時間の経過と共に確実に経験と実績は蓄積されていく。

　それが次の調整を楽なものにし、やがては前の管理者同様にほとんど片手間で調整ができるようになるのだろう。

　実際今でも、本当に少しずつではあったが処理能力の割わり振ふりを管理調整作業から侵入作業の方へと移し続けてはいるのだ。

「私がこんな苦労をするのも、主様の言うことを聞かない管理者のせいです」

　じりじりと焦しよう燥そう感にさいなまれながら、積もっていく怒いかりに拳こぶしを握にぎり締しめて、もしもパスが通ったのならばその先にいる管理者をどうしてくれようかと暗い考えに浸ひたるギリエルであった。







第三章　龍人族の勇者らしい







　ちょっと話がある、とクロワールが蓮れん弥やの執しつ務む室しつに呼ばれたのは、とある日の昼下がりのことであった。

　呼び出し、という行為にクロワールはあまり良い印象を持っていない。

　大体そういった方法で声がかかる場合というのは、待っているのが何らかのトラブルである確率が非常に高いからである。

　これはエルフの国に居た頃ころの経験からくる話であったが、きっと人族の大陸においてもあまり状況は変わらないのではないかとクロワールは思っていた。

　トラブルの種というのはきっと全世界共通なのだと。

　それでも蓮弥からの呼び出しである以上は、無視することができない。

　立場的には伯はく爵しやくからの正式な招しよう集しゆうである上に、蓮弥は人族の大陸におけるクロワールの身元保証人でもあり、さらに保護者でもある。

　加えて、クロワール自身にとっては想おもい人でもあり、恩人でもあった。

　なんとかエルフの国に引き込めないものかと思ったこともあるのだが、どうしても父親である皇こう帝ていへの蓮弥の印象が最悪に近かった為に断念。

　後に蓮弥がトライデン公国の貴族に取り立てられてしまったので、そちら方面の道はほぼ絶望的になった。

　代わりに蓮弥が貴族となり、複数の女性を妻として迎むかえ入いれてもなんら問題の無い立場になったので、もう自分が蓮弥側に引き込まれてしまった方が楽だろうなと思っている。

　父である皇帝にもその辺りのことはそれとなく手紙等で伝えてはいるのだが、特に目立った反応が返ってきたためしがなく、どうでもいいと思われているのかなと思い始めていた。

　それはともかくとして呼び出しには応じなければいけないのだからと、クロワールは最近お気に入りになった紺こん色いろのスカートに白のシャツ、紺色の上着を羽織って黒のニーソックスに銀色のパンプスといった格好に着き替がえて蓮弥の執務室へと向かう。

　ちなみに、クロワールが身につけている服は全すべてフラウの手によるものだった。

　どうもエルフであるクロワールは、人族の職人が作る丈じよう夫ぶさ優先でどこか野や暮ぼったい服装を身につけることに抵てい抗こうがあった。

　その点、フラウが作り出す服は薄うす手ででも丈夫であり、さらにデザインが既き存そんのものとはまるで違う。

　材質がいまひとつ不明というところにそこはかとなく不安を覚えなくもなかったのだが、どうしても見み栄ばえと着き心ごこ地ちといった点において優すぐれている為に、クロワールは衣服の全てをフラウに依い存そんしていた。

　余談ではあるが、クロワールが身につけているインナーも全てフラウの手製である。

　但ただしこちらについてはそのデザインと機能性をクロワールは気に入っていたのだが、偶ぐう然ぜん彼かの女じよのインナーを目にしたローナとシオンが顔を背そむけて顔色を真っ赤にしたことから、どんなデザインであったのかは推おして知しるべしであろう。

　蓮弥の執務室の前へと到とう着ちやくしたクロワールは一つ息を整えてから扉をノックする。

　間かん髪はつを容いれずして「どうぞ」という答えがあったので、ノブを回して扉を開けて中へ入ると、どこか不ふ機き嫌げんそうな顔をした蓮弥が執務室の机についているのがまず目に入ってくる。

　これはやはりトラブルの種らしいと、内心溜息をつきつつクロワールは優ゆう雅がに一礼し、蓮弥が座っている机へと近づいた。

「お呼びと伺うかがいました」

「まぁね。とりあえず……あぁすまん、椅い子すを用意していなかった」

　元々蓮弥がデスクワークをする為の部屋であるので、来客を迎えるような調度は用意されていない。

　クロワールを立たせたまま話をすることを良しとしなかった蓮弥であるが、お気になさらずと言うクロワールに蓮弥は机の上をとんとんと人差し指で叩たたきつつ。

「ここに座る？」

「机の上にですか？　お行ぎよう儀ぎが悪いですよ？」

「気にするような奴はここには居ないしな。それにエルフの姫ひめ君ぎみを机に座らせて仕事をする貴族なんて俺おれくらいだろうから、なんとなく優ゆう越えつ感かんが湧わくかもしれない」

　たぶん、冗談で言っているのだろうが、どこまでが冗談でどこまでが本気なのか分かりづらい蓮弥の表情に、クロワールは少しだけ考えるフリをしてから、ひょいと机の縁ふちに腰こし掛かけた。

　ちょうど蓮弥の右みぎ斜ななめ前まえに背中を向ける形で座ったクロワールであったが、その姿を見ながら蓮弥はこっそりと思う。

　意外とこれは良い景色かもしれない、と。

　机の上にちょこんとお尻しりが乗っかり、そこからすらりした背中が見え、最後に肩かた越ごしに振り返るようにしてこちらを見て微び笑しようを浮うかべているクロワールの顔がある。

　仕事はまるで捗はかどりそうにないが、気持ちは非常に安らぐ気がする蓮弥であった。

　そんな蓮弥の視線を知ってか知らずか、いたずらっぽく笑ったクロワールはこのままだとあまり話が進まない気がして、とりあえずは呼ばれた用事の方を片付けてしまおうと蓮弥に話しかける。

「それでレンヤ、本日のご用向きは？」

「あ？　あぁそうだった。ちょっと見てもらいたいものが届いてね」

　言われてようやく思い出したかのように、蓮弥が机の下からよっこいしょと取り出したのは、一目見た感じでは一ひと抱かかえもあるような巻紙だった。

　取り出されたものの正体が分からずに、頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべるクロワールの目の前で、蓮弥は取り出したその巻紙の一部を机の上に広げる。

　そこには細かくびっしりと文字が書き連ねられていた。

「お手紙でしょうか？」

「エルフ語のな。お前さんの父親の、あの皇帝陛下からの手紙だ。今朝届いた」

　答えた蓮弥は、嫌そうというよりは意味不明なものを見る訝いぶかしげな表情をしている。

「俺もエルフ語は読めるわけだから、最初から読んでみたんだが……全く意味が分からない」

「と、言いますと？」

「まぁ実物を読んでもらった方が早いだろうな」

「私が目を通しても良いものなのでしょうか？」

　一応、エルフの国の皇帝から、トライデン公国の伯爵への親書である。

　おいそれと他人の目に触ふれさせて良いものとは到とう底てい思えないクロワールだが、蓮弥はあっさりと頷うなずいた。

「あぁ。そもそもエルフの国の皇帝陛下が、人族の国の貴族に直接親書を送ってくる方がおかしい。どうせクロワールに見せることを見み越こした手紙だろ」

　クロワールは机の上に腰掛けたまま、手紙を手た繰ぐり寄よせて中身へ目を落とす。

　そこに書かれているのはたわいない内容であった。

　時節の挨あい拶さつに始まって、エルフの国の様子やら田畑の作物の出来具合の話やら。

　そこから何故だか皇帝自身の近きん況きよう報告が始まって、多数いる皇后の名前から性格、最近こり始めた趣しゆ味みの話へと移り、その各皇后が産んだ子供の名前から名前の由来へと話が続いていく。

「正直言って、あの皇帝陛下がよこした手紙だ。ただの手紙だとは思っていないんだが……中身があまりにも俺と関係なさすぎる」

「レンヤは、これなんだと思いました？」

「婉えん曲きよくな嫌がらせ」

　はっきりと答えた蓮弥の言葉に、クロワールは苦く笑しようする。

　何故なら、確かにこれはあの皇帝の嫌がらせだろうと思ったからだった。

　何かしら蓮弥に伝えたい為に書いた手紙なのであれば、解読するのが難しすぎる代しろ物もので蓮弥は頭を悩なやませることになり、何も伝えたいことが無いのだとしても今度はその意図を図はかりかねて蓮弥は頭を悩ませることになる。

　どちらにせよ、蓮弥はこの手紙について否いや応おう無なく考えなくてはならない事態に陥おちいるというわけだった。

「手紙くらい素す直なおに書けないのか、あの皇帝は……」

「こういういたずらは、エルフが好むところではありますね。レンヤはこれを読んでどう思いました？」

　笑いながら問いかけてきたクロワールの質問の意味が分からずに、蓮弥は首を傾かしげる。

「率そつ直ちよくに、思ったことを教えてください」

「……皇帝陛下が書いたにしては、どうにも中身が平へい凡ぼんだし、言い回しも普ふ通つうだ。ただ……所々、意味不明な単語があるのが気になった」

　書かき間違えなのかと蓮弥は思っていたのだが、蓮弥の異世界言語の技能で翻ほん訳やくできない単語が結構な数交じっていたのだ。

　それは蓮弥の理解できる言葉に変へん換かんされずに、エルフ語の文字の羅ら列れつとして蓮弥の目には見える。

「これは、『エルフの国の勇者が選定されたので、人族の勇者との面会を希望したい。ついては日時の打ち合わせを行いたく、外交官をそちらへ送りたいのだが都合の悪い日はあるだろうか』と書いてありますね」

　長い手紙を巻き取りつつ目を通していたクロワールが言うと、蓮弥が驚おどろいた顔でクロワールを見た。

　当然であるが、蓮弥が見た手紙の中身にはそんな一文は全く書かれていない。

「他にも色々……私の近況はどうだろうかとか書いてありますが、まぁ伝えたい中身は勇者関連のことだけだと思いますよ？」

「どこに書いてあるんだよ、そんな話？」

　文章の量が膨ぼう大だいすぎて見落としただろうかと思う蓮弥に、クロワールは全く方向の違う質問をぶつけてきた。

「そうですね。レンヤはこの手紙を、エルフ語の文字として見ることはできるんですか？」

　言われて蓮弥は意識を人族の言語へと切きり替かえる。

　途と端たんにそれまでは意味の分かる文面だったものが、全てエルフ語の文字の連なりへと変化した。

「見られるみたいだな」

「そうですか。それで、意味の分からない単語がどれか分かりますか？」

　尋ねられて、改めて手紙の上の文章に目を落としてみる蓮弥ではあるが、その状態ではワケの分からない記号の羅列にしか見えず、どこがどの単語であるのかさっぱり分からない。

「……いや、この状態では全く分からない」

「なるほど、父様はレンヤの技能を御ご存ぞん知じだったのかもしれませんね。この手紙、ちょっと落書きしても良いですか？」

　机の上にある羽ペンとインク壺つぼを自分の近くに引き寄せつつ許可を求めたクロワールに、蓮弥は頷く。

　蓮弥の許可を確認してからクロワールは手紙の上に膨大な数並んでいるエルフ文字の一部に丸を付け始めた。

「普通、手紙を書くときは筆記体で書くものなのですが、これはわざわざブロック体で書かれています。そしてレンヤが読めなかった意味不明な単語というのは、単語のうちの一文字が違う文字に置おき換かえられているから、意味が通らなくなっているんです」

「ふむ？」

　説明しながらクロワールは次々に手紙の上に丸を描いていく。

　ある程度丸の数が揃そろったところで、今度はその丸を順番に線で繋つないでいくクロワール。

「暗号の手法としては……わざと間違った字を書いてその位置に意味を持たせるというのは、使い古された手ですね」

　繋がった線を蓮弥がエルフ語に意識を切り替えて見れば、その線は「ユウシャ」という単語となって目に飛び込こんできた。

　つまりあの皇帝は、この暗号を仕込むためにわざわざ長々とした文面を考えたらしかった。

　一抱えもあるような巻紙は、この方法だと一文字を暗号化する為に相当な量の文面が必要となり、そのせいでダミーの手紙が長くなりすぎた結果であるらしい。

　どっと疲つかれが押おし寄せてくるような気がして、蓮弥は机の上に突つっ伏ぷした。

「何考えてんだ……」

「そうですね、なんとなくは分かりますけども」

　疲れきった声を出す蓮弥とは対照的に、クロワールはどこか嬉うれしそうな声でそう言った。

「分かるのか？　このくだらない悪いた戯ずらの意図が？」

「ええ。第一には勇者の選定が終わったことを、今のところ人族の勇者を擁ようしているレンヤに伝えたいということなのでしょうが……たぶん父様は、レンヤにはこの手紙が読めないだろうと思って、書いたと思うんですよ」

「そこに嫌がらせ以外の意図があるとでも？」

「はい。だってレンヤが読めなければ、誰かに相談しようとしますでしょう？」

　にこにこ笑え顔がおのクロワールは自分の推理を披ひ露ろうする。

「エルフの国の皇帝からの親書ですから、その辺の誰かに相談するわけにもいかず、自然と私に相談するだろうことは予想するに容易たやすいことですよね」

「そりゃ、俺の近くにいるエルフはクロワールくらいなのだから、順当にいけばクロワールに相談することになるだろうな」

「しかも中身の分からない親書です。余人には見せられないでしょう？」

　中身に何が書いてあるのかも分からない状態で、もし他の人族に見せてはいけないような内容の手紙だったりすれば、非常に不ま味ずいことになるのは当然だ。

　もっともそんな危ない内容の手紙を、他国の貴族に直接送りつけるようなことは通常ありえない話なのだが、あの皇帝ならばやりかねないという危あやうさが今のエルフの国の皇帝にはあった。

　一度、実物を見ているだけに、さらにその考えは強いものになってしまっている。

「言いたいところが分からないな？」

「この手紙を送れば、レンヤは私に相談する以外なく、しかも中身が分からないので他の誰かを同席させることもできない。つまりはですね」

　笑顔のままクロワールがほんの少しだけ声を潜ひそめた。

　その笑顔のどこかに、何か黒いものが潜んでいた気がして、椅子の上で蓮弥が僅わずかに身を引いてしまう。

「余人を交えず二人きりになれる、ということを見越して送られてきたんですよ、この手紙」

　クロワールの言葉に、蓮弥は沈ちん黙もくしてしまう。

　その沈黙をクロワールがどう取ったのか蓮弥には分からなかったが、クロワールは上じよう機き嫌げんで先を続けた。

「気を遣つかうくらいの考えが父様にもあったのは驚きです。本当は私がもうちょっと色々考えたり、試し行こう錯さく誤ごしたりして時間を引き延ばすだろうと思って書いたんでしょうけれども、レンヤが困ってるみたいでしたので、さくっと解いてみました」

「あー……そうだな、気遣いには感謝する」

「そういうわけですから、レンヤもその辺は汲くみ取とってくれると嬉しいです」

　はっきり言い切られてしまって、蓮弥はそっと視線をクロワールから外した。

　何故だか直視できなかったのだが、そんな蓮弥の仕草にクロワールは嬉しそうな気配を強くする。

「誰か呼ばないと、ここは茶も出ないんだぞ？」

「構いません。……もうしばらくこのままで」

　請こわれて蓮弥は深く溜息をつき、椅子に深く腰掛けて天てん井じようを仰あおぐ。

　お茶もお菓か子しも出ないような状態で、ただ二人だけでいることに何の面おも白しろみがあるのやら、と潤うるおいの無い考えが蓮弥の頭の中を巡めぐっているが、机の上に腰掛けたまま嬉しそうに笑っているクロワールを見れば、それだけのことでも嬉しがっているのだから、このままでもいいかと思ってしまう。

　重要な話があるから、と執務室には誰も来ないように言いい含ふくめてあるので、蓮弥が誰かを呼ぶまでは誰も執務室を訪おとずれることはない。

　こうしてクロワールは、蓮弥の傍そばにいる限りはあまり享きよう受じゆすることの無い、とても静かで落ち着いた時間を堪たん能のうするのであった。







「私、翡ひ翠すい竜りゆうベリルプラケーオが霊統ひすじの末まつ裔えいにて龍人族が勇者、アルベルトと申します。このたびはクヌギ伯爵閣下への拝はい謁えつの栄えい誉よを賜たまわりましたこと、感謝致いたします」

　クセの全く見えない緑の髪をうなじの辺りできゅっとまとめ、蓮弥の知識からするとどうみても濃のう紺こんの着流しにしかみえない服装をして刀を腰こしに吊つるし、何かの鱗うろこらしきもので作られた手てつ甲こうを装備した若い男が折り目正しく頭を下げて一礼している。

　応接室のソファーに深く腰を掛かけた状態で、そのアルベルトという男の挨拶を耳にしながら、蓮弥はこの世界に来てから何度目になるかわからない、なんでこうなったという感情に囚とらわれていた。

　エルフの国の皇帝からの親書が来たという報告を、首都の大公へと伝えたのが先日のこと。

　無駄に仕組まれた暗号については言げん及きゆうせずに中身だけを伝えたのだが、大公からの返答は「適当にそちらで対応よろしく～」という実に簡潔なものであった。

　それでいいのか最高権力者と思ってしまった蓮弥ではあったが、とりあえずお墨すみ付つきは得たので、エルフの皇帝陛下宛あての返事を書いた。

　その手紙は送られてきた手紙の数倍に及およぶ量の紙の束であり、中身は送られてきた親書の誤字を確認する文章と、その意図の確認、さらには内容に関する徹てつ底てい的てきに細かい感想文だ。

　文章の所々にエルフ語の表記を用いたそれは、一見すると皇帝が送ってよこした暗号文に対抗するような、何か意図がありそうに見える文章であったが、実際のところはなんの暗号も仕込んでいない。

　つまりは交じっているエルフ語の表記になんらかの意味があり、それを解読できれば自分の送った暗号への答えが書いてあるのではないかと思わせておいて、さらにその上で暗号文を解読できなかったフリをしたのである。

　この一連の文面を目にしたとき、クロワールは半笑いというエルフにしては珍めずらしい表情で蓮弥を見たが、蓮弥は素知らぬフリをした。

　一応、外交文書に分類されるであろう手紙に暗号文を仕込むことを悪いと言う気はない蓮弥であったが、それに付き合う義理もない。

　しかも送り返す手紙は、きちんと皇帝の送ってきた手紙の内容に対しての返事になっているのだから、どこからも責められる謂いわれは無い。

　精々頭を悩ませるがいいと、意地の悪い笑えみを浮かべて、蓮弥は手紙を転送門経由でエルフの国へと送ったのだった。

　それはともかくとして、エルフの皇帝からの親書の到着報告に対する大公からの返事と共に、蓮弥のもとに命令書が送られてきていた。

　それは北の大陸を支配している龍人族の中から勇者が選定され、人族の勇者との面会を望んでいるという連れん絡らくが来ていたので、そちらでお迎えするようにという大公からの正式な命令だった。

　それを目にした時、蓮弥は驚きのあまり、手にしていた大公からの命令書を机の上に落としてしまう。

　偶ぐう然ぜんその場に居合わせたローナは、蓮弥のあまりの驚きように一体何事かと慌あわて、一言断りを入れてから机の上に散らばった書類をかき集めて目を通し、特に驚くような内容が書かれていないのを確認してから、怪け訝げんそうな表情でいまだに固まったままの蓮弥を見る。

「何がそんなに衝しよう撃げき的てきだったんでしょうか？」

「ま、まともな対応をしてくる勇者がいた……」

「はい？」

　何を言い出すんだこいつはと言わんばかりのローナに気がつく様子も無く、まるで独り言のように蓮弥は続ける。

「いやだって、勇者だろ？　馬ば鹿かみたいに女を漁あさった挙句それをできないようにしてやったら逆切れして戦争吹ふっかけてきたり、いきなり人の街に来て貴族に戦せん闘とう吹っかけてきたりするのが勇者だろ？　俺の中では阿あ呆ほうの代名詞が勇者っていうもんだとばかり思ってたあの勇者だろ？」

「あの、レンヤ……？」

　おそるおそるといった感じで口を挟はさもうと試みるローナであったが、蓮弥が止まる気配はない。

「しかも龍人族っていうくらいなんだからドラゴンと深い関かかわりがあるんだろこいつら？　だったら普通に考えてドラゴンに乗って登場して、ブレスなんかかましつつ笑顔で来ちゃったーとか抜かして街を半はん壊かいするくらいのことをするのが当然なんじゃないのか？」

「いえ、あの……ちょっと？」

「おかしいよな？　おかしいだろ？　おかしいに決まっている！　というわけだからこいつはおかしい」

「おかしいのは貴方あなたです、この場合」

　さすがにこれは止めなくてはと冷静に突っ込んだローナ。

　ようやくその声が耳に届いたのか、蓮弥が愕がく然ぜんとした表情でローナを見る。

「そんな勇者ばっかりでしたら、魔ま王おうより先に勇者が討とう伐ばつされているはずでしょう。それに勇者という存在に我々がある程度の敬意を表することもなかったはずです」

「ばか、な……」

　よろよろと力なく頭を抱えた蓮弥は、次の瞬間には何故か力を取り戻もどしたようにがばっと顔を上げた。

「そうか！　こいつが比較的まともに見えるということは、次来るエルフの勇者が桁けた外はずれに頭のおかしい……」

　言いかけた蓮弥の口を、大急ぎでローナが両手で塞ふさぐ。

　ふがふがと何事か言いたげな蓮弥に、ローナは真顔で言った。

「やめてください、本当にそんなのが来たらどうするつもりなんですか」

　ローナからしてみれば、エルフというものはクロワールの手前言いにくいのだがあまり好きになれないままの存在だ。

　ただでさえ胸の大小で派は閥ばつまで作るようなエルフなのに、さらに勇者補正のついた頭のおかしいエルフが来てしまったら、ローナとしては首都の大公の下まで逃にげる必要が出てきてしまう。
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「余計なフリなどせずに、龍人族への返答の文面でも考えてください」

「ん……んむ……」

　ローナのあまりの剣けん幕まくに、蓮弥は口をふさがれたまま頷くしかなかった。

　そんなわけで当あたり障さわりの無い返事をつらつらと、書き方はメイリアとローナに教えを請うたりして、書き上げた蓮弥が転送門経由で龍人族へと送ってやったのとほとんど同時に転送門を潜くぐってやってきたのが龍人族の勇者だった。

　あまりに早いタイミングであったので、門の向こうで待ち構えていたのではないかと疑った蓮弥であったのだが、実際待ち構えていたらしい。

　基本的に長ちよう寿じゆであり、時の流れなど適当になんとなく過ごしているドラゴンと縁の深いはずの龍人族は、何故だか時間やタイミングに実にシビアな考え方を持っているらしく、相手を待たせるなどもってのほか、というのが基本だというのだ。

　その割りに自分が待たされることに関しては頓とん着ちやくしないというのだから、不思議な種族であると蓮弥は思う。

　しかも来たのはたった一人だけであった。

　一応、国の重要人物なのだから、お供なり仲間なりがついて回るものとばかり思っていた蓮弥は意表を突かれた形になる。

　あの獣じゆう人じん族ぞくの勇者ですらきちんとお供の巫み女こさんがついていたのだから、もしかしてこいつ、お供も仲間もお友達すらいないボッチなんだろうかと考えてしまったのが蓮弥の顔に出てしまっていたのか、アルベルトがやや訝しげに蓮弥の方を見た。

「クヌギ伯爵閣下、私の顔に何か？」

「いやなにも……というわけでもないんだが。龍人族を初めて見たんだが、瞳ひとみ以外は人族と変わらないんだな」

　さらりと流して見る限りは、龍人族と人族との相そう違い点てんを蓮弥は見つけることが出来なかった。

　だがよくよく注意して観察してみると、瞳どう孔こうの形が人族のような丸ではなく、縦長のラグビーボールのような形をしているのが見て取れる。

　ありていにいえば、爬は虫ちゆう類るいの瞳と同じ造りをしているのだ。

「そうですな。我々と人族の違ちがいは瞳孔の形と……それに身体からだの一部に鱗が残っていることくらいでしょうな」

「あ、鱗あるんだ」

　一言、失礼すると断ってからアルベルトが着流しの襟えりをぐいと開く。

　下にシャツのようなものは着ていないようで、すぐに裸はだかの胸が露あらわになるのだが、そのみぞおちの辺りに一ひと塊かたまりに鱗が生えているのが見えた。

「このようになっております」

「硬かたいのかそれ？」

「一応……我々は竜の末裔でありますれば、それなりに」

　竜の末裔なのに龍人族というのはおかしいんじゃないかと蓮弥は思うのだが、これにも理由があるらしい。

　一番の理由は、竜は高貴なもとのとして扱あつかわれ龍は幾いく分ぶんそこから落ちるものとして扱われるので、末裔とはいえかなり力の落ちる彼かれらは自らを竜と名乗ることを良しとしなかったらしかった。

「して、クヌギ伯爵閣下。人族の勇者殿どのはどちらに？　閣下との謁えつ見けんも誉ほまれではございますが、この身は龍人族の勇者として、人族の勇者殿にお目通りを願いたい」

「用向きは理解している。呼びに行かせているので、じきに来ると思う。とりあえずは座すわられて、まぁお茶でも一つ」

　はっきり言えば蓮弥自身、貴族としての立たち振る舞まいが全く分からない。

　何か違うことをしているんだろうなぁという自覚はあるのだが、今いま更さら直すわけにもいかず、猫ねこを被かぶってみたところでボロが出るのは早いはずだった。

　きっとこんな感じでお茶を勇者に勧すすめるような貴族等などいないのだろうなと思いつつも、本日蓮弥が勇者来訪に際して用意したお茶ちや請うけはかなりの自信作であったので、口にしてもらえなければもったいない。

　貴族本人が護衛もつけず、メイドもはべらせずにいきなり自らお茶を勧めてくるという事態にアルベルトもやや通常と違うものを感じていたのかもしれないが、薫かおり高たかい湯気を放つ緑茶と、その横に置かれた皿の上にころりと転がっている真っ黒な塊かたまりに興味をそそられたように蓮弥の対面の席につく。

　席に座る際に、しっかり刀を腰から外して傍かたわらへ立てかけるのを見て、蓮弥は少し感心したように息を吐はいた。

「これは……餡あん子こですかな？　獣人族の勇者が既すでにこちらに？」

「いや、知らないな。これは街で暴れた犯罪者の身み柄がらを引ひき渡した時に、先方から詫わびにともらったものだし」

　餡子を餡子のまま出すような真ま似ねは、蓮弥もできなかった。

　葛くずのようなものがあれば羊よう羹かんというものも考えてみたのだが、短い時間の中ではそれに似たものも探し出だせず、蓮弥はどうせ餡子の材料をもらったのであれば獣人族からそれを使ったお菓子の材料も巻き上げておくんだったと悔くやんでみたのだが後の祭りだ。

　小麦粉があるのだから饅まん頭じゆうを蒸し上げる、ということを真っ先に考えたが、南の大陸のお土産みやげが饅頭であったのであまり目新しくない。

　色々考えた挙句に蓮弥がひねりだしたのが、今アルベルトの目の前のお皿に載のっかっているおはぎもどきである。

　本来はもち米がなければいけないのだが、現在蓮弥の手持ちの材料の中にそれは無い。

　なんとなく南の大陸にはある気がするので、レパードが人族の勇者に面会に来た時に洗いざらい吐かせようと思っている蓮弥だが、今現在無いものは仕方が無いので米を炊たいて軽くついて丸めたものにつぶ餡をからめた、なんちゃっておはぎである。

　試食してみた結果、やはり食感に違いがあるのは否いなめなかったが味としてはそれなりにいける感じであったので、出してしまえと勇者のおもてなしに使ってしまっている。

「軽く潰つぶしたアロスを餡子でコーティングした菓子だ。お気きに召めすかどうかわからないが、緑茶に合うことは保証する」

「ほう……餡子自体あまり出回らないものですからなぁ」

　一いつ緒しよに添そえておいた楊よう枝じを使って器用におはぎもどきを切り分けるアルベルトを見ながら、蓮弥はちらりとアルベルトの背後にある応接室の出入り口へ目を向ける。

　出入り口の扉とびらはうっすら開かれており、その隙すき間まからフラウが頭だけ出して唇くちびるの動きで「もうちょっとなの」と伝えてきていた。

　あんまり話題もないのだけどなぁと思う蓮弥の視線の動きにはアルベルトは気がつかなかったようで、自分で切り分けたおはぎもどきを楊枝に突き刺さして口に運び、緑茶を啜すすると幸せそうに目を細める。

「おや、甘あま党とう？」

「そうでもないとは思うのですが、甘あまいものは貴重品ですし」

「それもそうか……やはり砂糖の原料が南方でしか採れないのかね？」

「我らの大陸でも、南方とは別の作物ですが砂糖が取れるものはありますが、あまり栽さい培ばいされておりませんな」

　きっと南方はキビで北方は大根なんだろうと勝手に蓮弥は決め付ける。

　もしかすると、いかにもファンタジーなぬるぬるぐちょぐちょなものから採るのかもしれないが。

　そんな勝手な妄もう想そうを蓮弥が抱いだいていると、再び出入り口の扉が少しだけ開き、今度はフラウが手だけそこに突っ込んでＯＫのサインを出す。

　どうやら待ち人が到着したらしかった。

　わざわざ半開きの扉にノックをし、フラウが声を出す。

「マスター、来られました」

「そうか。通してくれ」

　扉が開かれると軽い足音が部屋の中へと入ってくる。

　どうやら人族勇者の到着らしいと腰を浮かせたアルベルトが、足音の主を目にしてわずかに驚きの声を上げた。

「伯爵閣下、お隣となりに座ってもよろしいでしょうか？」

「もちろんだ勇者殿、他に席も無い。アルベルト殿も座られるがよい。あまり堅かた苦くるしいのは俺も勇者殿も好まない」

　蓮弥に言われるがままに腰を落としたアルベルトは、蓮弥の隣に腰掛けた人族勇者であるという人物をまじまじと見つめる。

　うなじの辺りで切りそろえられた髪かみは純白だが、その下にある肌はだはもっと抜ぬけるように白い。

　まるで魔ま術じゆつ師しのような漆しつ黒こくのフード付きローブを身に纏まとっており、そこから僅かに覗のぞく腕うではいままで力仕事など一つとしてやってこなかったが如ごとく細くたおやかだ。

　細く整った顔に、真しん紅くの瞳が穏おだやかな表情の中で際きわ立だって見える。

　白と黒、白と紅あかといった相反する要素が一つにまとまったような人物ではあるが、アルベルトは目の前の人物が男性なのか女性なのか判断がつかずにいた。

　少女だと言われても納なつ得とくできるし、少年だと言われても納得できる。

　アルベルトは勇者である以前に剣けん士しであり、雰ふん囲い気きでなんとなくではあるが相手の性別も分かるくらいの実力はあった。

　だが目の前の人物は、雰囲気を感じるどころかその存在自体が儚はかなく消えうせてしまうような危うさを持っており、今まで出会ったことの無いタイプの雰囲気にアルベルトは戸と惑まどってしまう。

「そ、そちらが勇者殿だろうか？」

　なんとか絞しぼり出したアルベルトの言葉に、その人物は頷いた。

　その行こう為いでアルベルトは相手が男性であると確信する。

　不思議なことに、女性が勇者として選ばれたことは大陸上で歴史というものが書き記されるようになってから一度も無い。

　常に全ての勇者が男性なのだ。

「初めまして、龍りゆう人じん族ぞくが勇者殿。ボクが人族の勇者、クルツ＝ヴェルデと申します」







「意外……ですな」

　まじまじと目の前に座ったクルツを見つめながら、アルベルトがどこか気の抜けた声で言う。

「人族の勇者殿は、長身で大おお鎧よろいを身につけておられると聞きき及んでおりましたが……」

　前の勇者を直接手にかけた人物が誰だれであるのか、ということについては情報が広まっていない。

　これはトライデン公国大公による徹底的な情報統制によるものであるが、完全に情報を封ふう殺さつできているわけでもなく、幾分かは漏もれて広まった部分もある。

　その一つが、人族勇者との戦いを直接行ったのは一人の剣士と大おお柄がらな鎧の戦士であり、このうちどちらかが勇者を討伐することでその地位を引き継ついだらしいというものだ。

　素す性じように関しては完全に伏ふせられていたが、大柄な鎧の方がどうやら勇者になったらしいという情報もある程度広まっている。

　ついでに、同行していた剣士というのがクヌギ伯はく爵しやくではないか、という情報もあったのだが、いずれも推測の域を出ておらず、確定している情報はない。

　おそらくアルベルトが聞き及んだ情報というのはそれらの一部なのだろうと考えられた。

　アルベルトの視線の先にいるクルツは、とてもそんな大きな鎧を身に纏えるような体格をしていない。

　身長とて蓮弥よりも頭一つ分は低いし、そもそもローブの裾すそや袖そでからちらちらと見える腕や足の細さからして、そのような大鎧など身に纏ってしまったら間ま違ちがいなく自重で潰されること間違いなしのはずだった。

「あの鎧は、俺が作った魔ま術じゆつ工芸品なんだよ」

　ニコニコと笑顔を振ふりまきながら隣に座っているクルツの頭をぽんぽんと叩きつつ蓮弥が説明した。

「このコが勇者の力を継いだのはいいんだが……見ての通りのアルビノで、身体は弱いし日光にも弱い。強い日差しの中で長時間肌を晒さらしていると真っ赤に焼けてしまって、その上熱を出して寝ね込こむようなコなんだ」

　すらすらと人族勇者に関する情報を口にする蓮弥ではあるが、内心は冷ひや汗あせが滝たきの如く流れている状態だ。

　事前にエミルとフラウの二人から、人族勇者に関する「設定」についての説明を受けており、間違いなく説明して欲ほしいと強く言い含められている。

「そんなコをそのまま戦いに赴おもむかせるわけにはいかないだろう？」

「それは、そうでしょうな」

「幸い、魔ま力りよくの量だけは人並み外れて多かったので、魔力で操作できる外がい殻かくみたいなものを作って戦せん闘とうに参加してもらってたんだ。勇者との戦争は、このコとあの鎧のいわば初うい陣じんみたいなものだったんだよ」

　説明の言葉は全すべてエミルとフラウによる作文だ。

　そこにメイリアのチェックを入れてなるべく不自然ではないように仕上げてある。

　このクルツという少年は、フラウが鎧の中に詰つめ込んである黒い塊の中から食べ残し状態で残っていたらしい前の勇者の身体を引っ張り出してきて、それを材料にエミルが作り上げたホムンクルスだ。

　状態はあまりよろしくなく、そういったものに慣れているはずのエミルですら、フラウが引きずり出したものを見てちょっと気分が悪くなるくらいだったらしいが、材料の質としては申し分がなかった。

　もちろん、人族組は最初からその場に居合わせることを拒きよ否ひしていたし、クロワールもすぐに逃げた。

　唯ゆい一いつ、フラウだけがまるで動じていなかったのだが、全員の意見が「まぁ妖よう精せいなのだし」ということで一いつ致ちしている。

　作業は内密に、蓮弥の居城の地下にあるエミルの実験室において行われたのだが、いかんせん準備期間が短い上に、育成期間もほとんど取れなかった為ため、エミルとしては非常に不満の残る出で来き栄ばえになってしまったらしい。

　体中の色素が抜けた、所いわ謂ゆるアルビノ状態であるのはそのせいで、見た目よりも性能重視ではあったものの、性能は十分勇者たるに相応ふさわしいものを誇ほこってはいたがとても虚きよ弱じやくな体質になってしまった。

　日差し云うん々ぬんの説明は、嘘うそでも誇こ張ちようでもなく本当であったのだ。

「そうすると、貴き殿でんが……」

「えぇ、ボクがあの人族の勇者を倒たおしました」

　問いかけてきたアルベルトに、クルツは気負いも無くあっさりと頷いてみせる。

　その答えに小さく唸うなり声ごえを上げてから、アルベルトは溜ため息いきを吐つきつつ頭を左右に振ってみせた。

「伯爵閣下のお言葉です……事実なのでしょうが、にわかには信じがたいお話ですな」

　他国の貴族の言葉を頭から嘘だろうと決め付けるわけにもいかないのか、言葉を選びつつアルベルトが疑問が残る旨むねを蓮弥に告げてくる。

　そうでしょうねーと表情も変えずに蓮弥は心の中だけで思う。

　なんだかんだと言ったところで、前の勇者であったユウキという人物は紛まぎれもなく勇者としての力を保持した人物であり、その一点だけで他の人族の追つい随ずいを許さなかった。

　その勇者を虚弱体質だというアルビノの、しかも目の前に座っている少女にもみえる少年が倒しましたと言ったところで、信じるほうがおかしい。

　そこは蓮弥も重々承知の上であったのだが、今はそれを言い張り続けるしかない。

　真実がどこからかバレない限りは、いずれ蓮弥達たちの言葉が真実として定着するはずだったからだ。

「お疑い、ですか？」

　唸り声を上げたまま考え込んでしまったアルベルトにクルツが掛けた言葉は、まるで蜂はち蜜みつのように甘く、そしてどろりとした響ひびきを含んでいた。

　その声にはっとしたようにアルベルトが視線をクルツに向け、隣に居た蓮弥は背筋にぞっとしたものが走るのを感じている。

　蓮弥はこのクルツという少年と、この時点におけるまであまり関かかわっていない。

　唯ゆい一いつ関わったと言えば、エミルが外側が出来たから見に来いと蓮弥を半ば引きずって自分の実験室へと連れ込み、培ばい養よう槽そうと名づけられた液体の満たされた透とう明めいな円えん筒とうの中に浮うかんでいるのを見た時くらいであった。

　円筒の上に寝かされた鎧の中から、あの黒い塊がどばどばと円筒の中へと注ぎ込まれており、あれって一応液体みたいな動きをするんだな、と思ったのを蓮弥は何な故ぜだか鮮せん明めいに覚えている。

　その時から既に少女か少年かわからない顔立ちをしており、円筒の前で首を捻ひねりまくった蓮弥に、エミルと、その場に居合わせたフラウが全ぜん裸らで浮いている少年の股こ間かんを指差してハモった。

「「ついてます」」

「あぁうん、そうね」

　げんなりとした表情で頷うなずく蓮弥に、フラウとエミルの二人は追おい討うちをかけてくる。

「立派なの！」

「顔は可愛かわいいのにシモは凶きよう悪あくというギャップ！」

「うん、いいからお前ら黙だまれ」

　うちのメンバーで恥はじらいという言葉の意味をある程度理解しているのって、クロワールくらいなんじゃないだろうかと陰いん鬱うつな気持ちに陥おちいる蓮弥。

　そういえばどこからそんな過去の話になったんだっけと思い起こそうとすれば、隣に座っているクルツと正面に座っているアルベルトの二人からなんだか心配そうな表情で見つめられているのに気がついた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ですかな？」

「なんだか伯爵様、なんとも言えない苦しそうな顔をしていたよ？」

　背中に走ったものの不気味さを過去の情報から思い起こそうとして大失敗した挙句に、思い起こしてはいけない経験から来る感情が素す直なおに顔に出ていたらしい。

　それにしてもと、蓮弥は自分の方を心配そうに見ているクルツの顔を見る。

　近くで見ても非の打ち所の無い少女顔だ。

　但ただし、シモは凶悪。

「なんだか伯爵様、苦しそう？」

「私には……どうも爆ばく笑しようをこらえているようにしか見えないのですが」

　一いつ旦たんツボに入ってしまうと連れん鎖さ的てきに衝しよう動どうが襲おそってくる。

　少し顔を赤らめて、口を手で押さえつつ肩かたを震ふるわせる様子は確かに苦しそうにも見えるし、そのまま笑いをこらえている姿にも見えた。

「い、いやすまん……ちょっと思い出し笑いだった」

　しばらくしてからようやく、笑いの連鎖から抜け出した蓮弥は、やはり心配そうな顔のクルツと、訝いぶかしげな顔のアルベルトの二人に詫びながら、目め尻じりに滲にじんだ涙なみだをぬぐった。

　別段蓮弥は笑い上戸というわけでもないのだが、常つね日ひ頃ごろからあまり爆笑するような機会に恵めぐまれない為なのか、一度そちらに入ってしまうと中々抜け出でてこられないらしい。
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「えぇっと……何の話だっけ？」

「ボクが人族の勇者を倒したってお話」

「あぁそうだったそうだった。一応その戦いには俺おれも参加していてな。二人でなんとか倒したって感じだ。その中でトドメを刺したのがクルツで、そのせいでなのか勇者の力を継けい承しようするようになった」

　クルツの単独撃げき破はではない、ということにするのも前もって打ち合わせてあった設定の一つだった。

　どうしてもクルツの場合、外見が単独撃破という言葉を信じにくくしてしまう。

　これが蓮弥との共きよう闘とうの結果、という説明になると、不思議と納得できるように聞こえるらしい。

　きっとクルツは運良く、もしくは運悪く勇者のトドメだけ刺したのだろうと思われるようだった。

　そんなのでいいのかと蓮弥はクルツに尋たずねたのだが、クルツの方としてはその辺りはどうでもいい話であるらしく興味を持った素そ振ぶりすらしなかった。

「時にアルベルト殿、貴方は龍人族の勇者、ということなのだが……」

「伯はく爵しやく殿どの、どうぞ呼び捨ててください。この身は勇者という役割を与あたえられましたが、実際は一いつ介かいの剣士ですので」

　どうにもやりづらいな、と蓮弥は思ってしまう。

　以前にあった人族勇者の印象が強すぎる為なのか、対応としては至し極ごくまっとうなはずの龍人族の勇者なのであるが、どことなく本当にこいつが勇者なんだろうかと思ってしまうのだ。

　良くない傾けい向こうではあるのだが、人族といい獣人族といい残念な勇者が続いてしまったのだから仕方ないだろうとも蓮弥は思う。

「ではアルベルト、貴方は龍人族の勇者に選ばれたそうなのだが、龍人族の神の声を聞かれたのか？」

「いえ、残念ながら」

　蓮弥からしてみれば、目の前の勇者から少しでも他の神の情報が得られないものかと思っての質問だったのだが、返答は芳かんばしくなかった。

　そう上う手まくはいかないかと思う蓮弥の目の前で、アルベルトは言葉を続ける。

「勇者選定の神のお声は、龍人族の巫女のみが得られるものです。私はその巫女の言葉によって勇者に選ばれました」

「巫女、ね……」

　そういえば獣人族の勇者にも巫女がついていたっけなと思い出す蓮弥。

　あちらはかなり苦労しそうな気配のある巫女であったが、目の前のアルベルトにつく巫女ならばそんなに苦労しないのではないだろうかとも思う。

「全ての勇者は神の声を受けた巫女によって選定されます。唯一人族の勇者だけが召しよう喚かんの儀ぎ式しきによって異世界より呼ばれるのです」

　迷めい惑わくな話だなと一人思う蓮弥。

　そんな蓮弥の思いに気がつくはずもなく、アルベルトはクルツに視線を合わせると深々と頭を下げた。

「疑って申し訳ない。人族が勇者クルツ殿、龍人族が勇者アルベルトが共に戦うことをお許し願えるだろうか？」

「勇者アルベルト殿、貴方の加勢を嬉うれしく思います。また、共に戦えることを誇りに思います」

　あれ？　と思うのはこの場では蓮弥一人だけらしい。

　席から立ち上がり、共に手を取り合って笑えみを交かわす二人の勇者を見ながら、蓮弥は念話をフラウへと飛ばす。

〈なぁフラウ。この場合人族の勇者の方が立ち位置上なのか？〉

〈勇者は基本的に人族の勇者の下で戦うの。当然、人族の勇者が一番上なの〉

　この世界において、魔王と勇者の戦いというものが実は神を名乗る管理者達のお遊びの一いつ環かんであるということを知るのは、おそらくは蓮弥以外にはいない。

　だが、その事情を知る蓮弥からしても一体どういったルールでゲームが成立しているのかというところがさっぱり分からない。

　なんらかの規則の上に成り立っている話だとは思うのだが、その規則が見えてこないのだ。

　これは一度、幼女神様に聞いてみるべきだろうかと一いつ瞬しゆん思う蓮弥ではあったが、すぐにそれを自分で却きやつ下かする。

　遊んでいる本人達ならばともかく、止めようと動いている幼女神様が遊びのルールまで把は握あくしているとは思えなかったからだ。

　そんな物思いに耽ふけっていた蓮弥を、アルベルトの声が現実へと引き戻す。

「伯爵殿、いまだ魔王の存在は確かく認にんされてはいないものの、私達のような勇者が現れている以上、魔王が現れることは確実。来る日に備えて人族の勇者殿と面識を得られたことは僥ぎよう倖こうでした」

「ん……あぁ、そうだな。それはこちらの勇者も同じことだろう」

　社交辞令社交辞令と心の中で繰くり返かえしながら、蓮弥は穏やかな笑みと共に答える。

　たぶんクルツはアルベルトとの面会について、なんの感想も抱いていないことだろう。

　ただ、蓮弥やフラウに会えといわれたので会ったくらいの考えしか持っていないはずだった。

　エミル曰いわく、情じよう緒ちよ面めんに関しては調整と経験の蓄ちく積せきが足りないのだそうだ。

「それでは私は一度国へと戻り、時機を見て勇者の装備と、私の仲間を連れてまたこちらへと参ります」

　勇者個人が持っている戦闘能力が高すぎて、他国に長期に亘わたって逗とう留りゆうすることはあまり歓かん迎げいされないのだと、事前に蓮弥はローナから説明を受けていた。

　だからこそ、顔合わせとちょっとした会話が終わればすぐに帰るでしょう、と。

「私の巫み女こ殿どのや仲間達を勇者殿や伯爵殿に紹しよう介かいできる日が楽しみですよ」

「その巫女様はきっとお美しい方なのですね。アルベルトさんの口調から分かります。ボクもその日を楽しみにしていますよ」

　アルベルトの言葉にこたえて笑みを浮かべるクルツ。

　巫女を褒ほめられた為なのか、わずかにではあるがアルベルトが照れた笑顔で頭をかいた。

　そんな二人を眺ながめつつ、自分よりもずっと口の上手なクルツが本当に情緒面で調整中なのだろうか、という疑問を蓮弥は抱かずにはいられなかった。







　龍人族の勇者が国に帰ってからしばらく平へい穏おんな日々が続いた。

　獣人族からはなんの音おと沙さ汰たも無く、エルフからも送った手紙に関する問い合わせも返答も無い。

　魔王の存在の確認については、トライデン公国においてもかなりの手間を割さいてその存在を確認しようと動いていたのだが、そもそも魔ま族ぞくの国は蓮弥が元いた世界からすれば想像を絶する広さの瘴しよう気きの森の向こう側の話であり、さらに魔王本人は出現したとしてもすぐに魔族の国の中央部にある魔王城に入ってしまう為に目視による確認はほぼ不可能となっている。

「そんなもん、どうやって確認するんだ？」

　金属製の器の中から真っ白なとろっとした液体を掬すくい上あげながら蓮弥が問いかける。

　中に入っているのは牛乳で、城下にいる魔術師にお願いして作ってもらった氷の塊によって冷やされた状態で一晩放置されていたものだ。

　こうすることで牛乳は分ぶん離りし、生クリームが取れる。

　蓮弥は手て際ぎわよくその分離した生クリームを別の容器に移うつし替かえると、そこにさらに別の牛乳を投下。

　さらに卵らん黄おうと獣人族から建前上もらったことになっている砂糖を投入し、よくかき混ぜる。

「本来は、神様からの神しん託たくがあるはずなんだ。魔王が現れたって」

　蓮弥の行っている作業を興味深く見守っていたシオンが答える。

　その隣では頬ほお杖づえをついたクルツが、こちらも蓮弥の作業の何が楽しいのかにこにこと笑いながら見守っていた。

　彼についてはエミルとフラウから、できる限り接してあげてほしいという依い頼らいを蓮弥は受けている。

　戦せん闘とう技術やら体面的な振る舞いやらについては、色々と知識を頭に入力し終えたらしいのだが、どうしても情じよう緒ちよといった面に関しては情報よりは経験が優先されてしまうようで、今のクルツの情緒面はほとんど三歳さいから五歳くらいの幼児並みでしかないらしい。

　それでも別にいいんじゃないかと思う蓮弥に、エミルが切々と問題点を指し摘てきしてきた。

　一番の問題は、クルツが常識外れの力を持っている割に、子供のように我が慢まんが利かないという一点に集約されるらしい。

　子供ならば多少かんしゃくを起こされたところで、被ひ害がいの方はたかが知れているが、これがクルツがかんしゃくを起こしたとなると話が変わってくる。

　冗じよう談だん抜ぬきで都市の区画一帯を滅ほろぼしかねないのだ。

　通常のホムンクルスであればこういった問題は起きない。

　彼らは創造主に絶対に服従するからだ。

　だがクルツに関しては、肉体はホムンクルスの製造法によって造られてはいるのだが、中身はあの鎧の中に詰つまっていた黒いものをベースにしている。

　フラウが言うには、ククリカの街の蓮弥の家で収しゆう集しゆうした悪あく霊りようやら何やらを適当にぎゅっとまとめたものがあの黒いもやのようなものの正体であり、聖王国との戦争を経へることで内包する霊れい魂こんの数は飛ひ躍やく的てきに増大し、そのせいでなのかそれぞれの個性については消失しているのだが、どうしても統合人格として設定したクルツは人間味が抜けないらしい。

「今は聖王国自体の国力が弱まっていて……神官達もそれどころじゃなくなったらしくて神託が降おりないんだそうだ。でも勇者召喚が行われたのだから、いずれ出現するのは間違いない」

　勇者召喚から魔王出現まで神託に間があるのは、その間に勇者を一人前に育てなさいという神様のご意向なのだとシオンは言うが、一連の出来事が神を名乗っている管理者達の暇ひまつぶしでしかないことを知っている蓮弥からしてみれば、単なるレベル上げ期間と、周囲にいる仲間や王族等らとの親密度上じよう昇しよう期間にしか見えない。

　ただ、一応蓮弥も男である。

　お姫ひめ様さまとのロマンス等という言葉に多少の羨せん望ぼうを覚えなくもない。

　だが良く考えてみると、目の前で蓮弥の作業をじっと見つめているシオンも、お姫様だと言い張れば確かにその通りと頷かざるを得ない立場の女性のはずだった。

　それなのに、どうしてもシオンの顔を見ているとロマンス（笑）という言葉しか出てこない。

　素材は相当なレベルにあるはずなのに残念な子だなと小さな吐と息いきを漏らしつつ、ぽんぽんとシオンの頭を蓮弥が撫なでるように叩たたいてやると、一瞬きょとんとした表情になったシオンは何故かそのままへらっと表情を崩くずして嬉しそうに笑った。

　その笑顔に、少々どきりとしたものを感じつつ、蓮弥は用意した材料を全て入れた容器を密みつ封ぷうし、その容器よりも大きな樽たるの中に砕くだいた氷をぎっしりと詰め、そこへ材料の入った容器を収めた後で樽のふたを閉める。

　樽は特別製で金属の板でがっちりと補強が施ほどこされており、ためしに蓮弥がそれなりに力を入れて蹴け飛とばしてみたが、びくともしなかったくらい頑がん丈じような代しろ物ものだ。

　当然、樽自体の重さはかなりのものとなり、さらにそこに大量の氷が入っているのでとてもではないが簡単には持ち上がらないくらいの重さになっていた。

　それを蓮弥は軽々と持ち上げると、釣つられるように視線が樽を追いかけているクルツに話しかける。

「よしクルツ。城の中庭でちょっと俺と遊ぼうか」

「はーい」

「シオンも交ざるか？」

「交ざれるようなら」

　ちょっと無理かもな、と思いつつ蓮弥はシオンとクルツを引き連れて城の中庭へと向かう。

　中庭に到とう着ちやくした三人は、蓮弥に指示されるままにそれぞれ十メートルくらいの距きよ離りを置いて三角形を描えがくような位置に立つ。

「ルールは簡単。この樽を壊こわさないように投げあうだけ。落としたり壊したりした奴やつが負け。負けてもペナルティは科さないつもりだが、がんばった人にはご褒ほう美びが出ます」

「はーい」

　元気良く笑顔で手を上げるクルツ。

　それに対してシオンは、かなり困った表情で呟つぶやく。

「簡単に言うが……それって結構大変なのでは」

　持ち上げるだけでも大変そうな重量の、ほとんど金属の塊といっていいそれを投げ合うようなまねをすればどんなことになるのかは容易に想像がつく。

「シオンはハンデとして、道具の使用を認めるし、壊さない限りは地面に落としてもいい」

「それならまぁ、なんとか？」

　蓮弥の出した条件に、考えながらも頷くシオン。

　この時点で頷くだけで既に常識から外れた行為なのであるが、そのことにシオンは気がついていない。

「投げ返す相手は誰でもいい。下手すると死ぬかもしれないので、その辺は考こう慮りよしてやるように」

「はーい」

「あ、死ぬ可能性あるんだ……それってもう遊びじゃないよね？　まぁいい……レンヤ、こないだの模も擬ぎ戦せんで使った棒ぼう剣けんを貸して欲しい」

「どうぞ」

　一旦、持っていた樽を地面に置き、インベントリから取り出した一本をシオンの方へ放ほうり投なげると、危なげなく受け取ったシオンはそれを両手で構える。

　シオンの準備が整ったらしいことを見届けて、蓮弥は樽を拾い上げて無造作に山なりの軌き道どうでシオンの方へと放り投げる。

　いきなり自分の方へ投げられたことにシオンは顔をしかめたが、構えている棒剣に力を入れなおすと鋭するどく踏ふみ込こみつつ樽の横っ腹へそれを振り下おろす。

　甲かん高だかい金属の激げき突とつ音おん。

　打たれた樽は勢いを失って真下へ落ちるが、そこを掬い上げるようにしてシオンは棒剣の一いち撃げきを見み舞まって樽を打ち上げた。

　打ち上げられた樽は、それを見上げるクルツの頭上へと落ちていく。

　一瞬シオンは、もしかしてクルツにはあの樽を受け止めることができないのかもしれないと思ったのだが、クルツの背後から湧わき出した黒いもやのようなものが落ちてくる樽を受け止めると、くるりとそれを回転させつつクルツの周囲を一周させた後、弾だん丸がんのような勢いで蓮弥へと投げつけた。

　身体からだのどこに当たっても大変なことになりかねない勢いのそれを、蓮弥の〈操作〉の魔術が搦からめとる。

　勢いはそのままに、蓮弥の脇わきを通って背後に抜けた樽は、そこで一旦停止すると今度は本物の弾丸のような螺ら旋せんの回転力を与えられ、唸りを上げつつ蓮弥の背後を抜けて今度はクルツへと襲い掛かかった。

　これをまた黒いもやで止めようとしたクルツであったが、貫かん通つう力りよくを上げられるような形で回転を受けた樽は、伸のばされたもやを貫通してクルツへと迫せまる。

　表情に微び妙みように驚おどろきの交じったクルツであったが、慌あわてるまでには至らず、背後の黒いもやから伸びた無数の拳こぶしが飛んでくる樽を打つ。

　その衝しよう撃げきで勢いの殺された樽を改めて黒いもやが受け止めたところで、蓮弥がちらりとシオンの方を見た。

　その視線を追いかけるようにクルツの顔がシオンの方を向き、シオンは次の標的が自分になったことを悟さとる。

　もし、蓮弥とクルツの間でかわされているような勢いで樽が飛んできたのならば、全力で逃にげようと心に決めつつ、樽の行方ゆくえを見守るシオン。

　そんなシオンの思いを知ってか知らずか、クルツは勢いを殺した樽を自分の周りで何回転か回してみせた後で、最初に蓮弥がやったようにぽーんと山なりに樽をシオンへと放り投げた。

　かなり手加減をして放られたそれは、ゆるやかにシオンの方へと飛んでいくが、シオンからしてみれば金属の塊かたまりが飛んでくるというだけで、肝きもが冷える光景だ。

　それを裂れつ帛ぱくの気合を上げつつ迎げい撃げきするシオンを見ながら、蓮弥は小さく安あん堵どの溜息をついた。

　結局、小一時間程ほど三人の手によって投げられ回されて叩きつけられた樽は、そんな扱あつかいをされながらもなんとか耐たえ抜き、破は壊かいされることなくその役目を終えた。

「えらいぞ二人とも。よくがんばったな」

　破壊されることは無かったものの、主にシオンの棒剣とクルツの黒い拳によってぼこぼこにされた樽はかなり変形してしまっており、蓮弥は二人に声をかけながら道具をインベントリから取り出して樽の解体に取とり掛かる。

　褒められてクルツは子供のような邪じや気きの無い笑えみを浮かべて喜び、シオンは棒剣を杖つえのようにしてもたれかかりながら疲ひ労ろうのあまり声も出せずに荒あらい息を繰り返していた。

　いかに手加減されていようとも、相当な重量の金属の塊を棒剣で打ち返し続けるという行為は、それ相応の力を必要とし、全身の力を総動員してそれを行っていたシオンの体力を根こそぎ奪うばっていってしまったらしい。

　この様子ではかなり休ませないと動くのは無理だろうかと蓮弥が思った途と端たんに、どこからともなくフラウがメイド達たちを引き連れて登場し、中庭にテーブルをセットし、テーブルクロスを敷しき、その上に食器やスプーンを用意した上で色とりどりのジャムや蜂蜜の入ったビンを並べていく。

　まるで魔ま法ほうのように整えられていくテーブルを、樽を解体する手を止めずに眺めていた蓮弥の背後に、フラウがそっと立つ。

「マスター、どうだったの？」

「手加減するだけの頭はある。俺やシオンに対してなんらかの含ふくみも感じられず。力の制せい御ぎよの方も特には問題なし。経過観察は必要だろうが、心配する程ではない、ってところかね？」

　今回の遊びに関しては、蓮弥がフラウとエミルに是ぜ非ひにと申し出て行われたものだった。

　それは蓮弥がクルツの口調に引っかかるものを感じていたせいである。

　しゃべり方というか、言葉の選び方というか、なんとなくではあったのだがクルツの肉体のベースであり魂たましいの一部でもあるあの勇者ユウキにどこかしら似ているものを感じてしまったのだ。

　もしも彼かれの要素がクルツに影えい響きようを及およぼしているのであれば、生前よりもおそらくは強力な存在となった今のクルツの存在に危険性が出てくる。

　その結果としては。

「エミルが気を悪くしてたの。そんな凡ぼんミス犯おかすわけがないって」

「一つ間違えば都市単位で被害が出るのだから、臆おく病びようなほどに慎しん重ちようなくらいでちょうどいいと思うんだがなぁ俺は」

「マスターはもうちょっと技術者の矜きよう持じというものを信じてあげるべきなの」

　ぼそりと耳元で囁ささやいて、そっとフラウが離はなれていく。

　代わりに近づいてきたのはクルツとシオンだ。

「伯爵様、ご褒美って何？」

「私も気になる。このテーブルのセッティングと関係があるのか？」

「そりゃね。関係も無くテーブルを出だしたわけがない」

　解体した樽の中から最初にいくつかの材料を入れた容器を取り出し、その口を開ける。

　フラウ達が用意したスプーンで中身をテーブルの上の大皿へと掻かき出してやると、中からは真っ白な柔やわらかめの固体が出てきた。

「レンヤ、これは一体？」

「お菓か子しだな。冷たくて甘あまい。風味付けにバニラがあれば良かったんだが……こっちの世界じゃ同じものが見つからなくてなぁ。ま、これだけでも美う味まい。好みでジャムなりなんなりかけて食ってくれ」

　蓮弥が作っていたのは手作りのアイスクリームであった。

　本来は、氷等に材料を入れた容器を付けてぐるぐると回して作ったりするものなのだが、固まってくるにつれて回りにくくなり非常に重労働であったりする。

　それを氷ごと樽の中に入れて、一時間ほど投げまくるという行為で代用したのだ。

　キレイに中身が攪かく拌はんされないと上手に出来上がらないので、蓮弥はこっそりと自分のところに樽が回ってきた時に無意味にくるくると回したりしていた。

　蓮弥が大皿の上に掻き出したそれを、メイド達が小皿に取り分ける。

　さっそくといった様子でシオンとクルツが小皿を手に取り、中身をスプーンですくって口の中に入れた。

「伯爵様、これ美お味いしいね」

「手間をかけるだけの味ではあるんだな。……だがレンヤ、これ作るたびに毎回同じことをするのか？」

　いかに出来上がったものが美味しくても、毎回命の危険性がある作業を強しいられるようではたまったものではない。

　そう言いたげなシオンに、蓮弥は首を振った。
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「次作るときは、ちゃんとそれ用の道具を作っとく。今回はちょっとしたテストも兼かねたお遊びだ」

「なるほど……ならば良いのだが」

「それにしてもシオン、よく最後までもったな。俺はてっきり途と中ちゆうで中座するか再起不能になると思ってたんだが」

　冗じよう談だん交じりに蓮弥に言われて、シオンはアイスクリームの入った皿を手にしたままぷうっと頬ほおを膨ふくらませた。

「私とて、少しは進歩しているんだ。大体、再起不能になる可能性があるものを遊びと呼こ称しようするのはどうなんだ？」

「楽しかったよ！　またやろうね伯爵様！」

　フラウに勧すすめられるがままに、様々な色のジャムをどばどばとアイスクリームに掛けはじめたクルツ。

　あれではもうただ単に甘いだけの物体に成り果てるんじゃないかと心配しつつ、蓮弥は苦く笑しようを浮かべてクルツに頷いてみせるのだった。







第四章　獣人族の勇者らしい







　差出人が獣人族の巫み女こであるカエデ名義の手紙が大公経由で蓮れん弥やの手元に届いたのは、蓮弥がクルツやシオンと遊んでからさらに数日後のことであった。

　丁てい寧ねいに折りたたまれ、ほんのわずかにお香こうを焚たき染めた香かおりのする手紙には、かなり達筆な文字でもって時節の挨あい拶さつやら、近きん況きようのお伺うかがい等などがつらつらとしたためてある。

　その辺りの文面はそれなりに身分の高い人物特有の社交辞令のような代物であり、蓮弥もなんとなく読み飛ばすような感じで文面を目で追う。

　政治家のような人物がこれを書くと、嫌いやがらせのように文中のあっちこっちにそれとなく意図を忍しのばせてわかりづらい文章になるのだが、流石さすがに巫女の身でそこまで回りくどいことをするつもりはなかったらしく、文章の最後の方にきちんと伝えるべき本文が書かれていた。

　とても丁寧な文体で書かれている為に、意訳するのに時間を要した蓮弥ではあったが、やがてなんとか文章の中身を読み取ることに成功する。

　どうやら、獣人族の勇者の調教に成功したらしいので、そろそろ人族の勇者との面通しにうかがっても良いでしょうかという許可願であったらしい。

　蓮弥からしてみれば、思考が直球勝負で変化球とか釣り球にはまるで理解を示そうとしない脳みそまで筋肉で埋うめ尽つくされていたあの勇者が、調教できたという話はまるで信じられなかったのだが、自分の目の前で平身低頭謝あやまりまくって帰っていたあの巫女さんの言葉であるならば、ある程度は信じてあげてもいいんじゃないかなと思わなくもないといったところだ。

　最悪、手紙の内容が嘘、もしくは甘い見通しの下に書かれたものであったとしても、その時はもう一度あの獣人族の勇者を捕ほ縛ばくした上で、狐きつね耳みみの巫女さんが平身低頭する姿が拝める。

　蓮弥は、俗ぞくに言う獣耳属性なる趣しゆ向こうの持ち合わせが無い人物であったが、あのちょっと気位の高そうな金きん髪ぱつ狐耳の巫女さんが、本当に申し訳なさそうに耳やら尻尾しつぽやらをしゅんと垂らしている姿はちょっとだけ可愛いかもしれないと思ってしまっている。

　それはそういう趣向があるのではないのか、という疑問も蓮弥自身感じなくもないのだが、勇者本人の豹ひよう耳みみに関してはなんの感かん慨がいも湧わかない。

　つまりこれは、可愛らしい女性に興味があるという、男性であるならば誰だれしもが持っている極ごく普ふ通つうの感覚であり、決して獣耳に反応しているわけではない、とどこか自己弁護めいた結論に蓮弥は至っていた。

　それはともかくとして、大公からの「対応はやっぱりそっちで適当にお願い」という添そえ文のついたその手紙に対して、蓮弥は少しだけ考えた後で「当方、その件については特に思うところ無く、貴き殿でんの判断にお任せする」という短い返答をしてやった。

　そもそもが小豆あずきと砂糖という物資と引ひき換かえに、先日の一件は無かったことにされているのだ。

　蓮弥に迷惑をかけたのは勇者の弟であり、勇者本人ではない、というのが公式発表されている事実であり、勇者本人に対して蓮弥がなんらかの感想を抱いだくわけもない。

　それ故ゆえに好きにすれば的な答えを返してやったのだが、反応は素す早ばやかった。

　蓮弥からの返答を受け取ると、獣人族はすぐに外交官をトライデン公国の首都へと派は遣けん。

　大公より許可を受けると、トンボ返りで蓮弥の所へ取って返して勇者の面通しの日程調整に入ったのだ。

　その手際の見事さに、蓮弥はどうして勇者だけがあんなに残念な行動を取る人物なのだろうかと首を捻ることしきりだった。

　ちなみに、その外交官の対応に出たのは、やはり政治という分野においては他のメンバーより一歩も二歩も先んじているメイリアであったのだが、彼かの女じよは外交官との会談が終わると蓮弥の所へ立ち寄り、ぼそりと呟いた。

「外交官、兎うさぎ耳みみのハゲて太った中年男性でした……」

　この世の終わりでも見てきたかのようなどんよりした表情でそう言い放ったメイリアの言葉は、蓮弥達たちにすさまじい衝撃を与えた。

　確かに、獣人族が女性ばかりの種族であったり、エルフのように外見が変わらないままに年ねん齢れいを重ねていくような特とく殊しゆな種族であったりしない限り、老ろう若にやく男なん女によ全すべてが存在するはずであり、少女の獣人もいれば老人の獣人がいるのも全く不思議の無い道理ではある。

　しかしながら、兎耳という愛らしい要素が禿はげたおっさんの頭の上に備わっていたという現実を、蓮弥達は誰だれ一人ひとりとして受け止め切れなかったのだ。

　さらに恐おそろしいことには、獣人族が備えているのは耳だけではなく尻尾もなのだ。

　兎のふわふわでまんまるの尻尾が、太った中年男性のお尻しりにくっついているという光景。

　それを直視してしまったメイリアをはじめとして、想像してしまったシオンとクロワールが瞬しゆん時じに泡あわを吹ふいてダウン。

　ローナはぎりぎりのところで想像を回かい避ひし、蓮弥は想像してしまったが渾こん身しんの精神力を振ふり絞しぼり、ぎりぎりで耐えた。

　全く平気な顔をしていたのはフラウとクルツの二人だけで、エミルは爆笑のし過ぎで過呼吸気味になり、ぜーぜー喉のどを鳴らしながら自室のベッドへと運ばれる始末。

　他のメンバーの手前、はっきりとは言えなかったが、魔族であるエミルを想像だけで無力化した兎耳の中年男性の破は壊かい力りよくに蓮弥が青あお褪ざめることになる。

　これらの惨さん状じように、遅おそまきながら蓮弥は都市を訪おとずれる獣人族のメンバーによっては非常に危険な事態になりかねないことに気がつき、慌てて獣人族の国へ、訪問前に訪問する獣人族のメンバーの名前と性別、年齢と外見の簡単なまとめを送るように依頼。

　この依頼に、一体どんな意味があるのだろうと獣人族側は首を傾かしげることになるのだが、情報を出すのを渋しぶって蓮弥の機き嫌げんを損そこねることを良しとしなかったのか、メンバーリストは即そく座ざに蓮弥の手元に送られてきた。

　送られてきたメンバーリストを、蓮弥は目を皿のようにしてチェックする。

　勇者と一いつ緒しよに、その外交官のような危険な存在がいた場合は断るか、断れないのであればせめて心の準備だけでもしておこうと思ったらしい。

　そんな蓮弥の心配を他よ所そに、リストに書かれていたのは、勇者であるレパードを除くとほぼ全員が若い女性の獣人ばかりであった。

　それはそれで狙ねらいすぎなのではないかと蓮弥は思ったのだが、たぶんあちらが気を利きかせてくれたのでしょうというローナの言葉に一応納なつ得とくする。

　蓮弥達が外交官一人の外見によってどれだけの惨状を引き起こしたのかということまでは分からないだろうが、それでも獣耳に尻尾をつけた中年男性の群れよりも若くて可愛かわいらしい獣耳の女性の方が受けが良いことくらいは彼ら自身も分かっているらしい。

「ふははははは！　久しいな伯はく爵しやく！　前は俺の負けだったが今度こそは……あ、痛っ!?　っておい!?」

　今回、獣人族からやってきた一団はそれなりの人数であったので、蓮弥は応接室での面会を諦あきらめて城にいくつかある食堂の、一番広い部屋を使用して獣人族の勇者達と会うことにしていた。

　形式としては、立食式のパーティのようなものを催もよおして、その中でクルツとレパードを会わせようとしたのだ。

　謁えつ見けんの間などという一応それらしい部屋もあるので、そこを使っても良かったのだろうが、部屋の名前からしてあまり好きになれない蓮弥は、最初からその部屋の使用は考えていなかった。

　それほど堅かた苦くるしい話をするわけでもないし、食べ物もきっちり用意して歓迎するのだから別にいいだろうと蓮弥は思っている。

　提供する食事についてはフラウに一任した。

　それが一番間ま違ちがいなく効率の良い選せん択たく肢しであろうと蓮弥は思っていたし、誰一人として蓮弥のその判断に異論を唱える者も無い。

　なるべく美お味いしそうなものを市場から取り寄せるように命じた蓮弥であったが、珍めずらしいものもあった方がいいだろうと、まだ相当な量インベントリに保存されているワイバーンの心臓と肉も食材に提供しておく。

　十数頭分以上に上るワイバーンの肉は、たまに思い出した時に焼いたり刻んでこねたりして使っていたのだが、無くなる気配がない。

　インベントリの中に保存されている間は腐くさることもないようだったのだが、大量に消費できる機会がそれほど無かったので、使える時に使えるだけ使ってしまおうというのが蓮弥の意向だ。

　フラウはこれらを漬つけたり煮にたり焼いたり干してみたりと、様々な工く夫ふうをこらして多た岐きにわたる料理を完成させた。

　食材として珍しい上に美味しい高級食材であるワイバーンの肉を豊富に使いまくった料理を並べて、さて獣人族達を迎むかえるばかりになった食堂に、転送門を潜くぐって蓮弥の居城に案内されてきたレパードが入って来るなりいきなり高笑いと共に何やら口走りかけたが、容よう赦しやの無いカエデが鉄てつ拳けんをその後頭部に叩き込み、レパードを黙だまらせる。

　意識を刈かり取る程の威い力りよくは無かったらしいが、かなりの痛みをレパードに与あたえたらしく、殴なぐられたところを押おさえて抗こう議ぎの声を上げようとするレパード。

　そのレパードの金的を容赦なく蹴けり上げたカエデは、悶もん絶ぜつして蹲うずくまるレパードに目もくれずに呆ぼう然ぜんと見守っている蓮弥の方を向いて丁寧に一礼する。

「本日はお目通りをお許し頂き、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます、伯爵様。獣人族が巫女、カエデにございます」

　名乗りを上げたカエデの背後に控ひかえていた獣人族達が揃そろって頭を下げる。

　ほぼ全員が若い女性であり、着ている服は全員が巫女服であったが、カエデが着ているものに比べるとやや質素な印象を受ける。

「本日は人族の勇者様にお引き合わせする為ために、獣人族の勇者レパードと、その従者である戦士ライアンを連れてきました」

　紹介されてもうずくまったままのレパードは、時折びくっと痙けい攣れんするばかりで起き上がってはこない。

　その隣となりにいた、浅黒い肌はだにぼさぼさの茶ちや髪ぱつといった格好にあまり似合っているとは言い難がたい獣人族における礼服を着た若い男が、ちらちらとレパードの様子を窺うかがいながら蓮弥に頭を下げた。

　事前に入手したメンバーリストからして、レパード以外の唯ゆい一いつの男性である従者が彼であるらしい。

　彼についている耳と尻尾は、蓮弥が元いた世界で言うところのライオンのそれに近かった。

　名前もそれっぽいので、たぶん間違っていないだろうと蓮弥は思う。

「獣人族から魔ま王おう討とう伐ばつの為に選出されたのは、私を含めてこの三名になります」

「え？　六人じゃないのか？」

　魔王討伐にかかわらず、こういった場合のパーティと言えば六人だろうと勝手に思い込んでいる蓮弥に、カエデは不思議そうな顔をしながらも律りち儀ぎに答える。

「いえ、勇者のパーティに選ばれる者の人数は特に定められた数はありませんが……」

「そうか……いや、こっちの勝手なイメージだ。気にしないで欲ほしい」

　考えてみれば戦士系二人に巫女という僧そう侶りよ系が一人というパーティである。

　それほどバランスが悪いわけでもない。

「遠い所をよく参られた。……といっても転送門で一瞬なんだろうけど。とにかく、歓迎する。紹介しよう、こちらが人族の勇者であるクルツだ」

　余計なことは言わなくていいとばかりに、背中を背後に控えていたシオンにつつかれながらも、蓮弥は傍かたわらに立っていたクルツを獣人族達に紹介する。

　紹介されたクルツは蓮弥の傍らから一歩前に出ると、そっと頭を垂れた。

「ご紹介にあずかりました、クルツです。獣人族の皆みな様さま、どうぞ宜よろしく」

　下げていた頭を上げて、にこりと微笑ほほえんで見せると、カエデがびっくりした表情を浮うかべつつ頬を染め、背後に控えている巫女の一団からは小さくではあったが黄色い悲鳴が上がった。

　どうやらどう見ても少女にしか見えない彼の顔立ちは、獣人族を相手にしてもその魅み力りよくに変わりはないようである。

　ただにこりと微笑んでみせただけで、獣人族の訪問団のほぼ全員の心を鷲わしづかみにしてしまったクルツを見て、やっぱり美形というのは一種の力だよなと蓮弥は思ってしまう。

　こんなことならば、こちらの世界に渡わたってくる時にあの幼女神様にお願いして自分も美形にしてもらうべきだっただろうか等というしょうもない考えが頭をもたげてくるが、美形である自分というものに全く想像力が追いつかず、蓮弥は肩かたをすくめて想像するのを止やめた。

「さて、あまり堅苦しいのも趣しゆ味みではないので楽にされるといい。本日は訪問団の人数も多いということだったので、こういう形式でのパーティという形を取らせてもらった。なるべく美味いものを集めたつもりだが、口に合えば良いのだが」

　未いまだにレパードは復帰してこない。

　だがその場に居合わせた全員が、まるでレパード等視界に入らないかのように自然と彼を無視した状態で会話が進んでいく。

　本当にこれでいいのかと誰かに尋たずねたい蓮弥であったが、尋ねる相手がいない。

「伯爵閣下のお心ここ遣ろづかいに感謝致します」

「気にすることはない。共に戦う勇者達の英気を養う一助となれば幸いだ。さ、どうぞ冷めないうちに」

　蓮弥の言葉に応じるように、給きゆう仕じ役やくのメイド達が食堂へとなだれ込んで来て手際よく配はい膳ぜんを始める。

　それを見たカエデが無言で背後に控える巫み女こ達たちに頷うなずいてみせると、それを合図に巫女達が思い思いのテーブルについて早さつ速そく用意された料理に手をつけ始めた。

　主しゆ催さい者しやの立場になる蓮弥は、カエデとライアンを自分達用に用意させていたテーブルへ招く。

　蓮弥はまるで気にしていなかったのだが、こういう場合は傍らに一人女性をつけておくべきだというメイリアの進言により、今回は非常に珍しく青を基調としたドレスに身を包んだシオンが付き従っている。

　胸むな元もとの開き具合も背中の方も抑おさえ気ぎ味みの地味なデザインのドレスではあったが、きちんとそれを着こなした上でいくつかのアクセサリーを付け、黒くろ髪かみを自然な具合に背中へと流したシオンの姿は、黙ってさえいれば良いところの令れい嬢じように見えなくもない。

　黙ってなくても自分は良いところのお嬢様だと主張するシオンではあったのだが、その主張はフラウやエミルにあっさりと却きやつ下かされ、パーティ中は微び笑しようを浮かべることに終始努め決してしゃべらないようにと、厳重に言いい含められている。

　自分もそれほど話題が豊富ではない上に、育ちが良いわけではないのだからメッキがすぐに剥はがれてもおかしくないんだがなぁと思う蓮弥であったのだが、立場上カエデ達と会話する必要があり、蓮弥は無む邪じや気きに料理を掻き込み始めたクルツを横目で見つつ、必死に頭の中からしゃべり方やら話題やらを引っ張り出してボロが出ないように努める。

　かくして獣人族の勇者一行との懇こん親しん会かいは、結局最後まで復帰してこなかった一名を除き、非常に和なごやかに行われたのであった。







　獣人族の勇者一行は、何な故ぜだかクリンゲにしばらく逗とう留りゆうすることになった。

　てっきり龍りゆう人じん族ぞくの勇者のように一いつ旦たん国に帰るものとばかり思っていた蓮弥にとっては意外な話であったが、これにはいろいろとワケがあるらしい。

　一番の問題は勇者であるレパードの性格にあった。

　戦せん闘とう狂きようと言っていいレパードの性格は、獣人族の戦士であれば珍しいものではなかったのだが、その中でも戦闘にかける執しゆう着ちやく心しんの強さが異常であったらしく、ふっかけなくていい戦闘までふっかける上に他の戦士の仕事まで奪っていく有様だったので、しばらく帰って来るなと周囲に言われて来たらしい。

　この辺りの事情については、眉み間けんにしわを寄せながらカエデが本当に申し訳なさそうに蓮弥に説明した。

　そのしわの深さは、そのままだとくっきりと刻まれて元に戻もどらなくなるのではないかと蓮弥を心配させるほどだった。

　元々優すぐれた戦士であったレパードが、勇者としての力を授さずかってしまって獣人族の中ではまるで手に負えない存在になってしまっていたのだが、そのレパードを蓮弥があっさりと倒たおしてしまったことが発ほつ端たんであるらしく、何かあったらクヌギ伯爵が止めてくれるだろうし、迷めい惑わく料りようを支し払はらえばすむのならいくらでも支払おうという獣人族の王様の意向もあり、カエデ達はそれに渋しぶ々しぶ同意させられ勇者の面めん倒どうを見るために派遣されてきたらしい。

　勿もち論ろん、蓮弥からしてみれば非常に迷めい惑わくな話である。

　思わず転送門経由で北の大陸まで赴おもむいて、獣人族の王様とやらに脅きよう迫はくめいた説教をしてやろうかと思ったくらいだ。

　誰も止めてくれなければおそらく蓮弥はそれを即座に実行に移していたはずだったのだが、カエデが涙なみだながらに、おすがりできるのが現状伯爵様以外ないのですと訴うつたえてくればこれを無下にすることもなんとなくできず、さらに城下に滞たい在ざいする間にかなりの金額を落としていくことを約束しますと言われれば、外貨獲かく得とくの四文字が頭にちらついてしまう。

　それとは別に蓮弥にとっては利益となりそうなのが、クルツについてだった。

　クルツの外見は愛らしい少女顔の少年であり、これが獣人族の巫女達に異常に受けたのだ。

　熱ねつ狂きよう的てきなファンまでついたらしく、自分のところの勇者そっちのけでクルツの世話を焼く巫女が複数出始めるくらいだった。

　伯爵としての仕事もある蓮弥はどうしても四六時中クルツを構ってやることができない立場であったのだが、半ば親衛隊と化した獣人族の巫女達がクルツの面倒を見てくれるので、これが非常に助かる結果となっている。

　少々心配になるのは、クルツがあまり抵てい抗こうしたり自分の意見を言ったりしないせいなのか、獣人族の巫女達の手によってかなりの頻ひん度どでもって着きせ替かえ人形扱いされることで、しかもその着せられている服がどこか少女趣しゆ味み的てきなもの、というよりはそのまんま少女用のものが多いということくらいだ。

　クリンゲの街に流通している服は、人族の職人の手による実用的なものが主流であり、着き飾かざる為の服はほとんど流通していない。

　その為に、巫女達がクルツに着せてやっている服のほとんどは、彼女らが国から自分の着替えに持ってきた服をそのまま流用しているようだった。

　感情面の教育と経験の蓄ちく積せきという点において良いのか悪いのかは、蓮弥には判断がつかない話ではあったが、殺さつ伐ばつとした状態で育つよりは、多少少女趣味が高じた方向に育ったとしても平和な性格に育つのではないかというのがエミルの見解だ。

　ただ流石に、クルツが袴はかまをミニスカートのような状態に改造した巫女服を着せられた状態で満面の笑みを浮かべつつ両手を広げて伯爵さまーと駆かけ寄よってきた時には、蓮弥もこれは絶対に不ま味ずいと思ってカエデに厳重な抗議を申し入れたのだが。

　あれは少年で男性だぞと抗議する蓮弥に、獣人族の巫女達は口々に、似合ってて可愛いのだからいいじゃないですか、と抵抗した。

　お前らちょっと立場というか身分差というか、そういう現実の問題を考慮しろと言いかけた蓮弥に、クルツ本人が可愛くて好きなんですけれども駄だ目めでしょうかと上うわ目め遣づかいに訴えて来たので、この件に関しては蓮弥は固かたく目を閉じて何も見ないことにしている。

　可愛いとは正義であり、唯ゆい一いつ普ふ遍へんにして絶対の価値観だ。

　蓮弥もそれに抗こうする手段は今のところ見み出いだせていない。

　クルツを形成している材料が材料なだけに、どうしてこうなったと思ってしまう蓮弥であった。

　その間、勇者であるレパードとその従者であるライアンはほぼ放置状態であり、レパードはことあるごとに蓮弥に再戦を申し込もうとしてくる。

　前にあっさりと無力化させられたことがよほど悔くやしかったらしい。

「やぁ伯爵、よい天気だな。こんな日は身体を動かすに限るだろう？　ちょうど俺おれも暇ひまなんでここはいっちょ俺と模擬戦なんかを……げふっ!?」

　蓮弥が書しよ斎さいで書類の処理等をしていると、その書斎の扉とびらを開けながら笑え顔がおで入ってこようとしたレパードの首に縄なわがかかり、朽くち木きが倒されるが如く背後へと引き倒された。

　仕事の邪じや魔まをしやがってと一いつ瞬しゆん殺気立ちかけた蓮弥であったが、扉の向こうに仰あお向むけに引き倒されたレパードが立ち上がることも許されずに、カエデをはじめとした数人の巫女達に棒で殴られ、蹴られて踏みつけられる光景を見て、その殺気が霧む散さんしてしまう。

　やがて血だらけになりぴくりとも動かなくなったレパードを、どこからともなくやって来た担たん架かに乗せて巫女達がどこかへと運び去り、残ったカエデが扉の外から蓮弥に深々と頭を下げた。

　この間わずかに数十秒という早はや業わざである。

「お騒さわがせ致しました、伯爵様」

　激しい運動をしたせいか、わずかに息があがり顔が上気しているカエデはどこか艶つやめいて見える。

　だがそれが、人一人を半殺しにした結果ともなれば、綺き麗れいだなぁでは済まされない。

「あ、あぁうん。ご苦労様」

　内心ではかなり引いている蓮弥ではあるが、表情にはおくびにも出さずに鷹おう揚ように頷いてみせる。

　できることならば、お前らの袴が赤いのは返り血を目立たなくする為じゃないのかと全力で突っ込みを入れたい気分ではあったのだが、入れたが最後何が起きるか分かったものではない。

「廊ろう下かを汚よごしてしまいました。すぐ掃そう除じ担当の者が参りますので、どうかご勘かん弁べんを」

　カエデの謝罪の言葉に蓮弥の頭をよぎったのは、飛び散るくらいの勢いでヤったんだ、というどこか冷め切った考えだけだった。

「……苦労してるな」

　手加減してしまえば相手は勇者であるので、無力化することができずに思わぬ反はん撃げきや逃とう亡ぼうを許してしまうかもしれない。

　そう考えればカエデ達の行動は理にかなっているといえなくもないのだが、もしあれが勇者でなかった場合、あのレパードという獣人は一体何回死ぬ羽目になっているのだろうと思いつつねぎらいの言葉を蓮弥がかければ、カエデの朱しゆ色いろの唇くちびるから溜ため息いきが漏もれる。

「……もしもの時は、どうぞよしなに……」

　澄すました顔を少しだけ苦く渋じゆうに歪ゆがめつつ、一礼して立ち去っていくカエデ。

　獣人族の国において勇者の行動が手に負えなかったというのは嘘うそなんじゃないかと思ってみたり、もしもの時というのはいよいよ勇者を抑えきれなくなった場合なのか、それとも心労でカエデ自身が倒れた時なのか、さらにとりあえずは扉を閉めていけよ等と言いたいことは山積み状態であったが、全すべてを呑のみ込こんで蓮弥はそっと立ち上がって自分で扉を閉めた。

　余談ではあるがここまでされている勇者レパードは、恐ろしいことに次の日になるとまたけろっとした顔をして同じことを繰くり返かえしに蓮弥の書斎を訪れるのだ。

　学習能力の無さを責めればいいのか、どれだけ叩たたき伏ふせられても次の日にはけろりとしている治ち癒ゆ能力と体力を褒ほめればいいのか、蓮弥にはさっぱりわからない。

　巫女達と勇者はこんな感じで日々を送っていたのだが、従者であるライアンは初期の段階でこれらの騒ぎに乗ることもできずに脱だつ落らくし、施せ術じゆつ院いんのベッドの上で包帯を何重にも巻かれた状態でうんうんと唸うなり声ごえを上げる毎日を送っていた。

　施術院のスタッフの見立てでは全治二、三ヶか月げつ。

　治癒の法術を使えばそれが早まるのだが、ローナは治ち療りようを拒きよ否ひし、獣人族の巫女達も法術を施ほどこすことを嫌がったので、仕方なく施術院の術者がせっせと治療を施している。

　一応快方に向かっているようではあったが、体の傷よりも何故だか心の傷の方が深いらしく、シオンの顔を見ては怯おびえ、エミルが来ると恐きよう慌こうに陥おちいるという症しよう状じようを見せていた。

　一体なにをしたのかと蓮弥が問えば、バツが悪そうにシオンが答える。

「えっと……人族の武人の強さが知りたいなんて言うもんだから……」

「お前がやったのかこれ？」

「わ、私だけじゃないぞ。最初はキースがやったんだ」

　シオンが言うには、キース達の訓練に乱入してきたライアンが手合わせを願いたいと言い出したのでキースが相手をしたのだが、あっさりとライアンを撃げき退たい。

　相手が勇者の従者であると知っていたキースはかなり手加減をしたらしい。

　できれば相手の顔を立てて負けておけばよかったとは、後々のキースの言葉である。

　このキースの心遣いが、少しランクを落とせば勝てるんじゃないかという勘かん違ちがいをライアンに起こさせる。

　実際はいくらキースが兵士長だとしても、勇者に従うものが一般兵に負けた時点で何かここの兵士達はおかしいと気づくべきだったのだろうが。

　次にライアンはキースが兵士達の中ではそれなりに偉えらい人物であることを知り、その部下ならば勝てるだろうと戦いを挑むが、相手として選ばれた兵士は、多少てこずりはしたもののやはりライアンを撃げき破はしてしまう。

　懲こりずにライアンは兵士達の中にいた唯一の女性であるシオンを見つけると彼女に戦いを挑んだのだが、相手が女性ならば勝てると思い込んだライアンの態度が気に食わなかったシオンが彼を棒ぼう剣けんでもって滅多打ちにして一度目の入院。

　全治一週間ほどの怪け我がだったのだが、この時は獣人族の巫女が治療を行ってあっさりと退院できた。

　ここで懲りればよかったものを、何を勘違いしたのかライアンは今度はローナに戦闘を挑んだのだ。

　おそらく、見た目が優しげな印象のローナであったので、シオンよりは弱いのだろうと踏ふんだらしかった。

　だが、見た目とは裏腹にローナは騎き士しとして戦闘訓練を積んだ身である。

　その上、僧侶としての技能を併あわせ持っているので、自分で自分を治癒したり自己強化を行ったりできるのだ。

　力では完全に負けていたローナではあったが、技量と耐久力でライアンの体力を削りきり、辛しん勝しようした。

　勇者に付き従うからにはそれなりの実力があるはずのライアンだったのだが、ここまで負け続けてしまったせいで思考がどうかしてしまったのか、最も良くない行動に出てしまう。

　あろうことか非戦闘員だろうとめぼしをつけて、エミルに戦いを挑んだのだ。

　確かにエミルはチューブトップブラにホットパンツといった服装の上に白衣を羽織るような、到とう底てい戦いには向かない格好を常つね日ひ頃ごろからしている。

　だがその本質は、内緒の話ではあるが魔ま族ぞくだ。

　戦いを挑まれたエミルは少し考えてからにっこりと笑い、そこから先は一方的な蹂じゆう躙りん劇げきとなったらしい。

　見ていた兵士の一人は、あれはきっと獣人族の戦士でなければほぼ確実に死んでいたんじゃないだろうかと語る。

　あまりのすさまじさに、これまで負け続けていたライアンを軽く見ていた兵士達たちの中には、あれで生きているなんてすごいと妙みような方向から見直す声が出たほどである。

　最初の数発をもらっただけでその威力に戦意を喪そう失しつし、降参の意思を表明したライアン。

　その降伏のサインをエミルは完全に無視し、泣こうが喚わめこうがおかまいなしに気が済むまで存分に嬲なぶりつくしたのである。

　最終的にはライアンの悲鳴を聞きつけて飛んできたフラウが、エミルの腰こしにしがみつくようにして引きずり離してようやく事を収めたのであるが、これら一連の出来事がライアンの心に深い傷をつけ、今ではライアンは施術院のベッドの上でぷるぷると震ふるえることしかできなくなっていた。

　明らかにライアンの見通しの甘さが招いた、自業自得の成れの果てではあるのだが、なにもトラウマを植えつけるところまで追い詰つめなくても良かろうにと思ってしまう蓮弥だった。

　しかしこれらの行こう為いは、是ぜ非ひはまた別として、獣人族の巫女達に言わせると、戦士として情けないと見られるらしい。

　相手がどうこうというわけではなく、負け続けたこと自体が問題にされるのだとカエデは言う。

　仮にも戦士を名乗る者が女子供にならば勝てるだろうと考えてしまう時点で、蓮弥からしてみれば論外なのだが、それも勝ちさえすれば獣人族の間ではそれなりに評価はされるのだという。

　全く種族全体からして脳みその代わりに筋肉が詰つまっているのだなと、蓮弥は呆あきれることしきりであった。

　そんなわけでライアンは、獣人族の巫女達から治療を拒否されローナにも拒絶され、必要最低限の治療だけを受けながら施術院から出て来られなくなったのである。

「一応、部族の中ではかなり優れた部類に属する戦士だったのですが……」

　使い物にならなくなってしまったライアンを国に送り返して鍛きたえ直すということを蓮弥に告げに来たカエデが、少し恨めしそうに蓮弥を見ながら言った。

「それをあっさり退けるだけでなく、使えなくなるまでトラウマを刻むって……こちらの方々はどのような訓練をされてそんな実力を身につけられたのか興味があります」

「世の中には……知らない方が幸せなことが沢たく山さんあるんだ」

　可能な限り蓮弥は鉄面皮を貫つらぬき通し、カエデの執しつ拗ような追及を退けた。

　そんな感じで一部を除いては、そこそこ平和な日々を過ごしていた蓮弥達の下に、エルフの皇こう帝ていからの親書が届いたのは、とある日の朝一番のことであった。







「やぁ伯はく爵しやく殿どの、良い朝だ。こんな良い朝は身体からだを動かすに限る、ということでどうだろう？　ここは一つ俺と中庭で軽く試合等やらかして……げはっ!?」

　ものすごく朗らかな笑顔で、朝っぱらから大きな声をあげつつ蓮弥の書斎の扉を開けたレパードのみぞおちに、シオンの渾身の右の拳こぶしが突つき刺ささる。

　鎧よろいの類たぐいは身につけていないレパードではあったが、その腹筋は鍛えに鍛えられており、まるで鋼のような筋肉がぼっこぼこに割れていたのを蓮弥は以前の戦闘の時に目にしていた。

　今でこそ、前回の時のように上半身裸はだかという格好ではなく一応服を身につけているが、胴どう鎧よろいの類を装備していないのは、おそらく自身の防ぼう御ぎよ力りよくにそれなりに自信があるからなのだろうと蓮弥は思っていた。

　その筋肉が誇ほこる防御力を、シオンの拳はやすやすと打ち抜ぬき、その内臓へとダメージを与えることでレパードの身体が崩くずれ落ち、書斎の前の廊下にうずくまって声もなくもだえ始める。

　そんなレパードを殺意に満ちた顔で見下ろすシオンの目の前で、耳をしゅんと垂れさせて申し訳なさそうな顔をした犬系の獣人族の巫女数人がどこからともなく現れると、むんずとばかりにレパードの足を掴つかみずるずると廊下を引きずっていった。

　何故か首輪のついた縄を引きずっている巫女がいるのが、微び妙みように恐ろしい。

「お前……強くなったよなぁ……」

　ぐっぐっと拳を握にぎったり開いたりしつつ、今の一いち撃げきの感かん触しよくを確かめているようなシオンに、蓮弥が感心したような声をかける。

　もしも蓮弥が初めてこちらの世界に渡って来た時、彼女にこれくらいの力が備わっていたのであれば、あの時彼女らに絡んでいた傭よう兵へい達たちは蓮弥が出る幕もなく、ハンバーグに使う挽ひき肉にくよろしく捏こね上げられて瘴しよう気きの森の栄養素として土中に埋められていたのだろう。

　しかし、と蓮弥は首を傾げる。

　元いた世界においては巫女というと神職であり、とてもではないが肉弾戦に長たけているというイメージのない職業であったはずだ。

　それがこちらの世界では獣じゆう人じん族ぞくの巫み女こ達は大たい概がい、勇者を拳やら武器やらで沈ちん黙もくさせるし、それに似た格好を常日頃からしているシオンも、魔ま術じゆつの腕うでは素しろ人うと並みのままで物理攻こう撃げきの方ばかり上手になる。

　これも異世界補正の一つなのだろうかと思わなくもない蓮弥であるが、何か間違っている気がしてしょうがない。

　巫女さんという存在はもっと弱々しくおしとやかなものではなかったのだろうか。

　そんな蓮弥の考えなど露つゆ知らず、シオンは一度ぐっと拳を握りこむと。

「レンヤの教え方が良いからじゃないか？」

　ぱぱっとシャドーボクシングのように数発拳が宙を打つと、蓮弥の耳にまで空気を裂く音が聞こえてくる。

　どう考えてみても、お姫ひめ様さまと名のつく存在が繰り出す攻撃ではない。

「特段、教示した覚えはないんだが？」

　蓮弥の中では、シオンがキース達に交じって行った訓練を戦闘の教示とは言わないらしい。

「基き礎そは教わったし……それにやはり私はレンヤが戦うところを結構見ているから、自然と覚えるんだと思うよ？」

　レパードが開け放った扉を閉め、シオンが蓮弥の座すわる机に近寄ると、以前クロワールがやったように机の上に腰を掛かける。

　もちろん、シオンは以前のクロワールと蓮弥のやり取りを知っているわけではない。

　だが、蓮弥は基本的に来客を招かない部屋には自分以外の席を設けていないので座れる所が無く、どこかに腰をかけようと思えば、やはり自然と机の上になるようだ。

　フラウやクルツ等は当然のように蓮弥の膝ひざに座ろうとするのだったが。

　クロワールの場合は、他国の姫と伯爵という立場になるので蓮弥の許し無しに行えば失礼に当たる話であったのだが、相手がシオンの場合は大公の娘とその配下の伯爵という立場になるので、実権的には別としてもシオンが不敬に問われることはない。

　机の天板の上に、クロワールに比べるとかなりボリュームのあるお尻が乗っかるのを横目でちらりと見ながら、蓮弥は一枚の紙を広げる。

　かなり上質の紙の上に、優ゆう雅がな字で文章が書かれたそれは、早朝に蓮弥の所に届けられた一通の手紙であった。

　差出人の名前を見たとたん、蓮弥は深々と息を吐はき出だして、その手紙をそのままゴミ箱に放ほうり捨てたい気持ちで一いつ杯ぱいになったのだが、そういうわけにもいかずに手元に残している。

　蓮弥が机の上に広げたそれを、シオンが興味を持ったように覗のぞき込んできた。

「手紙？」

「そう。エルフの皇帝陛下からの親書その二ってとこ」

　その一は以前クロワールに見せた紙の塊かたまりであったが、そっちはシオンの知らない話だ。

　前回エルフの皇帝が手紙に仕込んだ悪いた戯ずらに対する蓮弥の報復処置は、クロワールの話ではどうやらエルフの国側で解読することはできなかったらしかった。

　無論、解読等できるように作っていないのだから、できるもできないもないのだが、意図を汲くみ取ることができなかったという意味合いでクロワールは解読不能という言葉を蓮弥に対して使った。

　仕方なく皇帝はクロワールに手紙を寄よ越こし、蓮弥の意図に関して知っていることがあれば教えて欲しいと頼み込んだ。

　これに対してクロワールは少なくない報酬と引ひき換かえに、「普ふ通つうの手紙を送って来い、ということですよ」という短い返答を皇帝へ送った。

　切り返しとしては、実に上手なものだと蓮弥は感心する。

　ただ単なる意趣返しと説明するよりもずっと分かりやすい上に角が立たない。

「なんて書いてあるんだ？」

　物思いに耽ふけりかけた蓮弥の思考をシオンの声が引き戻す。

　エルフの皇帝からの手紙は、内容は普通のものであったが書かれている言葉はエルフ語であった。

　当然、シオンには全く読めない。

　人族の国に送る手紙にエルフ語を使うというのはどうなんだろうかと蓮弥は思ってしまう。

　トライデン公国は国力で言えば聖王国に次ぐ力を誇る結構な規模の国なので、エルフ語が読める人間がいないという可能性は皆かい無むなのだろうが、それよりも規模の小さい国等になると、読める人間がいないという状じよう況きようがあってもおかしくない気が蓮弥はするのだ。

　そもそも、エルフ自体があまり人族の大陸で見かけない存在なのだから、その言葉が広く知られているわけもない。

　ちなみにこのことは、蓮弥が居るクリンゲにおいては適用されない。

　街を歩けば普通にエルフの姿が見られるからだ。

　さらにそれだけエルフがいれば、その言葉を覚えようとする人族も出てくる。

　主に商人の中にそういった者が多くいるようで、既すでに幾いくつかのエルフ語教室が出現し、着々とエルフ語が扱える人族の数が増えていた。

　もっともこれは住民に限った話であり、蓮弥の部下である軍部の人間はまるっきりエルフ語が使えないものが大半を占しめる。

　使い道が無いから、というのが理由らしいのだが、一度彼かれらの目の前に美人ぞろいのエルフの女性をずらーっと並べてやったら気が変わるだろうかという人の悪い考えを密ひそかに持っている蓮弥であった。

「エルフの勇者の選定が終わったこと。それと人族の勇者にエルフの勇者を会わせたいこと。ついてはその打ち合わせの為に外交官をこちらへ寄越したいことが書いてあるんだが……単に二度手間になっただけじゃないか、これ。最初からちゃんとした手紙を送ってくればいいものを……」

　言葉の後半はシオンには何のことやら分からない話であったが、なんとなく蓮弥がイライラしていることは分かるのか苦く笑しようを浮かべる。

「それに……なんであのエルフの皇帝様はこういう手紙を俺の所に送って寄越すんだろうな？　俺から大公陛下にやってもいいですかーって問い合わせしなきゃいけないから、手間が増えるだけなんだが」

「それは……たぶんだが、あの皇帝陛下は私の母よりもキミを重視しているからだろうね」

　苦笑を浮かべたまま言うシオンに、蓮弥は頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべた顔を向ける。

「なんと言うか、エルフの皇帝陛下にとって、人族の公国の大公なんて大して気にならない存在なんだろう」

　大公に限ったことではないのだろうけれどもと思いつつシオンは言う。

　基本的にエルフは他種族に関してはあまり関心を持たない種族だ。

　近年、一部そうでもない部分が増えてきたという話もあったりするのだが、それでも大半のエルフはやはり他種族や他の大陸についてはほとんど興味を示さずに自分達の中だけで完結する者が多い。

　そんなエルフの中で、しかもあの皇帝が気に留める人族と言えば、蓮弥以外に誰だれがいるのだろうとシオンは思う。

「そんなことを言ったら、俺なんてその配下その一でしかないんだが？」

　当の本人にそういった自覚はないらしい。

「その言葉、大公陛下が聞いたら大笑いするよ……きっと」

　蓮弥を貴族化することで、一応対外的にはその首に縄なわをつけたということになっている大公ではあったが、シオンもメイリアも大公本人がそんな話を信じているわけがないことは十分承知の上であった。

　やっておかないと周りがうるさいので、形だけそれっぽく整えてみましたというのが、おそらく大公の本音だ。

　蓮弥にとってみれば、身分等というものはほとんどなんの意味も無い。

　ただ、もらっておいたほうが面倒が少なそうだという考えになったから伯はく爵しやくに納まっただけのことであって、不都合が出てくればあっさりと投げ捨ててどこかに逐ちく電でんしてしまうだろうことは明白だ。

　それだけに、蓮弥がきっちり内政やら設備投資やらに手を出し始めたという現状は、大公にとっても想定外の話ではあったのだが。

「レンヤが面倒なら、その手紙をそのまま大公陛下の所へ送ってそちらで交こう渉しようしてくださいって丸投げすればいいんじゃないかな？」

　考えるのは苦手、のシオンである。

　面倒な気配のするものは、全て首都に投げてしまえ、と短たん絡らく的てきに考えてしまうようだ。

「それが無難だろうな」

　蓮弥からしてみれば、あの皇帝である。

　多少適当にあしらってみても、特段問題になるようなことは無い気がしているのだが、話が勇者関連となれば国と国の間のことになっているのでそうも言っていられない。

　命令系統からいっても、大公側に一任してしまうのが当然の処置であるし、未だに文官の数が揃そろわない蓮弥の領内で話をするよりも、文官の数も揃い経験も豊富な首都の文官達にがんばってもらう方が間ま違ちがいがない。

　その程度のことは、いくら他種族に興味が無いエルフといえども分かりそうなものなのだが、皇帝に意見を陳ちん述じゆつするような文官はいないんだろうかと蓮弥は首を傾かしげてしまう。

　その辺の話は、エルフの国の現状が分からないのでいくら考えても答えが出るわけもなく、蓮弥はそれらの考えを一度完全に棚たな上あげすると、大公へエルフの国の対応をお願いする手紙を書くために筆記用具を引っ張り出し始めた。







第五章　エルフ族の勇者らしい







　グリューン＝パス＝ティファレトという名前の勇者がクリンゲを訪れたのは、蓮れん弥やがエルフの皇帝からの親書を首都へと送ってから数日経たった日のことであった。

　事前に大公から、近々そちらにエルフの勇者ご一行が来るから適当に応対しておいてという直筆によるハートマーク付きの命令書が届いてはいた。

　年ねん齢れい考えて文字を書けよと思ってしまう蓮弥であったが、一応きちんと正式な命令書の体てい裁さいは整えられていたので、文句も言えない。

　さらに今回の命令書にはエルフの勇者が訪おとずれる詳細な日時の指定がなかった。

　いくらなんでもあまりに適当過ぎるだろうと軽く憤いきどおる蓮弥であったが、これにはワケがあるのだとクロワールが蓮弥をなだめる。

　エルフはその長大な寿じゆ命みよう故ゆえなのか、日時というものにあまり執着しないらしい。

　大体この辺と決めてしまうと前後数日くらいは誤差の範はん囲いとして気に留めないらしいのだ。

　そんなエルフの事情をクロワールから聞かされた蓮弥は、よくそんな感じで国やら組織やらが回せるものだと感心したのだが、締しめなくてはいけないところに関してはきちっと締めているので問題にならないらしい。

　そういった事情から考えると、どうやら今回のエルフの勇者の人族の国への訪問は、比ひ較かく的てきどうでもいい行事に分類されているようだった。

「あまり堅かたく考えないことですよ。こちらの応対が適当でも誰も怒おこらないでしょうし」

　大公からの命令書に目を通しながらクロワールが言うが、そんなことでいいんだろうかと蓮弥は思ってしまう。

　だがそんな蓮弥の考えは、クロワールが命令書の一文を目にした途と端たんに浮うかべた真しん剣けんな表情を見てすぐにどこか脇わきの方にどかされてしまった。

「どうした？」

　基本的に蓮弥の周囲にいる女性達は、あまり難しい表情をすることがない。

　シオンに関しては言うに及ばずであったが、フラウやエミル等などは何を考えているのか分からないような微笑を浮かべていることが多いし、クロワールは立場がほとんど居い候そうろうなので、表情を変えるほどの事態に直面することがまず無い。

　メイリアはクリンゲを立ち上げた最初こそ目を三角にして書類の処理に忙ぼう殺さつされていたが、ちらほらと文官の数が揃い始めた現在では、部下に仕事を投げるということを覚えたせいなのか怖こわい表情をすることが少なくなった。

　唯ゆい一いつ例外は、事務と軍務の両方に足を突っ込んでしまっているローナくらいなもので、こちらはいまだに割り当てられた自分の部屋で眉間にしわを寄せつつ書類やら事案やらと格闘している。

　その様子は心配になったフラウが結構な頻度でお見舞いに行くくらいで、美容と健康に良いとフラウが主張する食べ物やら薬やらが連日、ローナの手元に届けられていた。

　もっとも、蓮弥からすると本当にそれらの物は健康やら美容やらに良いんだろうかと疑問に思う色や匂においのものばかりであったのだが。

　フラウは蓮弥に問われても、頑がんとしてそれらの材料を口にしなかったのだが、もらったものはきちんと使っているらしいローナの肌はだやら髪かみの艶つやを見る限りは、相当な効果があるらしかった。

　そのうち、首都の貴族の奥様方に売り込んでみようかと思う蓮弥である。

　それはさておき、蓮弥に問われて難しい顔をしていたクロワールは、命令書から視線を上げて蓮弥を見てこう言った。

「このグリューンって人なんですが……」

「うん？　名前からしてクロワールとかあの皇帝陛下の関係者だというのは分かるが、それが？」

　パス＝ティファレトというのはクロワールと同じ家名であり、エルフの皇帝と血けつ縁えん関係にあるということはすぐに分かる。

　だが、相手はあの皇帝であった。

　血縁関係といってもどういったルートでのどのくらいの関係なのかに至ってはさっぱり予測できない。

　なにせ正統とされるだろう血筋だけでも三十五人もいるのだから。

「グリューン兄様は、上から十七番目の陛下の子供になります」

「成人してないよな？　エルフ的に」

「未成年ですね。子供とは言えませんが」

　百歳さいを超こえていようが、エルフの国の常識に照らし合わせれば成人はしていないことになる。

　ただ、それがイコールで子供であるということに結びつくかといわれると、少しだけ話が違ってくるらしい。

「単に成人してないだけ、です。それはいいんですけど……」

「うん」

「私……この人知らないんです」

　そりゃ三十五人も兄きよう弟だい姉し妹まいがいれば、一人くらい知らない人がいてもおかしくはないだろうと言いかけた蓮弥であったが、次のクロワールの言葉に遮さえぎられる。

「私には上に三十四人の兄弟がいますが、三十三人までは名前と顔が一いつ致ちしてるんです」

「うん？」

　ここは一人だけ思い出せないことを突っ込むべきなのか、それとも三十三人も覚えていることを突っ込むべきなのか、蓮弥は迷う。

「ただ一人、このグリューン兄様だけが、名前は分かるんですが顔が思い出せないんです」

　クロワールが口にした言葉を蓮弥はしばらく考え、思いついたことをしゃべってみる。

「あまり会ったことが無いとか？」

「他の兄弟姉妹と似たり寄ったりです。大体年に一、二回程度ですね」

「すさまじく仲が悪かったとか、顔を忘れるくらいトラウマになるような経験があるとか？」

　肯こう定ていされたらされたで困るんだがと思いつつ尋たずねた蓮弥の言葉も、クロワールはあっさりと否定した。

「私、末の妹でしたので、大体可愛がられました」

「つまりどういうことだ？」

「分かりません」

　即そく答とうされて蓮弥の肩かたがコケる。

　だが、クロワールはあくまでも真剣な顔で言った。

「分からないのがおかしいんです。仮にも勇者に選ばれるくらいの人ですから、顔をあわせていれば何らかの印象が残っていてもおかしくないはずなんですが……」

　無能で取り得も無く、クロワールになんの心証も与えなかったというのであれば、まるでエアポケットのようにその人物に関する情報だけが抜けてしまっていても説明がつかないことはない。

　しかし、そういった人物が勇者に選ばれることは無いだろうとクロワールは言う。

　人族の召しよう喚かんされる勇者とは異なり、他種族の勇者は過去の実例からしてそれなりに実力のある者の中から一人が選ばれることになっている。

　無能であれば、候補にすら挙がらないはずであった。

「すみませんレンヤ。私がド忘れしている可能性も捨て切れませんので、この件についてはお役に立てそうにありません」

　あらかじめ相手に関する情報が得られれば助かる話ではあったのだが、クロワールはすまなそうに蓮弥に頭を下げる。

「気にするな。事前に何か分かってれば助かるという程度の話で、分からなかったからといって困ることもない。会えば分かる話だしな」

　そう言って少し慌あわてて、クロワールに顔を上げさせた蓮弥であった。

　エルフの勇者一行がクリンゲの転送門を潜くぐったのはその次の日のことである。

　先に伝令役のエルフが勇者の一行が来ることを告げ、その後を追うようにして転送門からぞろぞろとエルフが姿を現した。

　獣人族のように巫女を引き連れた一団でも、龍りゆう人じん族ぞくのように勇者が単独で来るような感じでもなく、何な故ぜだか革鎧と長ちよう剣けん、弓等で完全武装した兵士の一団だ。

　転送門を守備していた兵士達の間にざわめきが走る。

　転送門を使用する場合、ある程度の武装は仕方が無いとしても完全武装でがちがちに固めた状態で門を潜ることは稀まれだ。

　それは門の転送先が他国であればさらに稀な話となる。

　無論、一度に大量の兵士を転送させることはできないのだから、何かおかしな真ま似ねをすれば出てくる端から各個撃破していけばいいだけなのだが、それでもクリンゲ側の兵士の間には緊きん張ちようが走った。

「すまない、人族の兵士諸君。我々は故ゆえあって武装しているが、不届きな真似をしに来たわけではない」

　ショートカットの金きん髪ぱつに碧へき眼がんといった容姿のエルフの女性兵士が声を上げた。

　流石さすがにこの場において、エルフ語をしゃべってさらに混乱を拡大させるつもりは無いらしく、使用している言葉は人族の言葉である。

「私の名はスクルド＝ソルヴァイズ。今回勇者護送の任務についている。武装はその為ためのものであり、決して諸君らに向けられたものではないことを、皇帝陛下の御み名なにおいて約束する」

　ぴんと良く通った声を聞いて、クリンゲ側の兵士達は顔を見合わせる。

　エルフの国は、トライデン公国というよりも蓮弥個人に対してという方が間違いなかったが、友好的な国として兵士達には認にん識しきされていた。

　だからこそ、スクルドと名乗った女性兵士の言葉は信じるに値あたいするものではあったのだが、その言葉を信じてしまうと次に一つ疑問が残る。

　それは何故、勇者を護送しているのか、ということだ。

　少なくとも勇者に選ばれたのだから、一般の兵士とは比ひ較かくにならないくらいの強さを誇ほこっているはずである。

　その勇者を、戦力的に劣おとるはずの一般兵士が護送しなくてはならない理由とはいったいなんであるのか、と。

　そんな疑問を抱いだいたクリンゲの兵士達の目の前に、さらに彼かれらを混乱に陥れる代しろ物ものが門の中から姿を現す。

　それは太い鉄の棒で作られた檻おりであった。

　一メートル半四方くらいの大きさのそれは、木製の台車の上に載せられており、台車自体は四人のエルフが人力で引いている。

　その檻の中に、細い人ひと影かげが膝を抱きかかえるようにして座らされていた。

　さらりとした金髪の間から見える尖とがった耳。

　俯うつむき加減の顔からは、青い瞳ひとみだけが何故だか爛らん々らんと光を放っているように見える。

　口元は、何かの皮で出来たマスクと、細い何本もの鎖くさりでがっちりと固定されており、声が出せるようにはなっていない。

　着せられている服は、服というよりもただの布の筒に腕が出せるような穴の空いたものを首の辺りでやや絞ったもので、その首には無骨な首輪がつけられ、その首輪は四本の鎖で檻につながれていた。

　腕も手て錠じようが嵌はめられており、その手錠もやはり四本の鎖で檻につながれ、足には錘おもりのついた足あし枷かせががっちりと嵌められている。

　どこからどう見ても囚しゆう人じんの護送、それも相当凶きよう悪あくな囚人を護送するような様子にしか見えない。

「これは一体……？」

　他に言うべき言葉も見当たらず、転送門の守備兵の誰かが呟つぶやいた言葉に、スクルドが応じる。

「彼がエルフ族の勇者として選定された、グリューン＝パス＝ティファレトだ。どなたか、クヌギ伯爵にお取り次ぎ願いたい。ただ……格式ばった謁えつ見けんは御ご辞じ退たいしたい。可能ならば、この場で顔だけを改めて頂き、すぐエルフの国に連れ戻もどしたいのだ」

「こ、これが勇者だとおっしゃるのですか？」

　スクルドの言葉に、とりあえず蓮弥へ報告を上げるべく兵士の一人が走り出したが、その場を任された兵士達は信じられない言葉を聞いたように呆ぼう然ぜんと檻の中の人物を見つめている。

　その兵士の中の一人の問いかけに、スクルドは重々しく頷うなずいた。

「言いたいことは分かるが、事実だ……事実なのだ」

　同時刻、先立ってエルフの国から送られてきた手紙に目を通していた蓮弥は、自室の椅い子すの上でひっくり返っていた。

　机の上に放り投げられた手紙には、こう書かれている。

　グリューン＝パス＝ティファレトは現皇帝の正統な血筋にある第十七位の皇子であり、同時に判明しているだけで八件三十名、さらに関かん与よが疑われているものに関しては二十九件八十七名の殺人を犯したとして収しゆう監かん中ちゆうの重犯罪人である、と。




　グリューン＝パス＝ティファレトについてきちんと知る者は少ない。

　実の親である現在の皇帝は、彼がどんなエルフであったかと問われると、こう答えたと言う。

「それは……誰であったかな？」

　流石に側近たちから総ツッコミを食らった皇帝は、ようやく思い出したかのようにこう語った。

「あれの母親は……なんというか実に……自由であり、かつ影かげの薄うすい女性であったな。美しい女性ではあったと思うのだが、よく覚えておらぬ。……別に私の記き憶おく力りよくに問題があるわけではなく、彼かの女じよが言うには存在自体が薄く認識される才能があるのだそうだが……何故そのような女性を口説いたかと？　その耳元に愛を囁ささやくのに、女性である以上の条件が必要であろうか？」

　この後、エルフの女官達の絶対零れい度どの視線に晒さらされた皇帝は、慌ててその場から逃げ出したという逸いつ話わつきの話である。
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　何故このような話になったのかと言えば、現在の皇帝が即そく位いした直後に色々と揉もめた時期があり、皇帝を狙った暗殺事件が数件発生した頃ころにまで話が遡さかのぼる。

　素行のあまりよろしくない現皇帝の即位には周辺の貴族達の中に少なくない数の反対派が存在しており、その中の強硬派が行った事件である、と言われてはいるのだが、確たる証しよう拠こは現在に至るまで出ていない。

　問題は、その皇帝に差し向けられた暗殺者の中に女性の暗殺者が含まれていたことである。

　自分へと差し向けられた暗殺者を、単独で退けてしまった皇帝も規格外と言えばそうだったのだが、さらに規格外なことにその退けた暗殺者を手て篭ごめにしてしまったのだ。

　本人は愛を育んだ結果と言い張るが、相手がどう思っていたのかは定かではない。

　加えて一連の事件を引き起こした貴族達をなんとか処罰しようと証拠集めや証言集めに時間を消費した結果、手篭めにされた暗殺者が子を産んだ、というのが事の発ほつ端たんである。

　この辺りの話は人族であるならば考えられないことであったのだが、そこは無む駄だに気の長いエルフ達のこと。

　なんだかのんびりと調査等している間に、何故だか暗殺者がいつの間にやら子供を作ってしまっており、さらにその子供が皇帝の子供であるらしいということが判明した時のお偉えらいさん方の顔は見ものであったとは皇帝本人の談ではあるが、巻き込こまれた方はたまったものではない。

　かくして世にも珍めずらしい、暗殺者と皇帝との間に出来た子供であるグリューンの誕生となる。

「ちなみにその母親とやらは？」

　スクルドから説明を受けていた蓮弥は、気になっていたことを尋ねる。

　まさかとは思うのだが、皇帝の想おもい人だからという理由で助命されているのではないだろうかと思ったのだ。

「母親は裁判を受けた後、大逆罪にて処刑されております。皇子の身み柄がらは皇后様に預けられました。生まれてくる子供には罪は無し、と判断されたと聞いております」

　母親が違ちがうのに正統とされるのは、この辺りの事情によるらしい。

　預けた皇帝も皇帝であるが、受け取った皇后もまた中々に懐ふところが広いというか心が広いというか、普通受け取るか？　と蓮弥は思ってしまう。

「その罪無しと判断された皇子が、なんでまた重犯罪人になんか？」

「そ、それはその……何と言いますか……」

　話の最も重要な部分を蓮弥が尋ねると、スクルドは視線をそらして言葉を濁にごす。

　あまり、外部に漏もらしたくない話だということは事情を知らない蓮弥にも分かりきっているのではあるが、だからといって確かく認にんしないわけにもいかない。

「言えないのであれば、本人に聞いてみようか？」

　スクルドから目を離して、蓮弥は部屋の中央に置かれている檻の中へと目をやる。

　中に入っているグリューンの拘こう束そくを解くことを、護送してきた兵士達たちは異常に嫌いやがった。

　拘束を解いたが最後、その姿を見失うと言うのだ。

　意味が分からない蓮弥であったが、ではその檻を応接室に通せるかと言われれば通せるわけがない。

　仕方なく蓮弥は檻が載のったままの台車を、倉庫の一つに運び込ませてそこで話をしている。

「口の拘束を解くことはできません。彼は魔術の使い手としても達人なのです」

　檻に近づこうとした蓮弥を押おしとどめながら、慌ててスクルドが言う。

　蓮弥は困ったように眉根を寄せた。

「いやだって、お前が説明してくれないわけだし」

「ですから今回は顔だけ確認して頂ければと……」

「うちのクルツと行動を共にするであろうエルフの勇者なのだろう？　素す性じようも知れない相手と一いつ緒しよに戦せん闘とう行動するなんて、ぞっとするぞそれは」

　自然に「うちのクルツ」等という言葉が口から出てきた蓮弥に、周囲の警護に当たっている人族側の兵士達の顔に苦笑めいたものが浮かぶが、エルフ側の兵士達は顔を強こわ張ばらせたままだ。

　説明しなくてはならない事柄であることは理解しているが、説明しかねるといった感じのエルフ達に、蓮弥は一つ溜ため息いきをついてから提案する。

「じゃあ、俺おれが一人で対面するから、みんな外に出てろと命令しようか？」

「い、いえ、それは……伯爵閣下にもしものことがあれば……」

「一緒に一度戦った仲だから聞くけれども、この子は俺より強いの？　正直に答えてくれるか？　ここから先の話は無かったことにするから」

　スクルドは、以前エルフの街が魔ま族ぞくに襲しゆう撃げきされた時に蓮弥の戦闘を間近で見ている。

　そのスクルドが言うくらいなのだから相当な手て練だれなのかと思った蓮弥であったが、スクルドは首を振ふって即答した。

「レンヤさんには及ばないと思います」

　スクルドの答えに、エルフの兵士達はぽかんと口を開いたままスクルドの顔を凝ぎよう視しし、檻の中にいるグリューンも驚おどろいたのかわずかに目を見開いてスクルドを見る。

　そんな視線に気づいているのかいないのか、スクルドは自信を持って続けた。

「正直に申し上げまして、正面から戦えば二、三分もてば上等くらいなものでしょうか。無論、私等ではレンヤさんと斬きりあったら一合で終わるでしょうが」

　自然に呼び方が伯爵閣下からレンヤさんに変わっているが、蓮弥はそれを咎とがめる気はない。

　今交わされている会話は、無かったものとして扱あつかわれる会話なのであるし、スクルドは一度肩かたを並べて戦った戦士である。

　蓮弥からしてみれば閣下等と呼ばれる方が本来は居心地が悪い話だった。

「じゃあ、何が心配なんだ？」

「正面から、と申し上げました。……拘束を解いた場合、彼はすぐに逃走に移ると思われます。そして彼が逃走した場合、レンヤさんでも取り逃がす可能性が非常に高いのです」

「なるほど」

　向かって来る相手ならば、多少素早かろうが視界に捉とらえることができなかろうがいくらでも対応できる自信が蓮弥にはあった。

　しかしこれが逃げに徹てつする相手となると話が変わってくる。

　周囲一帯を焦しよう土どと化しても良いのであれば、広範囲に魔術をバラまいて制圧することも可能ではあったが、そういった方法が取れない場所、例えば今いるような街の中等では、一いつ旦たん視界から消えられてしまうと、そのまま逃げ切られる可能性は高かった。

　蓮弥の技能や能力は、あくまでも向かってくる相手に対するものであって、逃にげる相手とは相あい性しようが悪い。

　その上蓮弥は檻の中に座るグリューンを観察している間に、どうやら彼が隠いん蔽ぺいや隠おん密みつといった自分自身を捉えられにくくする能力の持ち主らしいことに気がついていた。

　目の前でただ座っているだけだというのに、その存在が掴つかみにくく、顔立ち等も整っているのは分かるのだが、一旦目を離してしまうとどんな顔立ちであったのかがはっきりと思い出せないのだ。

「彼が拘束を解かれた状態で国に戻ると……被ひ害がい者しやが増えると思われます」

「あれ？　人族の国の被害は考えてないのか？」

「可能性が無い、とは言いきれませんが、非常に低いものと思っております」

　スクルドの言葉から蓮弥は快楽主義者という線を消す。

　行こう為いに楽しみを見み出いだすタイプなのであれば、相手がエルフでも人でも構わないはずだった。

　エルフ専門という可能性は消しきれないが、グリューン本人を見る限りその線も薄いだろうと蓮弥は考えている。

「そうすると、やっぱりワケありか……」

「分かりますか？」

「なんとなくね。気休め程度の判断基準な上に月並みな台詞せりふなんだけど、目を見るとなんとなくわかる」

　本当になんとなくというレベルの話であるのであまり胸を張って言えた話ではなかったのだが、人を殺すという行為を手段とするか目的とするかで目の色が違ってくると蓮弥は思っている。

　どう違うのかと問われれば言葉に困る。

　よく濁っているとか腐っているという表現をされるが、そういった言葉は蓮弥からしてみれば何か違う気がするのだ。

「殿でん下か……」

　思わずといった感じでスクルドが漏らした言葉に、蓮弥は自分の考えが間違っていなさそうなことを悟さとる。

　この場において殿下と呼ばれる立場にあるのはグリューン一人しかおらず、檻の中の囚人という状態にあってなお、そう呼ばれるに足る人物であるということだ。

「スクルド、やっぱりこの人の口だけでも解放してくれ。責任は俺が取る」

「レ……伯爵閣下……」

「本人の口から言葉が聞きたい。頼む」

　蓮弥に頭を下げられても、スクルドはしばらく逡しゆん巡じゆんしていた。

　しかし、蓮弥が一向に頭を上げないのを見ると、何度か口を開いたり閉じたりした後で、そっと小さく言った。

「グリューン殿下の口の拘束を解いて差し上げろ」

「隊長……」

「命令だ。責は私が負う」

　きっぱりと言い切られて、エルフの兵士達はやや躊躇ためらいつつも檻に繋つながっている鎖を外す。

　それだけでは口枷が外れることは無かったが、口枷本体の縛いましめは蓮弥が檻の外から〈操作〉の魔ま術じゆつを使用してその留め金を外した。

　ぽとりと口枷が落ちると、グリューンの容よう貌ぼうが全すべて見て取れるようになる。

　ここで蓮弥はようやくグリューンの顔をはっきりと目で捉えることができた。

　それまでなんとなくぼやけたような感じの視界を邪じや魔ましていた何かが、口枷が外れると同時にさっと晴れたのである。

　露あらわになったグリューンの顔を正面から見つめつつ、蓮弥が尋ねた。

「お初にお目にかかるな、エルフの勇者殿。何か言いたいことはあるか？」

「私は……」

　蓮弥の問いかけに答えたグリューンの声は、エルフにしては低く太く、そして落ち着いていた。

「エルフの皇こう帝ていを父に持ち、その父を殺そうとした暗殺者を母に持つ者だ。人族の伯爵よ、お前はそれを笑うか？」

「そうだなぁ」

　蓮弥は顎あごに手を当てて考える。

　周囲のエルフ達が息を呑のむ音が聞こえた。

　それは、蓮弥の返答一つで何か致命的なことが起こりかねないことを知っていたからであろう。

「なんと言うか物珍しく愉快な状じよう況きようではあるな」

　さらっと答えた蓮弥に、檻の中から殺気が吹ふき付ける。

　その凄すさまじさに青ざめる兵士達を見ながら、けれどもと蓮弥は続けた。

「その出自を理由にお前を笑う気にはなれないな」

「……理由を尋ねても？」

「子は親を選べない。だから親を理由に子を笑うことはできない。また、親がどんな存在であろうと子の前で親を笑うような奴やつは、子から殺されても文句は言えないだろう。ただ……」

　一旦言葉を切り、なんと言ったものかと考えてから蓮弥は再度口を開く。

「お前の母親を俺は知らないからなんとも言えないが、皇帝の方は一度会っている。あの皇帝の息子という一点だけで、笑う笑わないの前に苦労しているんだろうなと同情を禁じえないところはあるな」

「……お心ここ遣ろづかい、痛み入る」

　短く応じてから、グリューンは鎖に拘束されて動かない身体からだをごそごそと動かし、多少居住まいを正した後で蓮弥に向けた頭を下げた。

　蓮弥目め掛がけて吹き付けていた殺気が、最初から無かったものであるかのように消しよう滅めつする。

「このような有様でお目にかかる失礼をお詫わびする。私はエルフ族の勇者に選定されたグリューンという者だ。このような身の上の者ではあるが、人族の勇者殿に助力すること、どうかお許し願いたい」

「こちらこそ、エルフ族の勇者殿にこのような場所で応対する無礼をお詫びする。お詫びしておいてなんなんだが、その状態では応接室にお通しすることもできないので、この場にて勇者と対面願いたいのだがよろしいだろうか？」

「身に余る光栄だ。人族の勇者殿にご足労願わなくてはならぬこの身の不徳を幾いく重えにもお詫びしたい」

　ぎしりと鎖が軋きしむほどに身をかがめて頭を下げたグリューンの声音は、酷ひどく静かで穏おだやかなものであった。

「レンヤ！　思い出だしましたよ！」

　話がまとまった後、蓮弥はクルツを呼んでグリューンと面会させ、その場で二人の勇者が協力を誓ちかい合った後、エルフ達はグリューンに口枷を嵌めなおすと早々に転送門を潜って国へと戻っていった。

　随ずい分ぶんと慌ただしい来訪だったなと蓮弥は思ったのだが、エルフの国にも色々と事情があるらしい。

　仕事が終わったクルツを獣じゆう人じん族ぞくの巫み女こ達たちに引き渡し、自室へと戻る蓮弥に声をかけてきたのはクロワールであった。

「グリューン兄様のこと、やっと思い出しました。あ、顔はいまだに思い出せないんですけど」

　何気にちらりと酷いことを言うクロワールと並んで廊ろう下かを歩きながら蓮弥は尋ねた。

「何を思い出したっていうんだ？」

「兄様が犯罪者になった経けい緯いです」

「実際会ってみたから、予想はつくけどな」

　母親が卑いやしい職業の出自ともなれば、その息子というのは皇帝に何かと文句をつけたい貴族達からすれば絶好の攻こう撃げき目標となる。

　皇帝本人を馬ば鹿かにすれば不敬罪が適用されるので、それを行うことはできないが、なんの権限も持たない息子や大逆罪で処刑された母親ならば、いくら言葉で貶おとしめようともどこからも文句が出ることはない。

　皇帝本人ですら、息子はなんとかかばえたとしても、母親に関しては罪が確定してしまっているせいでかばうことができないはずだった。

　だったら初めからそんな立場の女性と子供なんて作るなという突っ込みもできなくはなかったのだが、そこは深遠にして玄げん妙みようなる男女の仲というやつだ。

　自分ごときでは想像しえない何かがあったのだとしても、何もおかしいことはないと蓮弥は思う。

　自分を殺しに来た暗殺者と恋に落ちてはいけないという法律は、蓮弥の知る限り存在しない。

　蓮弥から見てあの皇帝は、節操は無いが無責任ではない。

　グリューンについても、可能な限り自分の庇ひ護ご下かに置くつもりではあったのだろう。

　しかし、グリューンは皇帝にまで届きかけた刃を持つ母親と、エルフという種族の頂点に上り詰つめた父親の両方からその才能を受け継ついでしまっていた。

「才能はあっても、精神的に未熟な皇子様は、思わずかっとなってヤっちゃった、というところか？」

「まるで見てきたようですよレンヤ」

　後で取られた調書を見る限りでは、相当我が慢まんに我慢を重ねた結果のようですけれども、とクロワールは言う。

　度重なる貴族達からの言葉の攻撃に、堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れたグリューンはその受け継いだ才能を全て使って、彼と彼の母を侮ぶ辱じよくし続けた貴族達の一族郎ろう党とう全てを皆みな殺ごろしにしかけたのだという。

「件数と人数が多いのはそのせいか」

「本来なら即時処刑されるところだったんでしょうけど、事情を知る父様がなんとか助命できる方法は無いものかと模も索さくしまして……職権濫らん用ようですが。幸い……でもないんですが、件数と人数が多すぎて事件の検証にかなりの時間を費やすことになってまして、現在進行形であの状態なんですね」

　クロワールがグリューンの顔と名前を一致させられなかったのは、無意識下になのかグリューンが常時発動させている隠蔽の技能の結果らしかった。

　目の前にその姿があったとしても、その技能のおかげで存在は希き薄はくにしか感じ取れず、顔立ち等などの情報は曖あい昧まいで記憶に残りにくい。

「しかし、侍さむらいっぽい龍人族に、脳みそまで筋肉の獣人族、そして今度は生きつ粋すいの暗殺者っぽいエルフか。どうにも勇者の顔ぞろえがキワモノすぎやしないかね？」

　勇者という肩かた書がきを最大限に利用すれば、身柄を蓮弥の領地内に移すことは可能だろう。

　さらに首しゆ尾びよく魔ま王おうを討とう伐ばつできれば、その功績と引ひき換かえにして命を拾うことも難しくないはずだった。

　この辺りの話をネタにして、皇帝にグリューンの身柄をこちらに預けさせる交こう渉しようが必要だろうなと思いつつ呟いた蓮弥の言葉に、クロワールはきっぱりとこう答えた。

「女好きで破滅した前勇者といい、単独で一軍を壊滅させてしまう今の勇者であるクルツさんといい、その元締めのレンヤといい……キワモノの極みは人族の方にあると思うのは間ま違ちがっていますか？」

　言われた蓮弥は答える言葉を持たず、そっと視線を宙に彷徨さまよわせるのであった。







　エルフ族の勇者であるグリューンの身み柄がら引ひき渡わたし交渉は、メイリアが呆然とこんな短期間で決まってしまっていいのでしょうかと呟くほど簡単に終わった。

　グリューン達の一団がエルフの国に帰るのを追いかけるかのように、蓮れん弥やが皇帝へと出した手紙には、囚人扱いされているグリューンの身柄を蓮弥の手元で預かりたいことと、首尾よく魔ま王おう討とう伐ばつの任務を遂すい行こうし終えた場合には、その功績をもってグリューンの罪への恩おん赦しやと、その母親に科せられている大逆罪の取り消しを願う文章が書き連ねられていた。

　その母親がいなければ、勇者グリューンの存在とて無かったわけであり、その功績は大逆罪を取り消すのに十分だろうという言い分だ。

　蓮弥はそれなりの地位にあるといっても、所詮は人族の大陸における一つの国家の一貴族に過ぎず、当然これは立場というものを全く考えていない上にエルフの国家に対する内政干かん渉しようと罵ののしられても仕方のない手紙だった。

　当たり前の反応で、エルフの貴族達の中から反発する者が現れる。

　しかし、エルフの皇帝はその反発する者たちの主張をゆっくりと聞いた上でこう言った。

「貴き殿でんらの言い分、あいわかった。……では貴殿らのうちの誰だれか、この手紙の差出人の所へ赴おもむいて今私に聞かせてくれた意見を直接述べてきてはくれぬだろうか？」

　表情を変えず、淡々と言い放った皇帝の言葉に、ある者は急な用事を思い出し、またある者は蒼そう白はくな顔で自分の訴えを即そく座ざに取り消して皇帝の前を辞したという。

　この話を後で聞かされた蓮弥は、そんなにおびえることは無いだろうと思ったのだが、少ない兵士を率いて何十倍かの魔ま物ものの軍を退け、本人も魔族との一騎打ちで魔族を無力化し、皇女であるクロワールにトドメを刺させたという蓮弥の名前は「触るな危険」の一言と共にエルフの貴族達の間に広まっているらしかった。

　そのことを十二分に承知している皇帝は静かに膝ひざの上で指を組み、少しずつ減っていく反対派の貴族達を眺ながめ、やがてその姿が一人として目の前からいなくなると、ゆっくりとグリューンの身柄引き渡しに関する書類に署名をし、それに必要な命令書を書き上げて印を押す。

　人のことを何だと思っているんだと憤ふん慨がいする蓮弥ではあったが、クロワールも、命令書と共に蓮弥の元に送られてきたグリューンも、皇帝の行動は正しいという意見で一致している。

「内政干渉だと責められれば、そこをなんとかとお願いするくらいのことはするぞ、俺!?」

「「え？」」

　兄きよう妹だい揃そろっての疑ぎ問もん符ふを叩たたきつけられて、不服そうではあったが蓮弥が沈ちん黙もくに追い込まれた。

　ちなみに、後でどうしても納なつ得とくのいかない蓮弥はシオンとローナに同じことを言ってみたのだが、反応はエルフの兄妹と全く同じものであった。

　それは余談としても、そういった経緯によりグリューンの身柄は正式に蓮弥の元へと引き渡されることになる。

　扱いとしては一応、客人として人族の勇者に請こわれて逗とう留りゆうすることになった、という体てい裁さいを取っている。

　事実がどうであれ、人族の貴族の要よう請せいに応じざるを得ませんでしたとは言えないからだ。

　この件について最後まで文句を言っていたのは、勇者の要請で体裁が保てるならそう言ってくれればいいのにと一人ぶちぶちと呟いていた蓮弥であったことは言うまでもない。

　何はともあれこれにより、人族国家の一つのさらにそこの構成員の一人でしかない蓮弥の手元には、世界に四人しかいない勇者のうちの三人が集ったことになる。

「俺、がんばったら人族の大陸くらいなら統一できそうな戦力を手に入れたんじゃないか？」

　実際のところ、蓮弥が命じて言うことを聞きそうなのはクルツ一人しかいない。

　しかし、グリューンはエルフで、人族に対する何らかの思い入れは無さそうに見える。

　案外、何らかのエルフにとってのメリットを提示してやれば、素す直なおに協力しそうな気配があった。

　レパードに関しては、だまくらかして協力させるのはそれほど難しいことではない気がする。

「謀む反ほんか？　謀反を起こすならぜひ事前に一報入れてくれと母様が言ってたんだが」

　迷めい惑わく料りようという名目で、エルフの皇帝から贈られてきたグリューンが生活するために困らないくらいの金銭や資材のリストに目を通しながら蓮弥がぽつりと漏らした言葉をたまたま耳にしたシオンが、兵士に交じってそれらの品物を倉庫へ運び込む手を休めて蓮弥に言う。

「いや、そんな面めん倒どうなことはしないが……一報もらって大公陛下はどうするっていうんだ？」

　考えの足りない人ならば、大陸全土を制せい覇はして最高権力者になる等という夢を見そうなものだが、蓮弥からしてみれば何故にわざわざ好んで面倒を背負い込まなければならないんだと疑問に思ってしまうだけのことだった。

　伯はく爵しやく領りよう一つを運営するだけでも結構な労力であるのに、その何倍あるか分からない大陸等管理できるわけもないと思ってしまうのだ。

「さっくり諦あきらめて、なんとかレンヤを篭ろう絡らくする方法を考えるそうだ」

　さらっと答えたシオンの言葉に、蓮弥は愕がく然ぜんとする。

「何考えてんのあの人は!?」

「私とメイリアも及ばずながら手を貸すつもりだ。だから是ぜ非ひ事前に教えてくれ」

「何考えてんのお前らも!?」

「父様も、レンヤが立つ時には一言相談して欲ほしいって言ってました」

「クロワールさん!?」

「人族の大陸に、エルフの大陸のような統一国家が出現することは喜ばしいって……ただ、レンヤを上座に立てるので、エルフの国に攻せめてくるのは勘かん弁べんしてくれるようにお願いしてくれって頼まれてます」

「だからしないって！　何を恐おそれてんの皇帝陛下!?」

「伯爵……俺、少し自重するから獣人族の国を攻めるのだけは……なんなら、巫み女この何人か都合してもいいぞ？　カエデは……大人しく協力するから見逃してやってくれ」

「うっさい脳筋！　黙だまって荷物を運べ、阿あ呆ほう！」
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　何な故ぜか神妙な面持ちで近寄ってきたレパードを、蹴けり飛ばして蓮弥は追い返す。

　常つね日ひ頃ごろから力を自慢している獣人族の勇者殿は、上う手まい具合にクリンゲの兵士達に乗せられて荷物運びを手伝わされていたらしい。

　蹴り飛ばされて耳と尻尾しつぽを丸めて逃げていくレパードの向こう側に、何故だか両手で頬ほおを包みながらうっとりとした表情で「レパードったら……」と呟きつつくねくねと身をよじっているカエデの姿が見えたのだが、蓮弥は努めてそれを見なかったことにする。

　本人達は気づかれていないつもりらしかったが、このレパードという勇者とカエデという巫女は、所いわ謂ゆる相思相愛の仲であるらしく、物陰やら街の隅っこやらで二人っきりで居るところをかなりの頻ひん度どでクリンゲの兵士達に目撃されている。

　何故だか当然のようにそれらの情報は蓮弥のところに正式な報告として上げられており、蓮弥自身はどうでもいい情報として右から左に受け流しているのだが、街を巡回する兵士達の間では獣人族の勇者が行くデートコースマップなるものまで作成されているという話だ。

　こちらも蓮弥の耳には届いているのだが、仕事中に何を作っているんだと出で歯ば亀かめ気味な兵士達をしかりつけたらいいのか、それとも獣人族の知覚に引っ掛からないままそこまで詳細に調べ上げた手しゆ腕わんを褒ほめればいいのか悩みどころの一つとなっている。

「思うにレンヤは、ぽっと出てきた割にその周囲に与える影えい響きようが大きすぎるのが問題だと思うんだ」

　集まってきた面々をしっしと追い払はらう蓮弥に、シオンが言う。

　急に一体なにを言い出すんだと蓮弥がシオンを見るが、その視線に気がつかないかのようにシオンは続けた。

「普ふ通つう、レンヤくらいの武力を誇るような人物は、有名になる前から何かと噂うわさに上るものだが、レンヤの場合、いきなり名前が出てきたと思ったら魔族と戦ったり勇者をシメたり貴族になったりと、大きな話ばかりが情報として流出しているのではないかと私は思う」

「いや、それ全部事実ですけども……」

　クロワールが突っ込むが、シオンはこれを無視してさらに続ける。

「つまり、レンヤという人物に関する情報が少なすぎるせいで、大きすぎる成果ばかりが先行し、レンヤのイメージとして『魔王』だの『殺さつ戮りく者しや』だの『魂たましいの回収者』だのといった呼び名がはびこっているのではないかと……」

「いやちょっと待て、それは初耳だぞ俺は」

　ぴっと人差し指を立てて滔とう々とうと語るシオンの肩かたを叩いて、蓮弥がさえぎる。

　しゃべるのを止められたシオンは、一体何の用だと言わんばかりの目で蓮弥を見るが、蓮弥としてもここはスルーできない話題であった。

「その聞くだけで恥はずかしくなるような呼び名は一体何なんだ？」

「人族の大陸で、まことしやかに流れているレンヤの字あざ名な」

「誰が流した、誰が？」

「そんなの私が知るわけないじゃないか。……聖王国でなんか『漆しつ黒こくの背教者』と呼んでいるらしいぞ？」

「本人の知らない所で妙な呼び名をつけるな！」

　思わず声を荒あらげる蓮弥であるが、続くクロワールの言葉にさらなる衝しよう撃げきを受けることになる。

「エルフの国では『剛ごう剣けんの来訪者』もしくは『火か炎えんの断罪者』って呼んでます」

　魔族との斬り合いであったり、その魔族を火あぶりにしたりしたところから付いた名前なんですよね、とクロワールがにこやかに笑うが、蓮弥からしてみれば笑い事ではない。

「すぐにやめさせろ！」

「そんなご無体な」

　顔をしかめるクロワールであるが、その程度のことで蓮弥としても引き下がるわけにはいかない。

　そもそも、あの魔族に火をつけてトドメを刺さしたのはクロワールであるのだから、断罪者の方は身に覚えが無いと言い切ってもいいはずだった。

　その事実をクロワールに突きつける蓮弥であったが、それをやらせてくれたのはレンヤですしとの切り返しに返す言葉を失う。

「二つ名が付くというのは、結構名誉なことなんですよ？　しかも自分で名乗ったわけじゃないのに自然とついた名前なんて賞賛の証あかしじゃないですか」

　もっと自信を持ってくださいと言うクロワールであったが、蓮弥は陰いん鬱うつな表情で頭を抱かかえてしまう。

「俺は、謹つつしんで遠えん慮りよしたい……」

「まぁレンヤならそう言うとは思ってたが、そこで一つ提案があるんだ」

　シオンの言葉に、蓮弥はまたロクでもないことを言い出すのではないかと思いつつも目を向ける。

「なんだ、とりあえず言うだけ言ってみろ」

「人族とエルフ族に関しては手て遅おくれとして」

「手遅れ、って何だ手遅れって!?」

「手遅れとして、獣人族のいる南の大陸と、龍りゆう人じん族ぞくがいる北の大陸でならまだ間に合うのではないかと思うんだ」

　手遅れの部分を強調されれば、蓮弥としても言うべき言葉が見当たらない。

　それはさておくとしても、一体シオンが何が間に合うと言いたいのか蓮弥にはさっぱり分からなかった。

「つまり、なんらかの二つ名が定着してしまう前に、きちんとレンヤというのはこういう人物ですよということを見せれば、レンヤが嫌がるような二つ名が付かないんじゃないかって思うんだがどうだろうか？」

「……そうかぁ？」

　比ひ較かく的てきまともな提案に聞こえはするが、シオンの提案である。

　どこかに落とし穴が待ち構えているような気がして仕方の無い蓮弥だ。

「呼び名云うん々ぬんは脇わきにどけておくとしてもよ。俺おれも一度伯はく爵しやくには俺達たちの国に来て欲しいと思ったりするな。共に戦う間柄なら、一度俺達の故郷を見て欲しい」

　いつの間にやら戻もどってきたレパードが口を挟はさむ。

　こちらも言っていることはまともなことに聞こえるのだが、言っている人物がレパードであるだけに何か穴が空いている気がして仕方がない。

「お前、国から厄やつ介かい払ばらいされている最中だろうが？」

　ジト目で睨にらみつけつつそう蓮弥が言えば、さっとレパードは目をそらした。

　その陰になっている背後からカエデが姿を現して蓮弥に言う。

「それは確かにそうなのですが。現状、比較的状じよう況きようが安定しておりますし、私どものことをよく知って頂く為ために短い期間でも伯爵様に御ご来らい訪ほう頂けるのであれば、この私がお膳ぜん立だてを致いたしますが？」

　国こく賓ひんは無理でもＶＩＰ待たい遇ぐうは約束できますよ、とカエデに言われて蓮弥の心も少しだけ揺ゆらぐ。

　貴族に取り立てられてからこっち、あまり気楽に旅行もできない状態だった上に、勇者関連の話ばかりで気分転換もしたい。

　しかも行き先が行ったことの無い獣人族の国ともなれば、興味がそそられる。

「エルフの皇子様の身柄をお引き受けになって、おそらくあちこちから調査の為の人員がこちらに流れ込んでくるものと思われます」

　悩む蓮弥にそっと身を寄せて、カエデが囁ささやいた。

　はっとした表情で蓮弥がカエデの顔を見れば、カエデは含ふくみのある笑えみを浮うかべてみせる。

「彼かれらの矛ほこ先さきをかわす意味合いでも、一度私どもの国に来られてみてはどうかと。もちろん、皆みな様さまで」

　是非そうしてくださいなと笑うカエデ。

　これは計画的な話なのか、それとも突とつ発ぱつ的てきな成り行きの話なのか。

　判断が付かないまま、おそらく流れで彼らの国に赴くことになるんだろうな、と思ってしまう蓮弥であった。







エピローグ　獣人族の国らしい







　通常、蓮れん弥やのような立場の人間、所謂、とある国においてそれなりの地位がある者が他国に赴く場合は、それなりに面倒な手続きが必要となるものだ。

　他国のそれなりの地位の人間には見せられない物、報しらせたくない情報等はどこの国にも一つや二つはあるもので、それらを隠したり、それらに近寄らせたりしないようにする為の処理が必要となってくる。

　それとは別に、国家に属するある程度以上の規模をもった戦力が国境線を越こえてくるとなると、こちらもまた様々な処理やら取り決めやらが必要となってくる。

　何の話し合いも無く、一方的に国境線を越えればそれは侵犯行為であり、戦争に直結しかねない事態を引き起こすからだ。

　こちらに関してはよほどのことが無い限りは通常許可されないのが、人族の大陸では通例だった。

　国家間における共同作戦というものはまず行われることがなかったし、何らかの脅きよう威いが国境を越えたのだとすれば、越えた先の国の戦力に処理を任せるのが普通だったからだ。

　まして、大陸間の国境を何らかの戦力が越えていくという事例はほとんど無い。

　唯ゆい一いつ例外であるのが勇者の行動であり、単独で一軍に匹ひつ敵てきする戦力を持ちながら勇者とその仲間に関しては移動に制限を設けられることはない。

　もちろん、仲間の範はん囲いについては常識的な範囲においてという前フリが付くのだが。

「なぁ、なんで俺おれだけ審しん査さが厳しいんだ？　貴族の越境行為に関する書類は通ってるだろ？」

　クリンゲの転送門のある部屋にて、何故か一人だけ執しつ拗ような書類審査やボディチェックを受ける蓮弥が傍かたわらにいたシオンに尋たずねる。

　クルツをはじめとした勇者各位は、とてもあっさりと門を潜くぐって先に行ってしまっていた。

　通る者が勇者かどうかということは、勇者のもつ専用装備が証明してくれるらしく、クルツは聖剣、レパードはあの無骨な手てつ甲こうとブーツを提示することで勇者であることを証明している。

　クルツの持つ聖剣には「聖剣ティルヴィング」という銘めいがあるが、レパードの持つ装備にも一応「牙が王おう」という名前がついていた。

　手甲とブーツの一揃えでその名前らしいのだが、あまりに適当な名前だと蓮弥が笑ったら獣人族の巫女達から総攻撃を受けたので、二度と笑うまいと心に留めている。

　攻撃といっても、レパードが毎日のように喰くらっている洒落しやれにならない部類のものではなく、巫女の中でも幼い部類に入る者達たちがそれこそ「ぽかぽか」という擬ぎ音おんがぴったり似合いそうなちっちゃな拳こぶしで蓮弥を叩いたのだが、拳の威い力りよくはたいしたことがなくても表情が本気で怒おこっているようだったのが地味に蓮弥には堪こたえたらしい。

　蓮弥に対しては直接的な威力よりも、こういった攻撃の方が効くだろうと予想したカエデの策略であったのだが、この一件で蓮弥はカエデに対する認にん識しきを脳筋の嫁よめから陰険腹黒女へと切きり替かえている。

　この話の途と中ちゆうで蓮弥は、初めてグリューンの勇者装備を目にすることになった。

　それはナイフと呼ぶにはやや大おお振ぶりな二本の刃物。

　造りは蓮弥から言わせると洋式といえるようなものであったが、刀身は紛まぎれもなく小こ太だ刀ちに近い代しろ物ものだった。

　銘を「比ひ翼よく」というらしい。

「一振りでは意味を成さず、二振り揃って初めて意味を成すという意味だそうだ。昔エルフの大陸に来た迷い人がつけた銘らしい」

　興味津々といった感じでその二振りの刃を眺める蓮弥に、グリューンが説明してくれた。

　この二刀を持って行う超ちよう接せつ近きん戦せん、或あるいは死角からの不意打ちが、グリューンの主な戦せん闘とう方法であるらしい。

　速度重視の二刀流に加えて、一いつ瞬しゆんでも視界からその姿を見失えば隠いん蔽ぺいの技能を駆く使しした死角からの一いち撃げきが飛んでくるという戦い方は、やっぱり暗殺者のそれっぽいなと蓮弥は思う。

　この三人の勇者に、流石さすがに一度に全員通るには数が多すぎたのでカエデが厳選した巫女の一部と、シオンを筆頭にローナやらフラウやらといった蓮弥の仲間達がくっついて転送門を潜ったのだが、蓮弥一人だけが潜る前に止められて今に至る。

　シオンが傍らに残ったのは、門を潜る前に蓮弥が止められたのに気がついたからであり、他のメンバーは蓮弥が止められる前に門を潜ってしまっていた。

「すみません伯爵閣下。これも任務でして」

　転送門を守備している兵士の一人が、待たされまくっている蓮弥にすまなそうに声をかける。

　転送門はその性質上、他国へ一瞬にして赴くことのできる交通手段であるので、その守備は設置してある領地の貴族の他に国からも兵士が出されている。

　これは何かあった場合に国にも責任が及およぶからであるのだが、蓮弥を止めたのはそんなトライデン公国直ちよつ轄かつの兵士だった。

　最初は貴族が越境する時に行われるチェックなのかと思って素直に応じた蓮弥ではあったのだが、それにしてもあまりに厳重に調べるものだから、ついつい文句の一つも口をついて出てしまう。

「任務なら仕方ないが……やはり貴族だからか？」

　もしそうならば、面倒な立場になってしまったものだと思う蓮弥であったのだが、兵士が返してよこした言葉は蓮弥の予想とはやや異なるものであった。

「いえ、通常なら行けるお話でした」

　通常処理の書類の認証は終わっていますしと続ける兵士に、蓮弥は訝いぶかしげな視線を向ける。

　もしもその言葉通りなのであれば、自分だけ立ち往生している意味が分からない。

「行けたのか？」

「えぇ。本来ならば問題なく。大公陛下でも、もっと楽に通れたはずです」

　護衛の兵士の一団を引き連れていたりしたら無理ですけどねーと兵士は笑うが、蓮弥はその言葉に首を傾かしげる。

「俺だけこの扱あつかい？　なんで？」

「クヌギ伯爵だから、ですよ。それでお分かり頂けませんか？」

　どこかはぐらかすような兵士の言葉に、すぐに納得した顔をするシオン。

　蓮弥ひとりだけが分からない。

「なんだそれ？　俺限定の話？」

「レンヤ限定だろうな」

「伯爵様限定であります」

　守備の兵士が苦く笑しよう交じりに説明するところによると、蓮弥だけ、一軍を通過させる処理と同等のことを行うように指示が来ていたらしい。

　これは獣人族からの要請ではなく、大公直々の指示だと兵士は言う。

「なんで？」

「伯爵様が勇者であられたならば良かったのですが……」

　つまりは勇者でもないのに勇者以上の力を持っているということが問題視されているらしかった。

　そんな存在をいくらチェックしたところで、ちょっとでも暴れられれば手に負えないことは明白なのであるが、これらの行こう為いはこれだけ厳重にチェックする程ほどの存在なのだから、あちらで面倒を起こしてくれるなよという意思の表れ、ということのようだった。

「面倒な……口頭で注意すればいいだろうに」

「子供じゃないんですから、あちらでお行ぎよう儀ぎ良くしてくださいね、なんて言えるわけがないじゃないですか。言わないまでも察してくださいね、ってことですよ」

　どんな意図があるにせよ、直接言葉にしないと伝わらないらしいと悟さとった兵士が蓮弥に説明してくれる。

　釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ蓮弥が転送門を抜ぬけると、今度は抜けた先でトラブルが待ち構えていた。

　フラウが真っ白な灰になった状態で固まっていたのである。

「死因はだねぇ……」

「いや、死んでないから」

　エミルが何故かドヤ顔で説明を始めようとするのを遮さえぎった蓮弥の背中には、怒った表情のフラウがしがみついている。

「危ないところだったの！」

「すまん、俺が悪かった」

　本来、家か家主からそれほど離はなれることができないフラウが蓮弥から離れてしまったのは、決して蓮弥が悪いわけではなかったのだが、呼び止められた理由は蓮弥自身に由来する。

　呼び止めた兵士に責任転てん嫁かしても良かったのだが、ここは素直に泥どろを被るべきだろうと蓮弥は怒るフラウに詫びた。

「自己閉へい鎖さモードに入るのがもうちょっと遅おくれてたら、消失するところだったの！」

「いや、お前本当に妖よう精せいか、それ……？」

　妖精について、それほど詳しいとは思っていない蓮弥であるが、きっと妖精はフラウみたいなことはしないのではないかと思う。

　そんな蓮弥の突っ込こみを、フラウは「高性能なの」の一言で切って捨てた。

　もっとも、フラウは蓮弥の背中にしがみついていたので蓮弥自身は気がつかなかったが、フラウの目はしっかりと泳いでいたのであるが。

　獣人族側の転送門のある場所はそれほど広くない部屋であり、蓮弥達たちの他にはグリューンとレパード、それとカエデに守備の兵士が数人いるだけであった。

　先に飛んできたはずの巫女達は蓮弥達の到とう着ちやくを各方面に報せる為に部屋を出て行ったらしい。

「ようこそ、クヌギ伯はく爵しやく殿どの。ご来訪を歓かん迎げいいたします」







[image: ]







　部屋に居た兵士たちの内、おそらく地位が一番高いのであろう一人が蓮弥の姿を認めて頭を下げる。

　兜かぶとつきの鎧よろいを装備しているせいで獣耳の種類が何かまでは分からなかったのだが、背後に垂らされている長くて縞しま々しまの尻尾からして猫ねこ科かの何かなのだろうと蓮弥は推測した。

「ご丁てい寧ねいにどうも。そんなに堅かた苦くるしくしなくてもいいだろう？　公式な訪問でもないのだし」

　礼を返しながら蓮弥が言う。

　特別トライデン公国から何かを言われているわけでもないし、何らかの目的があって来たわけでもない。

　極きわめて私的な訪問なのだから、畏かしこまる必要もないだろうというつもりで蓮弥は言ったのだが、相手側からすると少々状じよう況きようが異なるらしく、兵士は首を左右に振った。

「非公式でもあのクヌギ伯爵をお迎むかえするのです。失礼があってはなりません」

「あの、ってなんだあのって？」

　非常に嫌いやな予感を覚える蓮弥であったが、その兵士は何故だか目を輝かせて、まるで憧あこがれのスポーツ選手を前にした少年のような口調で蓮弥に話しかけてくる。

「獣人族は武勇を尊ぶ種族であります。その獣人族の中で最高の武勇を誇ほこるレパード殿どのを、伯爵殿は事も無げに一いつ蹴しゆうされたと伺うかがいました」

「う……」

　事実ではあった。

　確かに事実ではあったのだが、そんなきらきらとした視線に尊敬の念まで込めて見つめられるような話では決してないはずだと蓮弥は思う。

　そもそも、その獣じゆう人じん族ぞくが誇る最高の武勇を持った勇者をぼこぼこにした相手を尊敬するってどうなんだと言いたい蓮弥ではあるが、彼らからしてみると強い者が正しくてかっこいいという単純な理論に落ち着くらしかった。

「あのレパード殿を寄せ付けない程の強さ。是非我らの国に滞たい在ざい中に一度でよろしいので見せて頂きたく……」

「まてまて、他国の貴族に何を自然な感じで頼んでるんだお前は。大体、俺が勇者殿を退けたって話だって、俺は本気で戦ったが、勇者殿が本気だったわけがないだろう？」

「「え？」」

　部屋の隅っこの方でいじけていたレパードと、それを慰なぐさめていたカエデの放った疑問符がハモる。

　そこは聞こえてても聞こえないフリをしろよと思いながら、蓮弥は努めて冷静に続けた。

「いくら腕が立つと噂のある相手でも、他国の貴族が相手だぞ？　勇者ともあろう者が本気の全力全開で襲おそい掛かかるわけがないだろう？　俺がレパード殿を退けられたのは、たまたまレパード殿が本気を出す前になんとかできたからに過ぎない。……と、いうかこの話って無かったことにしたんじゃなかったかカエデ？」

　雰ふん囲い気きと勢いに押おされて口走ってしまったが、そもそもこの話は勇者の弟を騙かたった人物がトライデン公国の一般市民に危害を加えようとした、という話にすり替えられているはずであった。

　ある程度の地位の者には、実際のところが伝えられていてもおかしくないが、それが兵士その一としか言いようの無い者にまで伝わっているのは明らかにおかしい。

「表向きはその通りですが……王への報告まで表向きのお話にするわけには参りませんし、その王が内緒だぞといいながらあちこちでこのお話をしているもので……」

　蓮弥としてはフォローしたつもりであったのだが、蓮弥の言葉を聞いてさらに、部屋の隅っこにその大きな身体からだを押し込むようにして丸まってしまったレパードを慰めていたカエデが蓮弥の方を向きつつ言う。

　折せつ角かく無かったことにした話を、王自らがあちこちで吹ふい聴ちようしているという現実に、どこまで馬ば鹿かなのかと思う蓮弥ではあるが、獣人族の性格を考えてみるに、基本的に脳みそが筋肉でできている相手であるので仕方のないことなのかもしれないと思い直す。

「とにかく、今回はただの物もの見み遊ゆ山さんのようなもので来てるんだ。……厄介ごとは勘弁してくれ」




　折角勇者が三人もくっついているのだから、戦闘はそちらに丸投げすればいいじゃないかとタカを括くくった蓮弥である。







幕間その２　魔王と呼んでみたらしい







「私達はこのままではいけないと思うのですっ！」

　高らかに響ひびき渡る若い少女の声。

　その場に居合わせた者達の視線を一身に浴びながら、まったくそれらを気にした様子も無く、すっくと立ち上がり、力ちから一いつ杯ぱい拳こぶしを握り締しめた黒くろ髪かみの少女は、まるで全身の力を言葉にこめてでもいるのだろうかと誰もが思うくらいに力のこもった声でさらに続けた。

「なんとしても、一いつ矢し報いなくてはならないのです！」

「言いたいことは分かったから、とりあえず落ち着け」

　その場所は、クリンゲという街に存在する冒ぼう険けん者しや育成学校の食堂。

　周囲の耳目を集めながら、全く臆おくするような様子もない黒髪の少女を、隣となりの席に座すわっていた赤毛の少女がどうにかこうにか宥なだめすかそうとしているのだが、その努力はあまり効果を発揮しているとはいえない状態である。

「ラーン！　貴女あなたは情けないと感じないというのですか！　それでも貴女はこのクリンゲ冒険者学校で私に次ぐ次席を担う……」

「はいはい、落ち着きなさいってティーフ＝ファタール様。ここで騒いだって周りの視線を独り占じめするだけで、なんにもならないってば。それともそういう趣しゆ味みが？」

「そんな趣味の持ち合わせはありません！」

　少し顔を赤らめて、隣のラーンと呼びかけた赤毛の少女に噛かみ付いたティーフと呼ばれた黒髪の少女は、それでも少しだけ気恥ずかしくなったのか、椅い子すを引くとそこへ腰こしを下ろす。

　テーブルを挟んで反対側には、自分達の方を向いているわけではないのだが、食堂中の注目を集めてしまっていることに体を小さく縮めている少年が二人、ティーフが腰を下ろしてくれたことにほっとした表情になっている。

「ティーフの言いたいことも分からないではない」

　二人の少年のうち、やや体の大きな金きん髪ぱつでクセっ毛の少年が低い声で言う。

　冒険者としては前衛を担当する戦士系なのか、着ている服の端から見える腕や首筋は、その年ねん齢れいの少年のものとしては、驚おどろくくらいにたくましく鍛きたえ上あげられていた。

「ひたすら今のまま、なんの成果も上げられずに時を過ごす、というのはいいことではない」

「そうはいうけどさ」

　もう一人の、茶色で長髪の少年が少し拗すねたような口調で応じた。

　こちらの少年は金髪の少年と比べると、やや細すぎるのではないかと思うくらいに手足が長くほっそりとしており、どうみても前線で戦いを担うようなタイプではない。

「相手はあの領主様だよ？　どうにかしようって言ったって、どうにもならない気しかしないよ？」

「その考えが良くないといっているのですっ！　それでもクリンゲ冒険者学校男子次席である魔ま術じゆつ師しだといえるのですか、ハイト！」

　今度は立ち上がりはしなかったものの、テーブルの天板を平手で叩いて大きな音を立てたティーフに対して、ハイトと呼ばれた茶ちや髪ぱつの少年は首をすくめながら、苦笑しつつ隣の大おお柄がらな少年へ話の矛先を向けるべく声をかける。

「と、女子首席のティーフさんが言ってるんだけど、どう思う？　男子首席のラインさん？」

「嫌いや味みかそれは……」

　ハイトの言い草に、ラインは非常に嫌そうな顔になった。

　事情が分からないティーフは、毒気を抜かれたようにきょとんとした表情になるが、事情を知っているラーンはラインの嫌そうな顔の理由に思い当たって唇くちびるを歪ゆがめる。

「どういうことです？」

「ハイトはね。取る気なら首席が取れる実力者なんだけど、首席とか面倒だって言って手を抜いてるんだよね。そんなハイトに首席って呼ばれるのって嫌味じゃない？」

「あ、それバラしたら……」

　さらりと背景をばらしにかかったラーンに、慌あわてるハイト。

　ティーフが少しずつ目を吊つり上げながら、慌てるハイトへと視線を移していく。

「ハイト……貴方あなたは……」

　ハイトからみたティーフという少女は、とにかく生真面目さが先立つ少女であった。

　ファタールという姓せいからすぐにわかるようにティーフは傍ぼう流りゆうではあるが、大公の家系に連なる家の出身で、家柄を鼻にかけることはないが、それにふさわしい人物であろうとする傾けい向こうがある。

　そんな少女に学業をサボっています、などということがばれたらどんな目にあわされるのかということは、それほど付き合いが長くなくてもハイトには手に取るように分かった。

「さ、サボってるわけじゃないんだよ？　ただ、ちょっと首席なんて呼ばれて目立つのが嫌だなーってだけでさ。その点、ラインなら強こわ面もてだから……」

「顔で首席を譲ゆずられたのかオレは……」

　がっくりと肩を落とすラインであるが、隣にいるハイトからしてみればそれどころではない。

　目を怒いからせてテーブルを乗り越えてこようとするティーフを押さえるために、なんとかひねり出だした話題で話の転換を図る。

「そ、それよりも！　あの領主様をどうにかする方法があるとでもいうのかい？」

「ぬぐっ……そ、それはその……」

　聞かれたティーフは、それまでの怒りが嘘うそであったのかのように消沈した表情になると、大人しく自分の席へと戻ってしまう。

　それまでティーフの行動を面おも白しろそうに見ていたラーンではあるが、話が領主の話になった途と端たんに苦虫を噛み潰つぶしたような表情で、がりがりと頭をかいた。

「あれをどうにかしろってのは、無理がありすぎるでしょ？」

「それはそうかもしれませんが。あの大戦の英えい雄ゆうが直接相手をしてくれる経験なんて、このクリンゲでしかできないんですよ!?　それが武器を抜かせることすらできないなんて、情けないとは思いませんか？」

　正論といえば確かに正論なティーフの主張ではあった。

　しかし、他の三人はそんな正論を突きつけられても、それに対する答えとして「どうしようもない」以外の言葉が見つけられずにいる。

　彼らの言う領主。

　それは、トライデン公国における新興の貴族として最近有名になっている伯はく爵しやくである、レンヤ＝クヌギ伯爵のことであった。

　トライデン公国を襲った聖王国からの聖戦。

　その大戦を戦い抜き、戦争の発ほつ端たんを作った勇者を屠ほふり、大戦を勝利に導くと同時に、新しい勇者をトライデン公国にもたらした英雄。

　そればかりではなく、エルフの王国において、その領地を脅おびやかした魔ま族ぞくの軍を少数のエルフで撃げき退たいし、指揮者であった魔族を倒たおした類たぐい稀まれなる剣けん士し。

「ある意味、バケモノだよね」

　そう評したラーンの言葉に、異論を唱える者はいない。

　同じようなことを真ま似ねできるのか、と問われた場合にできますと返答できるであろう人間は、まずこの中にはいないからだ。

　そして、彼らの頭の中にある、この世界における歴史上の英雄達たちの名前の中から、同じことができそうな人物の名前を検けん索さくしようとしても、彼らは自分の知識の中にそれを見つけることができていないのである。

「まぁ、バケモノというのは領主様に対して失礼だとは思うのですが」

「でも否定はしないんだろ？」

「しないというか……できません」

　ティーフは頭を振る。

「本家側から多少の情報は流れてくるのですが、それすらも本家からの情報でなければ、何を馬鹿なと笑い飛ばすレベルのお話です。しかもそれですら控ひかえめであると本家が言うのですから、これはもう真面目に考えるのがバカバカしくなるといいますか」

「その真面目に考えることが無む駄だだと思うレベルの相手に、一矢報いたいと？」

「考えてはおかしいですか？」

　挑みかかるかのようにどこか険しくなったティーフの視線に、ラーンは黙だまって首をすくめる。

　ラーンとて冒険者を目指す学校の生徒の一員だ。

　理り屈くつで敵かなうわけがないと分かっている相手であっても、なんとかならないかと考えるのは当然のことであり、それをティーフのように口に出さずにいるだけなのである。

　それは、対面に座っているラインやハイトも同様であった。

「おかしくはないが、どこから手をつけたものか、だな」

「そうだね。正直ボクらとはレベルが違ちがいすぎて、手の付けどころすら分からない状態だよね」

「そこをなんとかするのです」

「そりゃ言うだけなら簡単なんだけどさ」

　力説するティーフに呆あきれて、ラーンがそっと目を逸そらしながら食堂の入り口へなんとなく視線を向けた瞬しゆん間かん、ラーンの表情が強こわ張ばった。

　それは、冒険者育成学校の生徒用食堂の入り口に、普ふ通つうに考えたらそんなものがいるはずがないと思われる存在と、目があってしまったせいである。

「ラーン？」

　隣に座る級友の雰囲気の変化に気がついたティーフが、訝しげに声をかけながら、ラーンの視線の先を辿たどっていき、そしてティーフもそれと目があった。

「え？」

　間の抜けたようなティーフの声に、対面の男子生徒二名も同じく、その方向へ目をやる。

　そこには、場違いも甚はなはだしい存在がいた。




「話は聞かせてもらったの！」




　亜あ麻ま色いろの肩かた口ぐちまで伸のばした髪かみに、白と黒のツートンカラーのメイド服。

　見た目だけならばどこかの家に仕えているメイドと言えなくもない姿であったが、問題はその背せ丈たけであり、どう贔屓ひいき目めに見積もってみてもメイドとして働いているような年齢の背丈には見えない。

　少女と呼ぶのもどうなのだろうかと考えさせられるようなその姿も問題であるが、場違いすぎるのは一体なんの目的があってそんなものを身につけているのか理解不能な、顔の上半分を隠す派手な装そう飾しよくが施ほどこされた仮面である。

　これが一人だけならば、まだどこかの幼い少女が、何かしらおふざけでやっているうちに紛れ込んできたのではないかという可能性がわずかばかり残されていた。

　しかし、その可能性を潰すかのようにその隣にもう一人、こちらは真しん紅くの長い髪をサイドテールにまとめ、チューブトップにホットパンツ、だらしなく前を開いた長い黒のコートという格好だけでも異質な上に、メイド姿の少女と同じような仮面で顔を隠した、こちらはそれなりの年齢であろう背格好の少女が立っていたのだ。

　一人だけでも十分お腹なか一いつ杯ぱいになりそうな光景であるというのに、これが二人並んだときの衝しよう撃げきは、クリンゲ冒険者育成学校の男女の首席並びに次席の思考能力を十数秒間奪うには十分すぎた。

「ど……どちら、さま？」

　かろうじて、最初に思考を復帰させたのはティーフであった。

　今自分が置かれている立場から、現状最も差しさわりが無く、かつ至急問いたださなくてはならない質問というものを考え、口から言葉として発した彼かの女じよの精神力は、他の三人から無言の賞賛を浴びる。

「通りすがりの謎なぞの仮面一号なの！」

「同じく二号だねぇ」

「は、はぁ……一号さんと二号さん、ですか」

　堂々と胸を張り、高らかに名乗りを上げた二人に、どうにかこうにか言葉を返すティーフ。

　その背後の食堂内においては、この場に運悪く居合わせてしまった他の生徒達が、巻き込まれてはなるものかとばかりに、音を極力立てないようにしながら、窓や調理場の勝手口などから食堂の外へと退たい避ひを始めていた。

　事情と状況が分からないまでも、なんとなくこのままではいけないのだという雰囲気を嗅かぎ取っての生徒達の行動であったが、その危機管理能力は発展途上であるとはいっても十分実用に耐たえうるレベルのものであるらしい。

　そんな中、下手に対応してしまったせいで逃にげるわけにはいかなくなっているティーフと、そのティーフの周囲にいたせいで、逃げるタイミングを失った他の三人だけが食堂に取り残されてしまう。

「その一号二号さんが、どのようなご用件でしょうか？」

　背後から人の気配が無くなっていくのを感じながら、逃げるタイミングを失ったことに内心舌打ちをしつつ、あくまでも表面上は穏おだやかな口調で尋ねるティーフ。

　それに対し、メイド姿の少女の方がコートの少女を引き連れながら食堂の中へと歩を進め、ティーフ達が座っているテーブルの、ちょうどティーフやラインを左右に見るような位置に椅子を引き寄せてそこに腰こし掛かける。

　その背後にひっそりとコート姿の少女が立った。

「立ち聞きは失礼だとは思いつつ、話を聞かせてもらったの」

　どこで聞いてた、と四人は同時にそんな疑問を抱いだいた。

　メイド姿の少女が少なくとも食堂内にいなかったのは四人とも確かく認にんしていたし、四人が座っている席は壁かべや窓からやや離れた位置にある上に、今日は窓が開いてはいない。

　所々ティーフの声が大きかったので、そこは聞かれていても仕方ないと誰だれもが思ったが、それ以外の会話はテーブル内でだけの会話であり、余よ所そに聞こえるような大声で話していたわけでもなかった。

「どこで聞いてた、なんていうのは些さ細さいな問題なの。そんなことよりも、君達あの領主様に一ひと泡あわ吹ふかせてやりたいらしいけど、本気なの？」

　椅子に深く背中をもたせかけ、ふんぞり返るような姿勢をとるメイド姿の少女。

　しかし、背もたれに比べて背丈も足りていない上に、足も椅子の高さに全く足りておらず、床ゆかに着かない両足がぷらぷらと宙に揺ゆれている状態であるので、威い厳げんも威い圧あつ感も全く感じ取れない。

「それは……本気、です」

　なんとなく最初に対応してしまったせいで、このメイド姿の少女との会話担当に祭り上げられてしまったティーフが、ラーンやラインの視線の促うながしを受けて少女の問いかけに答えた。

　本来、男女別ではあっても同じ首席なのであるから、ティーフとラインは同格のはずなのだが、事の発端がティーフであることに加えて、流れがそちらに傾いているような状況であるので、ラインは傍観を決め込むことにしたようである。

「素晴らしい。賞賛に値あたいするの」

　即そく答とうとまではいかなくとも、迷い無く答えてみせたティーフに、メイド姿の少女はその小さな手で拍手を送りつつそんなことを言った。

　受けたところで全くうれしくない賞賛を浴びながら、顔をひきつらせるティーフの傍らでは、ラーンが視線を外に向けながら何かを探している。

「ったく、なんでこんな時に限って警備の兵士がいないんだよ。不審者の通報ができないじゃないか」

「不審者じゃないの！　謎の仮面なの！」

　ラーンの呟つぶやきを聞きとがめて、メイド服の少女が拍手をしていた手を止めてテーブルの天板を平手で叩たたいた。

　本人は力ちから一いつ杯ぱい叩いたつもりのようであるが、叩かれたテーブルの天板は小さくぺちんと音を立てるに留とどまり、それ以上のことは起きない。

「謎の仮面って、そのまんまモロに不審者じゃないか」

「その言い草は、理解できるんだけどねぇ」

　それまで口を閉じていたコート姿の少女がおもむろに口を開いた。

　その視線は窓越しに外を見ており、そこへタイミングよく学校の警備を担当している兵士が通りかかる。

「いた！　通報だ！」

「無駄だと思うけどねぇ」

　声を上げて警備の兵士の注意を引こうとしたラーンに対して、コート姿の少女は窓越しに、ラーンの大声に気がついて食堂の中を覗のぞき込んだ兵士に向かってひらひらと手を振る。

　最初、人気のなくなった食堂に取り残された生徒四人と、仮面をつけた怪しげな風体の二人組という光景に、驚きを露あらわにした兵士であったのだが、すぐにひらひらと手を振っているコートの少女に気がつき、しばし沈ちん黙もく。

　やがて、何事か気がついたようにはっとした顔になると、そのまま何も気がつかなかったかのように素知らぬ振りをしてその場から立ち去っていく。

「ちょっと!?　おい、なんで!?」

「さて、なんでだろうねぇ？」

　ラーンが上げる声に、笑いながら応じるコート姿の少女。

　ティーフ達はそれを見て、何がどうなっているのかは分からないまでも、目の前にいる怪しい二人組がこの学校においては、どんなに奇き抜ばつな行動に出たとしても咎とがめられることがない類の存在であるらしいということを悟って、思考の中から逃とう亡ぼうの選せん択たく肢しを消去した。

「さて、相互理解が深まったところで、提案があるの」

「深まったという点においては同意しかねますが、提案ですか？」

　メイド服姿の少女の言葉に、ティーフは疑いのまなざしを向ける。

　風体の怪しさだけに留とどまらず、言動まで怪しくなりつつある目の前の少女の意図が、ティーフにはさっぱり分からない。

　助けを求めるかのようにラーンやハイト達を見ても、助けを出すよりこっちを助けてくれと言わんばかりの視線を向けられるばかりでアテになりそうになかった。

「そんなに警けい戒かいする必要はないの。貴方あなた達たちにとって、そんな悪い話ではないはずなの」

「人を騙だます場合、みんな似たようなことを言う気がしますが」

「そんなことはないの。このフ……謎の仮面一号に見み初そめられた君達は幸運なの」

「それはどういうことだ」

　ティーフにばかり負担をかけていては申し訳ないだろうとでも考えたのか。

　メイド服姿の少女の言葉にラインが口を挟はさんだ。

「それはつまり、私達がキミらの希望である、あの領主様に一泡吹かせてやりたいという話に手を貸してあげようじゃないか、ってことなんだねぇ」

　コート姿の少女の答えに、ティーフ達四人は目を見開く。

　だが、すぐにハイトが首を左右に振ふった。

「無理だね。そんな簡単な話なら、ボクらだってそんな悩んだりするわけがないじゃないか」

「やる前から無理だなんて、情けないヤツだねぇ。そんな根性じゃ、千年かかったってあの領主様に一泡吹かせるなんて、夢のまた夢じゃないかねぇ？」

　嘲あざ笑わらうようなコート服姿の少女に対して、ハイトが食って掛かろうとするのを手で制し、ティーフは声を荒あららげないように注意しながら話した。

「何か、策がおありなのでしょうか？」

「策、っていうか手助けかねぇ？」

「力ちから添ぞえを頂いて戦ったのでは意味がありません。また、借り物の力でなんとかしてみても、それは私達のためにはならない話です。私達は自らの力でもって……」

　言外に断りの意味をこめてそう語ったティーフであるが、それはメイド服の少女の笑いによって途と中ちゆうで遮られてしまう。

「それこそ無理な話なの。あの領主様に一撃を届かせるために、何年かかると思っているの？」

「くっ……それでも私達はっ」

「クリンゲ冒険者育成学校、女子生徒首席ティーフ＝ファタールさん？」

　抗こう弁べんしかけたティーフへ、メイドの少女が呼びかける。

「貴女の言葉は立派ではあるの。でも、その言葉を実現するためにかかる月日は、とてもではないけれど、学生の身分でいられる時間では足りないはずなの。そして、それを貴方達もなんとなくではあるけれど、理解しているはずなの」

「それ、は……」

「別に、借り物の力で領主様と戦おうなんて話をしているわけではないの。ショートカットできる部分は先人の知恵を借りて短く切り詰つめ、ズルができる部分はズルをし、他から持ってこられる部分についてはそれを使って、前借りできる部分は前借りしてしまおうって話なの」

「……」

「人の一生は短いの」

　仮面の奥底に見える瞳ひとみが、ティーフ達を見回す。

　背丈からしていくらも年齢がいっていないだろうと思われる少女の瞳であるはずなのに、ティーフ達はその瞳を見て、なにか酷ひどく深く古く、大きな穴を覗き込んでいるような気持ちになる。

「高みまで上ろうと考えたら、しなくてもいい部分については可能な限り省略する方法をとるべきなの。そうでなくては望む高みになどたどり着けるわけがないの」

「しかしっ……」

「見てみたいとは思わないの？　あの領主様がいる高みの光景というものを」

　メイド服姿の少女の誘いは、ティーフ達にとっては怪しいと分かっていて尚なお、非常に魅み力りよく的てきであった。

　これから冒険者という危険な仕事に就くに当たって、想像するのも難しいあの伯爵が持っている技術の高みの一端でも垣かい間ま見みることができるのであれば、それはこれからの人生における貴重な糧かてになるのではないか、と思われるからだ。




「さぁ、力がほしければこの手を取るの」




　テーブルの上に差し出された少女の小さな手。

　ここでその手を取るべきだと囁ささやく自分がいる一方で、これは悪魔の誘いではないのかと危き惧ぐする自分の声がティーフには聞こえた。

　そして、誰かがごくりと唾つばを飲み込む音が聞こえる。

「その手を取れば、オレ達でもあの伯爵様に……」

　ラインが震ふるえる声でそんな呟きを漏もらしながら、テーブルの上の小さな手を凝ぎよう視ししている。

「さ、どうするか決めるの。幸運の女神は気まぐれなの。さっさと決めないなら、この話は無しなの」

　急せかしにかかる少女。

　ティーフ達四人は顔を一度見合わせた後、全員が同じタイミングで一つ頷うなずき、そして四人同時にテーブルの上の少女の手を取った。

「「「「お願いします」」」」

「選せん択たくはなされたの。任せるがいいの。本日より私を、師父と呼ぶがいいの」

「それで師父、これよりどのようにすれば？」

　ラインに問われて、師父と呼ばれたメイド姿の少女は自信たっぷりに四人に告げる。

「古来より、どこか遠くの国では己を知り、敵を知れば百戦危うからずと言うの。つまり彼ひ我がの実態の把は握あくが必要になるの」

「はい。それで？」

「とりあえず、ノープランで一度ぶつかってくるの」

「え？」

「私と二号はマス……じゃなくて領主様にバレないように見守ってるの。とにかくどのくらいできるのかを一度見せてもらわなくてはいけないの」

「分かりました……」

「領主様なら訓練場にいるはずなの。さっさと突とつ撃げきしてくるの！」

　追い立てるようにして四人を訓練場へと追いやる一号。

　その姿を見ていた二号は、そっと溜ため息いきをついて周囲に聞こえないくらいの小声でぼやく。

「ノリでついて来ちゃったけど、いいのかねぇこれ？」

　そのぼやきに答えてくれる者はいなかった。







　結論から言えば、蓮れん弥やは確かに訓練場にいた。

　領主が学校の訓練場にたむろっているほど暇ひまを持て余しているというのは、問題になりそうな現実ではあるのだが、それに突っ込みを入れる者はいない。

　とにかく、一号の言葉通りに蓮弥に戦いを挑んだ四人であったのだが、その結末は通常通りという無残なものであった。

「この四人、バランス悪いの……」

　ほとんど貸しきり状態になってしまった生徒用食堂で、椅子に座った状態からぐったりとテーブルの上に上半身を投げ出している四人を横目で見ながら、一号は溜息交じりにそう評価した。

　いつもの通り蓮弥は、自分から積極的に攻こう撃げきすることはなかったものの、挑みかかってきた四人を面白いように転がしまくり、全員が転倒と壁等などへの激げき突とつのダメージにより、施せ術じゆつ院いんに送られてもおかしくないダメージを受けていた。

　だが、施術院に送られたのでは、時間がいくらあっても足りないという一号の判断の下、施術院に送られる前に二号が回収し手当てを行うことで、多少の疲つかれは残っているものの、通常の状態に復帰してしまっている。

「ラインが重戦士でラーンが軽戦士。ティーフがその中ちゆう庸ようみたいな片かた手て剣けんと盾たて戦せん士し。ハイトが魔術師……って飛び道具担当と回復役がいないの！」

「盗とう賊ぞくと僧そう侶りよのことでしたら……どちらも育成学校にはあまりこない職業ですし」

　盗賊はともかくとして、僧侶という存在は本来宗教に携たずさわる職業であり、探索者として動く者は稀だ。

　その稀な僧侶達でさえ、通常は協会等に勤めているので、わざわざ育成学校に来る者は少ない。

　そんなことを力無くしゃべるティーフの言葉に続いてラーンが言う。

「そもそも、魔術師だって普通はギルドに行くだろうしね」

「研究主体ならギルドに行くんでしょうが、ボクはそっちが性に合わなかったんですよ」

「そんなことはどうでもいいの。今はとにかく領主様への対策を考えるのが優先なの」

　どうでもいいと切り捨てられてがっくりと力を失うハイトに、慰めの言葉をかける者はいない。

　そんな余よ裕ゆうがある者などいなかったのだ。

「それより師父、何かしら糸口はつかめましたでしょうか？」

　なんとか体を起こしつつ、ティーフが尋たずねる。

　それに対する一号の答えは、厳しい内容のものであった。

「まず、重戦士が役割を果たせてないのが痛いの。防ぼう御ぎよ力りよくが自じ慢まんなはずなのに、一回転んで戦せん闘とう不能ってどういうことなの？」

「面目ない」

「次に他の戦士二人。……なんのお仕事もしてないの」

「お恥はずかしい限りです」

「右に同じ」

「最後に魔ま術じゆつ師し。火力不足な上に、魔術の準備時間が長すぎるの」

「全力だったんだけど……」

　一号の駄だ目め出だしに対して、全員ががっくりと項うな垂だれる。

　本来ならば、重戦士が相手の攻撃を受け止めつつ、残りの戦士二人で牽けん制せいと攻撃。

　時間を稼かせぐことで魔術師の詠えいし唱よう時間を確保し、大火力で敵を倒すというのが、この四人が組んだ場合の定石ではないかと一号は考えていた。

　しかしそれは蓮弥の一動作でもって、攻撃を受け止めるべき重戦士が力ちから尽つきたことで、あっさり瓦が解かいする程度の作戦でしかない。

「思ったより手こずりそうなの」

「そうだねぇ、まぁまずライン君は訓練用の鎧よろいを諦あきらめて、こちらで用意する鎧をつけてもらおうか。それに見合った武器もこちらで用意するからねぇ」

　ぼやく一号の代わりに、案を口にしだす二号。

　それに触発されたように、一号も考えをまとめながら策を口にする。

「他の戦士二人は、逆に鎧を諦めるの。あってもなくても同じくらいの防御力なら、重さの分だけ不利になるだけなの」

　訓練用の服だけ着て鎧を諦めろと、一号はティーフとラーンに告げた。

　それは戦いの中に身をおく者としては、到底許容できない話ではあったのだが、その不満を漏らす二人に一号は言う。

「実戦で領主様と鉢はち合あわせになったら、天にせめて苦しまずに死ねますようにってお願いするしかなくなるの。今回はあくまでも練習戦で一矢報いるというのが目的なの！」

　実戦を想定しなければ、取れる手段はあると一号は語る。

　つまりそれは、絶対に死ぬようなダメージを受けることがない育成学校の訓練場でしか通用しない話になってしまうが、死が訪れない以上は極きよく端たんに言えば、爆ばく発はつ物ぶつを抱かかえて領主もろとも自爆を敢かん行こうすることすら、作戦として成立してしまうことを表していた。

「最悪、ガス使うの」

「いや師父、ガスはちょっと……」

「ガスなんかで眠らせてからトドメを刺すのは猛もう獣じゆう退治の基本なの」

「領主様ですよ!?」

「その認にん識しきがいけないの」

　一号の言葉に反応したティーフに対して、一号が言い放った言葉は全員を震しん撼かんさせた。

「領主様だと思って戦うからいけないの。戦うときは相手を親の仇かたきくらいに考えないと駄目なの。えーと……そう、領主様を魔王だと思ってぶちのめすの」

「魔王、ですか？」

　確かにその名前は、大陸に住む者ほとんど全すべてにとっては怨えん嗟さの対象であった。

　出現するたびに世界を混乱と恐怖に叩き込こみ、無数の死を生み出す、覆くつがえることのない悪の代名詞。

「そうなの。相手は魔王レンヤなの」

　いいことを思いついたとばかりに胸を張る一号になるべく視線を向けないようにしながら、二号がティーフ達にお茶を配る。

「あ、すみません」

「いやいや、お気になさらずだねぇ」

　相変わらず顔につけている仮面は怪しさが全開状態であるが、治ち療りようしてくれた上に、こうやってかいがいしく世話を焼いてくれる二号に関しては、ティーフ達は警戒を解いてしまっていた。

　疲れのせいもあってなのか、それぞれが提供されたお茶を口に含ふくむ中、一号が滔とう々とうと語り続ける。

「魔王レンヤは倒さなくてはいけない相手なの。卓たく越えつした剣けん技ぎ、常識をはるかに超こえた膨ぼう大だいな魔ま力りよく、凶きよう悪あくな人相……ちょっと人相悪いけど、そんな人がたまに見せる優しさが素敵、ってギャップ萌もえなの！」

「……フラ……あ、いや一号、なんだかのろけになってやしないかねぇ？」

「と、とにかくっ！　そんな魔ま王おうをこれ以上のさばらせてはいけない！　くらいの覚かく悟ごで臨まなければ、一矢報いるなんて夢のまた夢なの！」

「そうか……私達は領主様を相手にしていると考えていたから、ただでさえ敵わない相手だというのに、さらに力を出し切れない状態だったということですね」

「殺す覚悟で立ち向かって、どうにかなるか、というくらいのレベルなわけだな」

「そう……殺すくらいの覚悟で……」

　何事か納なつ得とくしたかのようなティーフとライン。

　それにラーンとハイトの二人も深く頷いている。

　呟つぶやく言葉が物騒なものになりつつあるが、この場にそれを咎とがめる者も止める者も存在していない。

「結構簡単に釣つれた？　ちょろすぎやしないかねぇ？」

「いいからエミルはちょっとマスターの所へ行って、協力を仰あおいでくるの。未来ある若者のためーとか言えば、マスターのことだから絶対乗ってくるの」

「私の二号設定……いいけど、フラウはどうするのかねぇ？」

「もちろん、この勇者様達に、魔王と戦う装備を授けるの」

　ちょっとくらいの道具を渡したところで、どうにかなるような話だとはエミルにはどうしても思えない。

　そんな思いが表情に出ていたのか、フラウはその小さな胸を力一杯張ると、力強く宣言した。

「このフラウが導けば、魔王レンヤとてタダでは済まないの！」

「後で怒おこられない程度に抑おさえてほしいところだねぇ」

　エミルのぼやきに対してフラウが目に見えてうろたえだす。

　本当に大だい丈じよう夫ぶだろうかという一いち抹まつの不安を胸に、エミルは蓮弥の所へ向かうべくその場を後にするのだった。







　通常であれば、生徒達の訓練風景が見られたりする訓練場は、その日魔界と化した。

　何度と無く訓練で使われ、踏ふみ固められた地面の上にはどういう理屈で発生したのか、もやのようなものが厚く漂ただよっており、さらに空気は冷えて冷たさを感じさせている。

　ただ広いだけの空間であったはずのその中心部には、一体どこからそんなものを持ち込んだのだろうかと見る者全てが首を傾かしげるであろう、巨大にして荘そう厳ごんな装飾の施された玉座のようなものが設置されていた。

　その巨大な玉座に座すわる人ひと影かげがある。

「なぁ……そりゃ、協力するとは言った手前、多少の悪ノリは見過ごすつもりだったが、流石さすがにこれはないんじゃないのか？」

　深く玉座に腰こしを下ろし、いかにも大物ですといった雰ふん囲い気きを漂わせつつ、どこか困惑したような表情を傍かたわらに立つエミルに対して向けているのは、もちろん蓮弥である。

　いつもなら動きやすい平服で訓練場に来ている蓮弥が、今回はこれも一体どこから調達してきたのかと思わせるような重厚で豪ごう華かなローブのような服装をしていた。

「レンヤはまだいい方ですよ」

　玉座の背後に控ひかえていたローナが、こちらはどこか恥ずかしそうな気配を漂わせつつ言う。

　蓮弥が肩かた越ごしに振り返れば、そこには体にぴっちりと張り付いた、やや露ろ出しゆつ過多なのではないかと心配してしまうような服装のローナとクロワールが立っている。

「協力してほしいって言うから了りよう承しようしてみれば、こんな所につれてこられただけでなく、この仕打ちです。一体どうなっているというんですか？」

「え？　そりゃあだってローナ、悪役側の女性幹部って、みんなそんな感じじゃないかねぇ？　フラウがそう言ってたんだけど、違うのかねぇ？」

「なぜ私まで……」

　納得いっていない表情で、ぶつぶつと文句を呟いているクロワール。

　それに対するエミルの返答は簡素なものであった。

「数合わせ？」

「それは酷すぎやしませんか!?」

「四天王くらいに数を揃そろえたかったんだけど、人がいなくてねぇ」

「貴女あなたとシオンがいれば、四人揃うじゃないですか」

　ローナの言葉にエミルは苦く笑しようする。

「私は勘かん弁べんしてほしいかなぁ」

「おい……」

「それと、シオンは乗り気だったんだけどねぇ。こっちにつれてくる時に、メイリアに見つかって連行されちゃってねぇ」

　シオンが乗り気というのはローナからしてみれば、分かりすぎるくらいに分かる話だった。
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　シオンであれば、今ローナが恥ずかしがっているやや露出の激しい、ぴっちりとした衣装も「どうだ！」とばかりに着こなしかねない。

　それを見み越こした上で、話が危なくなる前に連行していった、メイリアの危険管理能力は賞賛に値するとローナは感心する。

「お前らは動きやすそうでいいが、俺おれなんてこれだぞ」

　ごてっとした服装をつまみつつ蓮弥がいう。

　いかにも悪の親玉が着ていそうな服という観点から評価すれば、満点に近いデザインのものではあるのだが、剣士である蓮弥からしてみれば重い上にかさばるこの服では、いつもの動きができるわけがない。

「それも狙ねらいだからねぇ」

「まぁ、加減することに異は唱えないが」

「よく協力する気になりましたね、レンヤ」

　玉座にもたれかかるようにして、しなだれかかるクロワールにちらりと視線を向け、顔からすっと視線を下ろし、やがてそっと逸そらしながら蓮弥は答えた。

「後進の育成に役立つ、と言われてしまってはな」

「なるほど？　それはそれとして、レンヤ。今どこに目をやってから視線を逸らしました？」

「返答を拒きよ否ひする」

　きっぱり言い放つ蓮弥に、なんとしても答えさせようとクロワールが掴つかみかかる。

「二人とも、そろそろ生徒さん達が到とう着ちやくしそうだよ？」

　注意を引くようなエミルの言葉に、蓮弥とクロワールの動きが止まる。

　後でもう一度追及しますからねと言い放つクロワールを、手を振って追いやってから、蓮弥は乱れてしまった服装を整え、玉座の上で座りなおした。

「それじゃ、私は見えない所で応援してるから、がんばってねぇレンヤ」

「お前はこれやらないのか？」

　玉座の左右に立っているクロワールとローナを指差して蓮弥が問いかければ、エミルは勢いよく首を左右に振りながら、同時に手も振りつつ後ずさる。

「冗じよう談だんじゃないねぇ。恥ずかしすぎるじゃないか」

「「ちょっと!?」」

　あまりといえばあまりな言い草に抗こう議ぎしかけたローナとクロワールであったが、訓練場の入り口の扉とびらが開かれる音に、一いつ瞬しゆん注意がそちらへと向く。

　その隙すきに、身を翻ひるがえしてどこかへと消えていくエミルを見送った蓮弥は、玉座に座ったまま訓練場の入り口へと目を向けた。

　そして固まる。




「魔王レンヤ！　今日こそは貴方あなたを倒たおしてみせますっ！」




　既すでに抜ぬき放っている剣を突きつけて、そんな宣言を大声で言い放ったのはティーフであった。

　いつもならば軽装とはいえ鎧を身につけ、剣と盾を装備しているはずの彼女の姿は、蓮弥も見覚えがあったのだが、その彼女が今回はいつも一いつ緒しよに挑みかかってくる相棒のような赤毛の少女ともども、それは本当に鎧として意味があるのですかと尋ねたくなるようなデザインの、所いわ謂ゆるビキニアーマーなるものを身につけていたのだ。

　それと対照的なのが、一応事前に参加者として説明されていたので、おそらくはラインという生徒なのだろうと蓮弥は踏んでいるのだが、大おお柄がらな体に個人の識別ができないくらいにがっちりと全身板金鎧を着込んだ姿がティーフ達を左右に従えた中央にある。

　最さい後こう尾びにいるのは、たぶんハイトという男子の次席である生徒だろうと思われたのだが、頭からすっぽりと被せられている漆しつ黒こくのローブから見える真っ白な仮面のせいで、人物の判別ができない。

「どうしてそうなった？」

　明らかにいつもと見た目だけでなく雰囲気が違ちがう生徒達に、思わず腰を浮うかしかけた蓮弥の目の前で、あらかじめエミルから言いい含められていたローナが、気が進まないという顔を隠そうともせずに、蓮弥の前に立ちふさがるかのようにして生徒達と対たい峙じした。

「よく来ましたね勇者よ。まずは褒ほめておきましょう。しかし、魔王レンヤ様と一戦交えたいというのであれば、まずはこの私を倒してからにしてもらいましょうか」

「魔王レンヤ様を守る双そう璧へき、易やす々やすと抜かせはしない」

　いつの間に用意していたのか、ローナは剣と盾を。

　クロワールは細剣かと思えば何な故ぜか杖つえのようなものを構える中、板金鎧姿のラインが、鎧の隙間からなにやら紙し片へんを取り出だして目を落とし、そこに書いてあることを読み上げる。

「なるほど、貴様らが魔王を守る双璧、〈絶壁のウスイン〉と〈柔壁のフトイン〉か！」

「「おい、ちょっとまて！」」

　ハモって放たれたクロワールとローナの抗議に、きょとんとした表情になる生徒達。

　おそらくは、こう言いなさいとフラウ辺りから指示をされていた結果ではあるのだろうが、少し考えればそれを口にしたらどうなるのかわかりそうなものなのだがと蓮弥は頭を抱える。

「ここ、殺しても死なない結界の中でしたよね？」

「貴方達には悪いんだけど……五体満足で施術院に行けるとは思わないことです！」

　顔に黒い笑えみを浮かべながら、手にした得物を振りかざし生徒達へと襲おそい掛かかるクロワールとローナ。

　その殺気だった表情に、止めるべきかと考えた蓮弥の前で、ラインが両手剣を構えつつ、何事か小声で呟き始めたのを蓮弥の耳は捉とらえていた。

「〈体感遅延オーバースピード〉〈能力向上ポテンシヤルアツプ〉〈技能加算プラススキル〉〈思考加速アクセラレーター〉……」

「ローナ！　クロワール！　気をつけろ！　その板金鎧は……」

　警告の言葉を蓮弥が発した瞬しゆん間かん、足下から土つち煙けむりが立つほどに爆発的な踏み込みを行ったラインの体が、とんでもない加速と共に前へと出る。

　蓮弥から見て、まるで砲ほう弾だんのような勢いで突っ込んできたラインの体は、そのまま放っておけば切りかかっていたローナやクロワールの体をいとも簡単に弾はじき飛とばしていたはずだった。

　それを見越した蓮弥が〈操作〉の魔術を即そく時じ展開。

　二人が握にぎっている得物を見えない手で掴むと、加減する余裕もなくラインの進行方向から外れるように投げ飛ばした。

　しかし、突とつ進しん速度が速すぎて蓮弥自身の回かい避ひは間に合わない。

　仕方なく、突進してきたラインに手の平を向けて、突っ込んできた顔面を押おさえて直接的な激突を防ごうとするが、質量の差からそのまま背後へと押し切きられ、背後の玉座が木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだける。

「大した突進だが、速度が速すぎて折角の得物が振るえていないじゃないか」

　押し切られ、背中を玉座に叩きつけられたといっても、それを砕いた上に突進自体は片手で防ぎとめている蓮弥が、ラインの攻撃をそう評価すれば、顔全体を覆っている兜かぶとの中からラインのくぐもった笑い声が響く。

「生あい憎にく、オレは一人じゃない」

　ラインのその言葉の意味を瞬しゆん時じに理解した蓮弥は、無理やり地面に足を踏ん張り、真まっ直すぐに突っ込み続けるラインの足下を蹴けり飛ばして地面へと転がしてやりながら、その背後へと目をやる。

　そこには得物を構えつつ、ラインよりはやや劣おとる速度で突進してきた二人の少女の姿があった。

　ラインの突進自体は蓮弥にダメージを与えるのが目的ではなく、その視界を邪じや魔ましつつ、動きを封じるのが目的であったのかと感心する蓮弥目め掛がけて、二条の剣けん閃せんが閃ひらめく。

　その速度はいつものティーフ達のものとは比べ物にならず、どうやらこの二人も、ライン同様なんらかの補助を受けているらしいことがすぐに分かった。

　だが、それが分かったからといって剣閃が無くなるわけではない。

　いつも通りなのであれば十分に回避できるタイミングではあったのだが、今の蓮弥はわざわざ動きにくい格好をしている。

　当然その動きは阻そ害がいされ、まともに斬きりつけられるまではいかなかったものの、ごてごてとした服の一部が切り飛ばされて宙に舞まった。

「これなら届くっ！」

　これまで蓮弥が服にとはいえ、生徒達の攻撃をかすらせたことはなかった。

　それだけに、浅くわずかにではあったが、自分の攻撃が蓮弥に届いたことを目にしたティーフとラーンはそれに勢いづけられたかのように、さらに追つい撃げきを試みる。

「まだ、甘あまいっ！」

　生徒達の動きはいつものものではない。

　それがフラウから渡された何らかの魔術道具の補助によるものであることは蓮弥も分かっていた。

　だからといって、大人しくやられる気も蓮弥にはない。

　動きにくい服を力任せに翻し、その翻りすらも視界を妨さまたげる障害物として利用しながら、蓮弥は二人の少女が繰り出す剣撃を、無手のまま捌さばききっていく。

「こんな速度の世界で……補助を貰もらった状態でハンデまで付けて、それでも届かないというのですか！」

「そりゃまぁな。そのくらいで届かれては、俺も困る」

　信じられないと声を上げたティーフの足を、蓮弥の足が払はらう。

　視界が回転する中、ティーフはここぞとばかりに叫んだ。

「ラーンっ！　お願いっ！」

　蓮弥の予想では、転がされかけたティーフのフォローにラーンが回ってくるのだろうと思っていた。

　しかし、ラーンの行動は蓮弥の予想とは全く違ったものだったのである。

「承知！」

　ティーフの声に応えたラーンは、あろうことか足払いを受けて転がされかけたティーフの背中を力ちから一いつ杯ぱい、蓮弥の方向目め掛がけて蹴り飛ばしたのである。

　この行動を予想していなかった蓮弥は、反応が遅れた。

　回避すれば転がされかけていた体勢のまま、人が吹ふき飛ぶくらいの蹴りを受けたティーフは蓮弥の背後へと転がっていき、大おお怪け我がをしかねない。

　かといって受け止めた場合は、その行動一つ分だけラーンに行動を譲ゆずることになる。

　訓練とはいっても戦闘中であるのだから、怪我を負うことなどは仕方のないことだと分かってはいる蓮弥だったのだが、相手は別に憎むべき敵でもなく、倒すべき相手でもない。

　そのことが蓮弥の判断に一瞬の遅れをもたらしたのだ。

　結局、受け止めるという選択を行った蓮弥に対し、ティーフは受け止められた瞬間に蓮弥に体にしがみつく。

「一体何をっ!?」

　その行動にさらに驚おどろく蓮弥に、今しがたティーフの体を蹴り飛ばしたラーンまで飛び掛かり、さらには最初に地面に転がしていたラインが、動きの止まった蓮弥の足にしがみつき、巨大な錘おもりと化した。

「足止めかっ！」

　三人の行こう為いの意味を蓮弥が理解した時には、一人だけ最初の位置から動いていなかったハイトが装身具や装備の力を借りて、威い力りよくを増大させた魔術の詠唱をほぼ終えているところであった。

「味方ごと焼くつもりか！」

「ここでなら、死ぬことだけはありませんから！」

　死ぬことが無い結界の中だといっても、全く無傷でいられるわけではない。

　魔術で焼かれれば死なないまでも、それなりの火傷やけどは負ってしまうことになる。

　だが、それすらも蓮弥に一矢報いるためならばと覚悟を決めているらしい三人に対して、蓮弥は素す直なおに感かん嘆たんの念を抱いだいていた。

「大したものだ。恐おそれ入る」

　蓮弥の素直な褒め言葉に、一瞬三人のしがみつく力が弱まる。

　それを逃さず素す早ばやく三人の腕うでを振り払うと、自分から離れるように無造作に投げ捨てた蓮弥は、次の瞬間にはハイトが全魔力を振り絞って撃った魔術の炎ほのおに呑のみ込まれていった。

「己ごと俺を倒そうとするその心意気は見事。故ゆえに今この時だけは黙だまってこれを受け入れてやろう」

　蓮弥に投げ捨てられて、地面に座り込んだ状態のまま蓮弥を見上げる三人は、ハイトが放った魔術をまともに受けて燃え上がる火柱の中に佇たたずむ人影を凝視していた。

「だが、これに慢心することなくたゆまず励はげめ。何故ならばいずれ第二、第三の魔王が必ず現れ、お前達の前に立ちふさがるはずだからだ」

「やったー！　やりましたよ皆みなさん！　魔王レンヤを討とう伐ばつできました！」

「やっぱアレも生き物だったんだね。だって倒せたもの！」

「倒してしまえば、今まで恐れていたことが嘘うそのようだな」

「ボクの魔術の前では、魔王といえどもたわいない」

　口々に喜びを語る生徒達。

　その姿を、どこからともなく現れたエミルが、最初に蓮弥に投げ飛ばされて目を回したままのローナとクロワールを回収しつつ、呆あきれたような口調で呟つぶやいた。

「終わったら、さっさと撤てつ収しゆうすればいいのにねぇ。さっきレンヤが言ってたじゃないか。第二、第三の魔王が必ず現れるって」

　エミルのそんな言葉を契けい機きにしたように、轟ごう々ごうと炎を上げていた火柱が、まるで幻まぼろしであったかのように突然消えうせた。

　炎の照り返しが消えたことに気がついた生徒達がどこか呆ぼう然ぜんとした表情で火柱があった所へ目をやれば、そこにはいつもの格好をし、腰から刀を吊つるした蓮弥が全くの無傷状態でにこにこと笑っているという光景が目に飛び込んでくる。

「嘘……無傷……」

「いや、無傷じゃないな。ちょっと焼けた」

　蓮弥は笑え顔がおのまま左手の人差し指で自分の頬ほおを指した。

　そこには、よくよく目を凝こらしてみないと分からないくらいにちょっぴりとだが、火傷のようなものがある。

「まぁ、最初の魔王は討伐されたってことで、どうも皆さん。第二の魔王です」

　笑みを崩さないままに、胸の前で手を組み、ぽきぽきと指を鳴らしながら蓮弥は言った。

「さ、第二ラウンドといこうか？」

　青あお褪ざめる生徒達たちに見せ付けるかのように、蓮弥の腰から刀がゆっくりと抜き放たれたのだった。







「結局これって意味があったのか？」

　仕切りなおしからの第二ラウンドは、数分ともたせることができずに、全員仲良く施術院送りとなったティーフ達を見送ってから、蓮弥は様子を見に来たフラウに問いかける。

　問われたフラウは、考える素そ振ぶりすら見せぬ速度でもって自信たっぷりにこう答えた。

「それを決めるのは彼らのこれからなの！」

「いや、いいこと言ってるようなまとめ方だが、実際やったことと言えば、魔術でドーピングした生徒達を俺が叩たたきのめしただけな気がするんだが？」

「結果だけならそうかもなのだけど、一応マスターに一いち撃げきは届いたのだし、武器を抜かせることにも成功したの。魔術の補助があったとはいっても、できたという結果は彼らに影えい響きようを与えるはずなの」

　フラウのその言葉は、一部蓮弥にも理解できる話であった。

　できないできないと思っていることが、なんらかの理由。

　自力に限らず他力を以もつてして成したのだとしても、それをきっかけとして一つのブレイクスルーが起きるということは、珍めずらしい話ではない。

　そしてそれが起きるかどうかというのは、受け取り側の問題であり、フラウの言うように彼らのこれからである、ということになる。

「そしてフラウは懐ふところが潤うるおって満足なの」

「もしかしてとは思ったが、やはりあいつらの実家辺りから金が出てたか」

　要は、伸び悩む我が子を見かねて、一ひと芝しば居い打ってはくれないかという依い頼らいがあったということだ。

　問題があるとすれば、何故それが蓮弥本人ではなく、メイドであるフラウの所に行ったのかという点であるが、武人然とした蓮弥よりも、話を持っていきやすいとでも思われたのではないかと蓮弥は考える。

「手回しと、装備の貸し出しで結構色々手を打ったの。それでも黒字になるくらいは貰ったの」

「ファタールって言ったら、シオンのとこの傍ぼう流りゆうだろ？　そりゃまぁ金持ちだろうな」

「この調子で依頼が舞い込めば、フラウの懐事情が温まること間ま違ちがいなしなの」

「取らぬ狸たぬきの皮算用って言葉が俺の故郷にあるんだがな……」

　ほくほくと明るい未来を夢見るフラウに、そう上う手まくことが運ぶものかよと、呆れ果てた顔になる蓮弥。

　実際、この後同じような依頼がフラウの元に舞い込んでくるようなことはなかった。

　蓮弥に一矢報いたいというティーフのような考え方をする生徒が他にいなかったせいなのであるが、それみたことかと笑う蓮弥に、臨時収入を期待していたフラウは屋や敷しきの隅っこのほうでいじけてみせるという光景がしばらく続いたのである。

　余談ではあるが、後々のこと。

　クリンゲの冒ぼう険けん者しや養成学校から「四天王」と呼ばれる四人の卒業生が生まれ、世界各地で「あぁやっぱりクリンゲの出身者でしたか」と言われるような騒動を引き起こすようになるのだが、それはまたいつかどこかの別のお話である。







あとがき







　初めましての方は初めまして。

　私、まいんと申しましてＷｅｂ上の「小説家になろう」にて本作品を連載しております、そろそろ物書きを名乗ってもいいのかな？　どうなのかな？　という程度の者でございます。

　今、貴方様が手に取られているこの本は七作目に当たる代物です。

　一作目から始まりまして六作目までが既刊となっておりますので、本巻ともども、手にとっていただき、そのままレジをくぐって頂ければ感謝感激あめあられでございます。

　初めましてではない方はお久しぶりでございます。

　皆様のご愛顧と、幸運と、ホビージャパン様の計らいと、ちょっぴり私のがんばりにより、今回「二度目の人生を異世界で」第七巻刊行の運びとなりました。

　まずは前巻までを読んで頂き、支持支援してくださいました読者の皆様に溢れんばかりの愛、は皆様から全力で受け取り拒否されそうなので、贈れる限りの感謝を贈らせて頂きたいと思います。

　早いもので、小説家になろうのメールボックスに届いたお誘いに、おっかなびっくり返事をさせて頂いてから、本巻刊行にて大体一年が経過。

　わずか一年にて、出させてもらえた冊数が七冊。

　重ねて縛って振り回したら、立派な鈍器として通用する冊数となりました。

　自室の本棚の一角を、がっつりと占拠する七冊の「二度目の人生を異世界で」の存在感が凄まじいことになっておりますが、これも、本の出版に携わる皆様と、本書を手にとって頂いた皆様のおかげでございます。

　まさか一年続くと思っていなかった方は、先生怒らないから手を上げなさい。

　今、手を上げた人は、裸足の時限定で曲がり角に勢いよく小指をぶつける可能性が、向こう一年間二割ほどアップします。

　今、手を上げなかった人は、朝食のパンがマーガリンを塗った側を下にして床に落ちる確率が同じく向こう一年間三割ほど減りまーす。

　信じる者は救われます、主に足下をですが。

　何かしらご報告のようなものがあればよかったのでしょうが、それらしきものもないままに、なんとなくのんべんだらりんとしたあとがきになっておりますが、それもまた、まいんさんらしいのかなとも思ってみたり。

　全体から見ますと、お話の方は中盤に突入。勇者も四種族が出揃い、蓮弥さん側の登場人物も大分多くなってまいりました。

　偉い人やらそうでない人やらあちらこちらに縁やら柵やら出来始めているようです。

　そんな中で相変わらず無軌道に暴走する蓮弥さん一派がこれからどのような道を辿っていきますことやら、この先の展開にご期待していただければな、と考えております。

　難しいことは書きません。

　なんとなく読んで頂いて、皆様のひとときの手慰みとなれれば、本作品は十分にその役目を果たしたものと思っておりますので。

　それはさておき。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナーさん。

　毎度毎巻、素晴らしいイラストを描いて頂きましたかぼちゃさんに、常時お世話になっております、担当Ｋさん。本当にありがとうございました。

　また、「小説家になろう」にて本作品を読んでくださった方々、並びにいつも感想を書いてくださる方々や誤字脱字の指摘をしてくださる方々。

　それから、ツイッター等でお付き合いさせて頂いてます皆様方。

　そして本作品を手にとって読んでくださった読者の皆様全てに、心よりの感謝を申し上げて結びとしたいと思います。

　またお会いできますように。


まいん
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